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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）において免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて、同期信号
の送信に関連付けられる時間ウィンドウのインジケーションを受信することと、
　基地局から前記同期信号を受信するために、前記時間ウィンドウ内の周期固定サブフレ
ームロケーションの間に前記免許不要の無線周波数スペクトル帯域をモニタすることと、
　前記時間ウィンドウの間に、前記基地局からタイミング情報を受信すること、前記タイ
ミング情報が、前記基地局の現在のフレーム、前記基地局の現在のサブフレーム、または
現在のシンボルからなるグループのうちの１つのインジケーションを備える、と
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記時間ウィンドウの間に前記免許不要の無線周波数スペクトル帯域をモニタすること
は、
　前記時間ウィンドウの前に前記ＵＥの受信機をスリープ状態からウェイクアップさせる
ことを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記タイミング情報に少なくとも部分的に基づいて、前記ＵＥを前記基地局と同期させ
ることをさらに備える、
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　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記時間ウィンドウの前記インジケーションは、システム情報ブロックまたはマスタ情
報ブロックにおいて受信される、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記時間ウィンドウの前記インジケーションは、無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセー
ジにおいて受信される、
　請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記時間ウィンドウの間に前記基地局に関するシステム情報を受信することをさらに備
え、前記システム情報がシステム情報ブロックまたはマスタ情報ブロックにおいて受信さ
れる、
　請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記同期信号に対して無線リソース管理測定を実行することをさらに備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記同期信号は、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）、セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）、セ
ル固有基準信号（ＣＲＳ）、およびチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）からなる
グループのうちの１つを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）において免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて、同期信号
の送信に関連付けられる時間ウィンドウのインジケーションを受信するための手段と、
　基地局から前記同期信号を受信するために、前記時間ウィンドウ内の周期固定サブフレ
ームロケーションの間に前記免許不要の無線周波数スペクトル帯域をモニタするための手
段と、
　前記時間ウィンドウの間に、前記基地局からタイミング情報を受信するための手段、前
記タイミング情報が、前記基地局の現在のフレーム、前記基地局の現在のサブフレーム、
または現在のシンボルからなるグループのうちの１つのインジケーションを備える、と
　を備える、装置。
【請求項１０】
　前記時間ウィンドウの間に前記免許不要の無線周波数スペクトル帯域をモニタすること
は、
　前記時間ウィンドウの前に前記ＵＥの受信機をスリープ状態からウェイクアップさせる
ための手段を備える、
　請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　同期信号の送信に関連付けられる時間ウィンドウのインジケーションを送信することと
、
　前記時間ウィンドウの間に免許不要の無線周波数スペクトル帯域に対していくつかのク
リアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行することと、
　前記時間ウィンドウ内の周期固定サブフレームロケーションの間の送信時間に前記免許
不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて前記同期信号を送信すること、ここにおいて、
前記送信時間は、前記ＣＣＡのうちの少なくとも１つの結果に少なくとも部分的に基づく
、と、
　、前記時間ウィンドウの間に、タイミング情報を送信すること、前記タイミング情報が
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、基地局の現在のフレーム、前記基地局の現在のサブフレーム、または現在のシンボルか
らなるグループのうちの１つのインジケーションを備える、と
　を備える、方法。
【請求項１２】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　同期信号の送信に関連付けられる時間ウィンドウのインジケーションを送信するための
手段と、
　前記時間ウィンドウの間に免許不要の無線周波数スペクトル帯域に対していくつかのク
リアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行するための手段と、
　前記時間ウィンドウ内の周期固定サブフレームロケーションの間の送信時間に前記免許
不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて前記同期信号を送信するための手段、ここにお
いて、前記送信時間が前記ＣＣＡのうちの少なくとも１つの結果に少なくとも部分的に基
づく、と、
　、前記時間ウィンドウの間に、タイミング情報を送信するための手段、前記タイミング
情報が、基地局の現在のフレーム、前記基地局の現在のサブフレーム、または現在のシン
ボルからなるグループのうちの１つのインジケーションを備える、と
　を備える、装置。
【請求項１３】
　実行されると、コンピュータに、請求項１乃至８または１１のいずれか１項に従う方法
を実行させる命令を備える、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【相互参照】
【０００１】
　[0001]本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、２０１５年８月６日に出願
された「Techniques for Transmitting and Receiving Synchronization Signals Over a
n Unlicensed Radio Frequency Spectrum Band」と題するＤａｍｎｊａｎｏｖｉｃらによ
る米国特許出願第１４／８１９，６２０号、および２０１４年８月２２日に出願された「
Techniques for Transmitting and Receiving Synchronization Signals Over an Unlice
nsed Radio Frequency Spectrum Band」と題するＤａｍｎｊａｎｏｖｉｃらによる米国仮
特許出願第６２／０４０，７８７号の優先権を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]本開示は、たとえば、ワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、免許不要
の無線周波数スペクトル帯域を通じて同期信号を送信および受信するための技法に関する
。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャストなどのような様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開
されている。これらのワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえ
ば、時間、周波数、および電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポー
トすることが可能な多元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例とし
ては、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、
周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ
）システムがある。
【０００４】
　[0004]例として、ワイヤレス多元接続通信システムは、各々が複数の、場合によっては
ユーザ機器（ＵＥ）と呼ばれる通信装置のための通信を同時にサポートする、いくつかの
基地局を含み得る。基地局は、（たとえば、基地局からＵＥへの送信のために）ダウンリ
ンクチャネル、および（たとえば、ＵＥから基地局への送信のために）アップリンクチャ
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ネル上で、ＵＥと通信し得る。
【０００５】
　[0005]いくつかの通信モードは、免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じた、また
はセルラーネットワークの異なる無線周波数スペクトル帯域（たとえば、免許要の無線周
波数スペクトル帯域および／もしくは免許不要の無線周波数スペクトル帯域）を通じた基
地局とＵＥとの間の通信を可能にすることができる。免許要の無線周波数スペクトル帯域
を使用するセルラーネットワークにおけるデータトラフィックの増加とともに、免許不要
の無線周波数スペクトル帯域への少なくとも一部のデータトラフィックのオフロードは、
セルラー事業者にデータ送信容量の増強のための機会を与え得る。免許不要の無線周波数
スペクトル帯域はまた、免許要の無線周波数スペクトル帯域へのアクセスが不可能である
エリアにおいてサービスを提供することができる。
【０００６】
　[0006]免許不要の無線周波数スペクトル帯域にアクセスし、免許不要の無線周波数スペ
クトル帯域を通じて通信する前に、基地局またはＵＥは、免許不要の無線周波数スペクト
ル帯域へのアクセスを争うために、リッスンビフォートーク（ＬＢＴ）プロシージャを実
行し得る。ＬＢＴプロシージャは、免許不要の無線周波数スペクトル帯域のチャネルが利
用可能であるかどうかを決定するために、クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）プロシ
ージャを実行することを含み得る。（たとえば、別の装置が免許不要の無線周波数スペク
トル帯域のチャネルをすでに使用しているので）免許不要の無線周波数スペクトル帯域の
チャネルが利用可能ではないと決定されたとき、そのチャネルについてＣＣＡプロシージ
ャが後で再び実行され得る。
【０００７】
　[0007]ＵＥが基地局と通信し得る前に、ＵＥは、基地局（またはセル）を発見または確
保する必要があり得る。ＵＥが基地局またはセルを発見した後、ＵＥは、基地局と適切に
通信し、基地局からの通信を復号するために、基地局またはセルと周期的に同期する必要
があり得る。いくつかの例では、基地局は同期信号を送信することができ、ＵＥは、基地
局（もしくはセル）を発見し、および／または基地局と（もしくはセルと）同期するため
に、同期信号を受信し復号することができる。
【発明の概要】
【０００８】
　[0008]本開示は、たとえば、免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて同期信号を
送信および受信するための１つまたは複数の技法に関する。いくつかの環境では、基地局
は、免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて同期信号を送信することができる。し
かしながら、たとえば、免許不要の無線周波数スペクトル帯域上の信号対干渉プラス雑音
比（ＳＮＩＲ）が低いとき、または他の送信装置が、基地局が免許不要の無線周波数スペ
クトル帯域へのアクセスを正常に争うのを妨げるとき、基地局は、１つまたは複数の同期
信号を送信することが不可能であり得る。基地局が１つまたは複数の同期信号を送信する
ことが不可能であるとき、ユーザ機器（ＵＥ）は基地局を発見もしくは確保することが不
可能であり得、および／または基地局の接続されたＵＥは、基地局と同期しなくなり、基
地局と通信することが不可能であり得る。
【０００９】
　[0009]説明される技法は、基地局が同期的方法、非同期的方法、および／または機会主
義的方法で免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて同期信号を送信するのを可能に
し、そのことは、信頼できる方法で同期信号を送信する基地局の能力を改善することがで
きる。
【００１０】
　[0010]説明のための例の第１のセットでは、ワイヤレス通信のための方法が説明される
。一例では、本方法は、ＵＥにおいて免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて、同
期信号の送信に関連付けられる時間ウィンドウのインジケーションを受信することと、基
地局から同期信号を受信するために、時間ウィンドウの間に免許不要の無線周波数スペク
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トル帯域をモニタすることとを含み得る。
【００１１】
　[0011]本方法のいくつかの例では、時間ウィンドウの間に免許不要の無線周波数スペク
トル帯域をモニタすることは、時間ウィンドウの前にＵＥの受信機をスリープ状態からウ
ェイクアップさせることを含み得る。
【００１２】
　[0012]いくつかの例では、本方法は、時間ウィンドウの間に、基地局からタイミング情
報を受信することを含み得、タイミング情報が、基地局の現在のフレーム、基地局の現在
のサブフレーム、または現在のシンボルからなるグループのうちの１つのインジケーショ
ンを含む。いくつかの例では、本方法は、タイミング情報に少なくとも部分的に基づいて
、ＵＥを基地局と同期させることを含み得る。
【００１３】
　[0013]いくつかの例では、本方法は、基地局から同期信号を受信するために、基地局の
ＣＣＡ免除送信（ＣＥＴ）の間に免許不要の無線周波数スペクトル帯域をモニタすること
を含み得る。いくつかの例では、本方法は、基地局からＣＣＡに従った同期信号の送信を
受信するために、周期固定サブフレームロケーションの間に免許不要の無線周波数スペク
トル帯域をモニタすることを含み得る。いくつかの例では、時間ウィンドウは、ＣＣＡに
従った送信とは異なる、免許不要の無線周波数スペクトル帯域のサブキャリア周波数のセ
ットに関連付けられ得る。いくつかの例では、時間ウィンドウは、基地局の周期固定サブ
フレームロケーションと時間的に重複し得る。
【００１４】
　[0014]本方法のいくつかの例では、時間ウィンドウは、基地局の少なくとも１つのＣＥ
Ｔに取って代わり得る。本方法のいくつかの例では、時間ウィンドウのインジケーション
は、システム情報ブロックまたはマスタ情報ブロックにおいて受信され得る。本方法のい
くつかの例では、時間ウィンドウのインジケーションは、無線リソース制御（ＲＲＣ）メ
ッセージにおいて受信され得る。
【００１５】
　[0015]いくつかの例では、本方法は、時間ウィンドウの間に基地局に関するシステム情
報を受信することを含み得る。システム情報は、システム情報ブロックまたはマスタ情報
ブロックにおいて受信され得る。
【００１６】
　[0016]いくつかの例では、本方法は、同期信号に対して無線リソース管理測定を実行す
ることを含み得る。本方法のいくつかの例では、同期信号は、プライマリ同期信号（ＰＳ
Ｓ）、セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）、セル固有基準信号（ＣＲＳ）、およびチャネル状
態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）からなるグループのうちの１つを含み得る。
【００１７】
　[0017]説明のための例の第２のセットでは、ワイヤレス通信のための装置が説明される
。一例では、装置は、ＵＥにおいて免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて、同期
信号の送信に関連付けられる時間ウィンドウのインジケーションを受信するための手段と
、基地局から同期信号を受信するために、時間ウィンドウの間に免許不要の無線周波数ス
ペクトル帯域をモニタするための手段とを含み得る。いくつかの例では、本装置は、説明
のための例の第１のセットに関して上で説明されたワイヤレス通信のための方法の１つま
たは複数の態様をインプリメントするための手段をさらに含み得る。
【００１８】
　[0018]説明のための例の第３のセットでは、ワイヤレス通信のための別の装置が説明さ
れる。一例では、本装置は、プロセッサと、プロセッサに結合されたメモリとを含み得る
。プロセッサは、ＵＥにおいて免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて、同期信号
の送信に関連付けられる時間ウィンドウのインジケーションを受信することと、基地局か
ら同期信号を受信するために、時間ウィンドウの間に免許不要の無線周波数スペクトル帯
域をモニタすることとを行うように構成され得る。いくつかの例では、プロセッサはまた
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、説明のための例の第１のセットに関して上で説明されたワイヤレス通信のための方法の
１つまたは複数の態様をインプリメントするように構成され得る。
【００１９】
　[0019]説明のための例の第４のセットでは、ワイヤレス通信のためのプロセッサによっ
て実行可能な命令を記憶するための非一時的コンピュータ可読媒体が説明される。非一時
的コンピュータ可読媒体は、ＵＥにおいて免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて
、同期信号の送信に関連付けられる時間ウィンドウのインジケーションを受信するための
命令と、基地局から同期信号を受信するために、時間ウィンドウの間に免許不要の無線周
波数スペクトル帯域をモニタするための命令とを含み得る。いくつかの例では、コンピュ
ータ可読媒体はまた、説明のための例の第１のセットに関して上で説明されたワイヤレス
通信のための方法の１つまたは複数の態様をインプリメントするための命令を含み得る。
【００２０】
　[0020]説明のための例の第５のセットでは、ワイヤレス通信のための別の方法が、同期
信号の送信に関連付けられる時間ウィンドウのインジケーションを送信することと、時間
ウィンドウの間に免許不要の無線周波数スペクトル帯域に対していくつかのＣＣＡを実行
することと、時間ウィンドウの間の送信時間に免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通
じて同期信号を送信することと、ここにおいて、送信時間がＣＣＡのうちの少なくとも１
つの結果に少なくとも部分的に基づく、を含み得る。
【００２１】
　[0021]本方法のいくつかの例では、時間ウィンドウの間に免許不要の無線周波数スペク
トル帯域に対していくつかのＣＣＡを実行することは、時間ウィンドウの間のＣＣＡのう
ちの最初の成功したものを識別することを含み得る。これらの例では、送信時間は、時間
ウィンドウの間のＣＣＡのうちの最初の成功したものに後続し得る。
【００２２】
　[0022]本方法のいくつかの例では、時間ウィンドウの間に免許不要の無線周波数スペク
トル帯域に対していくつかのＣＣＡを実行することは、時間ウィンドウの間に実行された
ＣＣＡのうちのいずれも成功しなかったと決定することを含み得る。これらの例では、送
信時間は、時間ウィンドウの終わりに発生し得る。
【００２３】
　[0023]いくつかの例では、本方法は、時間ウィンドウの間にタイミング情報を送信する
ことを含み得る。タイミング情報は、基地局の現在のフレーム、基地局の現在のサブフレ
ーム、または現在のシンボルからなるグループのうちの１つのインジケーションを含み得
る。
【００２４】
　[0024]いくつかの例では、本方法は、ＣＥＴの間に免許不要の無線周波数スペクトル帯
域を通じて同期信号を送信することを含み得る。いくつかの例では、本方法は、同期信号
が送信されるサブフレームに関するダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を送信することを含
み得る。ＤＣＩは、サブフレームにおいて同期信号を送信するために使用される少なくと
も１つのリソースをシグナリングし得る。
【００２５】
　[0025]いくつかの例では、本方法は、周期固定サブフレームロケーションの間に、機会
主義的に免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて同期信号を送信することを含み得
る。いくつかの例では、時間ウィンドウは、ＣＣＡに従った送信とは異なる、免許不要の
無線周波数スペクトル帯域のサブキャリア周波数のセットに関連付けられ得る。いくつか
の例では、時間ウィンドウは、基地局の周期固定サブフレームロケーションと時間的に重
複し得る。
【００２６】
　[0026]本方法のいくつかの例では、時間ウィンドウは、基地局の少なくとも１つのＣＥ
Ｔに取って代わり得る。いくつかの例では、いくつかのＣＣＡは、複数のＣＣＡを含み得
る。本方法のいくつかの例では、時間ウィンドウのインジケーションは、システム情報ブ
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ロックまたはマスタ情報ブロックにおいて送信され得る。本方法のいくつかの例では、時
間ウィンドウのインジケーションは、ＲＲＣメッセージにおいて送信され得る。いくつか
の例では、方法は、時間ウィンドウの間に基地局に関するシステム情報を送信することを
含み得る。システム情報は、システム情報ブロックまたはマスタ情報ブロックにおいて送
信され得る。
【００２７】
　[0027]本方法のいくつかの例では、同期信号は、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳ、およびＣＳ
Ｉ－ＲＳからなるグループのうちの１つを含み得る。
【００２８】
　[0028]説明のための例の第６のセットでは、ワイヤレス通信のための別の装置が説明さ
れる。一例では、本装置は、同期信号の送信に関連付けられる時間ウィンドウのインジケ
ーションを送信するための手段と、時間ウィンドウの間に免許不要の無線周波数スペクト
ル帯域に対していくつかのＣＣＡを実行するための手段と、時間ウィンドウの間の送信時
間に免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて同期信号を送信するための手段と、こ
こにおいて、送信時間がＣＣＡのうちの少なくとも１つの結果に少なくとも部分的に基づ
く、を含み得る。いくつかの例では、本装置は、説明のための例の第５のセットに関して
上で説明されたワイヤレス通信のための方法の１つまたは複数の態様をインプリメントす
るための手段をさらに含み得る。
【００２９】
　[0029]説明のための例の第７のセットでは、ワイヤレス通信のための別の装置が説明さ
れる。一例では、本装置は、プロセッサと、プロセッサに結合されたメモリとを含み得る
。プロセッサは、同期信号の送信に関連付けられる時間ウィンドウのインジケーションを
送信することと、時間ウィンドウの間に免許不要の無線周波数スペクトル帯域に対してい
くつかのＣＣＡを実行することと、時間ウィンドウの間の送信時間に免許不要の無線周波
数スペクトル帯域を通じて同期信号を送信することと、ここにおいて、送信時間がＣＣＡ
のうちの少なくとも１つの結果に少なくとも部分的に基づく、を行うように構成され得る
。いくつかの例では、プロセッサはまた、説明のための例の第５のセットに関して上で説
明されたワイヤレス通信のための方法の１つまたは複数の態様をインプリメントするよう
に構成され得る。
【００３０】
　[0030]説明のための例の第８のセットでは、ワイヤレス通信のためのプロセッサによっ
て実行可能な命令を記憶するための別の非一時的コンピュータ可読媒体が説明される。一
例では、コンピュータ可読媒体は、同期信号の送信に関連付けられる時間ウィンドウのイ
ンジケーションを送信するための命令と、時間ウィンドウの間に免許不要の無線周波数ス
ペクトル帯域に対していくつかのＣＣＡを実行するための命令と、時間ウィンドウの間の
送信時間に免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて同期信号を送信するための命令
と、ここにおいて、送信時間がＣＣＡのうちの少なくとも１つの結果に少なくとも部分的
に基づく、を含み得る。いくつかの例では、コンピュータ可読媒体はまた、説明のための
例の第５のセットに関して上で説明されたワイヤレス通信のための方法の１つまたは複数
の態様をインプリメントするための命令を含み得る。
【００３１】
　[0031]説明のための例の第９のセットでは、ワイヤレス通信のための別の方法が説明さ
れる。一例では、本方法は、ＵＥにおいて、基地局から同期信号の送信を受信するために
、免許不要の無線周波数スペクトル帯域をモニタすることと、基地局から同期信号を受信
することとを含み得る。
【００３２】
　[0032]本方法のいくつかの例では、同期信号を受信することは、タイミング情報ととも
に同期信号を受信することを含み得る。タイミング情報は、基地局の現在のフレームおよ
び基地局の現在のサブフレームのインジケーションを含み得る。本方法のいくつかの例で
は、タイミング情報は、基地局の現在のフレーム、基地局の現在のサブフレーム、および
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現在のシンボルのインジケーションを含み得る。
【００３３】
　[0033]いくつかの例では、本方法は、タイミング情報に少なくとも部分的に基づいて、
ＵＥを基地局と同期させることを含み得る。いくつかの例では、本方法は、同期信号とと
もに基地局に関するシステム情報を受信することを含み得る。システム情報は、システム
情報ブロックまたはマスタ情報ブロックにおいて受信され得る。
【００３４】
　[0034]いくつかの例では、本方法は、同期信号に対して無線リソース管理測定を実行す
ることを含み得る。本方法のいくつかの例では、同期信号は、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳ、
およびＣＳＩ－ＲＳからなるグループのうちの１つを含み得る。
【００３５】
　[0035]説明のための例の第１０のセットでは、ワイヤレス通信のための装置が説明され
る。一例では、本装置は、ＵＥにおいて、基地局から同期信号の送信を受信するために、
免許不要の無線周波数スペクトル帯域をモニタするための手段と、基地局から同期信号を
受信するための手段とを含み得る。いくつかの例では、本装置は、説明のための例の第９
のセットに関して上で説明されたワイヤレス通信のための方法の１つまたは複数の態様を
インプリメントするための手段をさらに含み得る。
【００３６】
　[0036]説明のための例の第１１のセットでは、ワイヤレス通信のための装置が説明され
る。一例では、本装置は、プロセッサと、プロセッサに結合されたメモリとを含み得る。
プロセッサは、ＵＥにおいて、基地局から同期信号の送信を受信するために、免許不要の
無線周波数スペクトル帯域をモニタすることと、基地局から同期信号を受信することとを
行うように構成され得る。いくつかの例では、プロセッサはまた、説明のための例の第９
のセットに関して上で説明されたワイヤレス通信のための方法の１つまたは複数の態様を
インプリメントするように構成され得る。
【００３７】
　[0037]説明のための例の第１２のセットでは、ワイヤレス通信のためのプロセッサによ
って実行可能な命令を記憶するための非一時的コンピュータ可読媒体が説明される。コン
ピュータ可読媒体は、ＵＥにおいて、免許不要の無線周波数スペクトル帯域をモニタする
ための命令と、基地局から同期信号の送信を受信するための命令と、基地局からタイミン
グ情報とともに同期信号を受信するための命令とを含み得る。いくつかの例では、コンピ
ュータ可読媒体はまた、説明のための例の第９のセットに関して上で説明されたワイヤレ
ス通信のための方法の１つまたは複数の態様をインプリメントするための命令を含み得る
。
【００３８】
　[0038]説明のための例の第１３のセットでは、ワイヤレス通信のための別の方法が説明
される。一例では、本方法は、基地局において、免許不要の無線周波数スペクトル帯域に
対していくつかのＣＣＡを実行することと、ＣＣＡのうちの少なくとも１つの結果に少な
くとも部分的に基づく送信時間に、免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて同期信
号を送信することとを含み得る。
【００３９】
　[0039]本方法のいくつかの例では、同期信号を送信することは、タイミング情報ととも
に同期信号を送信することを含み得る。タイミング情報は、基地局の現在のフレームおよ
び基地局の現在のサブフレームのインジケーションを含み得る。本方法のいくつかの例で
は、タイミング情報は、基地局の現在のフレーム、基地局の現在のサブフレーム、および
現在のシンボルのインジケーションを含み得る。
【００４０】
　[0040]本方法のいくつかの例では、免許不要の無線周波数スペクトル帯域に対していく
つかのＣＣＡを実行することは、ＣＣＡのうちの最初の成功したものを識別することを含
み得る。これらの例では、送信時間は、ＣＣＡのうちの最初の成功したものに後続し得る
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。
【００４１】
　[0041]本方法のいくつかの例では、免許不要の無線周波数スペクトル帯域に対していく
つかのＣＣＡを実行することは、ＣＣＡのうちのいずれも成功しなかったと決定すること
を含み得る。これらの例では、送信時間は、いくつかのＣＣＡのうちの最後の不成功のも
のの実行に後続し得る。
【００４２】
　[0042]本方法のいくつかの例では、いくつかのＣＣＡは、複数のＣＣＡを含み得る。い
くつかの例では、本方法は、同期信号とともに基地局に関するシステム情報を送信するこ
とを含み得る。システム情報は、システム情報ブロックまたはマスタ情報ブロックにおい
て送信され得る。本方法のいくつかの例では、同期信号は、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳ、お
よびＣＳＩ－ＲＳからなるグループのうちの１つを備える。
【００４３】
　[0043]説明のための例の第１４のセットでは、ワイヤレス通信のための装置が説明され
る。一例では、本装置は、基地局において、免許不要の無線周波数スペクトル帯域に対し
ていくつかのＣＣＡを実行するための手段と、ＣＣＡのうちの少なくとも１つの結果に少
なくとも部分的に基づく送信時間に、免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて同期
信号を送信するための手段とを含み得る。いくつかの例では、本装置は、説明のための例
の第１３のセットに関して上で説明されたワイヤレス通信のための方法の１つまたは複数
の態様をインプリメントするための手段をさらに含み得る。
【００４４】
　[0044]説明のための例の第１５のセットでは、ワイヤレス通信のための装置が説明され
る。一例では、本装置は、プロセッサと、プロセッサに結合されたメモリとを含み得る。
プロセッサは、基地局において、免許不要の無線周波数スペクトル帯域に対していくつか
のＣＣＡを実行することと、ＣＣＡのうちの少なくとも１つの結果に少なくとも部分的に
基づく送信時間に、免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて同期信号を送信するこ
ととを行うように構成され得る。いくつかの例では、プロセッサはまた、説明のための例
の第１３のセットに関して上で説明されたワイヤレス通信のための方法の１つまたは複数
の態様をインプリメントするように構成され得る。
【００４５】
　[0045]説明のための例の第１６のセットでは、ワイヤレス通信のためのプロセッサによ
って実行可能な命令を記憶するための非一時的コンピュータ可読媒体が説明される。コン
ピュータ可読媒体は、基地局において、免許不要の無線周波数スペクトル帯域に対してい
くつかのＣＣＡを実行するための命令と、ＣＣＡのうちの少なくとも１つの結果に少なく
とも部分的に基づく送信時間に、免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて同期信号
を送信するための命令とを含み得る。いくつかの例では、コンピュータ可読媒体はまた、
説明のための例の第１３のセットに関して上で説明されたワイヤレス通信のための方法の
１つまたは複数の態様をインプリメントするための命令を含み得る。
【００４６】
　[0046]上では、以下の発明を実施するための形態がより良く理解され得るように、本開
示による例の特徴および技術的利点をやや広く概説した。追加の特徴および利点が以下で
説明される。開示される概念および具体例は、本開示の同じ目的を実行するための他の構
造を変更または設計するための基礎として容易に利用され得る。そのような等価な構成は
、添付の特許請求の範囲から逸脱しない。本明細書で開示される概念の特徴、それらの構
成と動作の方法の両方は、関連する利点と一緒に、添付の図にとともに考慮されると、以
下の説明からより良く理解されよう。図の各々は、例示および説明のために提供されるも
のであり、特許請求の範囲の限定の定義として提供されるものではない。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
　[0047]本開示の性質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照して実現され得る
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。添付の図では、同様の構成要素または特徴は、同じ参照ラベルを有し得る。さらに、同
じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、同様の構成要素の間で区
別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。本明細書で第１の参照ラベル
が使用される場合、説明は、第２の参照ラベルにかかわらず、同じ第１の参照ラベルを有
する同様の構成要素のいずれにも適用可能である。
【図１】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムの例を示す図。
【図２】本開示の様々な態様による、免許不要の無線周波数スペクトル帯域を使用する様
々な状況の下でロングタームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標））／ＬＴＥアドバン
スト（ＬＴＥ－Ａ）が展開され得るワイヤレス通信システムを示す図。
【図３】本開示の様々な態様による、免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じたワイ
ヤレス通信の例を示す図。
【図４】本開示の様々な態様による、免許不要の無線周波数スペクトル帯域へのアクセス
を争うときに送信装置によって実行されるクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）プロシ
ージャの例を示す図。
【図５】本開示の様々な態様による、免許不要の無線周波数スペクトル帯域へのアクセス
を争うときに送信装置によって実行される拡張ＣＣＡ（ＥＣＣＡ）プロシージャの例を示
す図。
【図６】本開示の様々な態様による、免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じた基地
局によって行われる送信の例を示す図。
【図７】本開示の様々な態様による、免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じた基地
局によって行われる送信の例を示す図。
【図８】本開示の様々な態様による、免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じた基地
局によって行われる送信の例を示す図。
【図９】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装置のブロ
ック図。
【図１０】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装置のブ
ロック図。
【図１１】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装置のブ
ロック図。
【図１２】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装置のブ
ロック図。
【図１３】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装置のブ
ロック図。
【図１４】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装置のブ
ロック図。
【図１５】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するためのユーザ機
器（ＵＥ）のブロック図。
【図１６】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための基地局（
たとえば、ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）の一部またはすべてを形成する基地局）のブロック図
。
【図１７】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の例を示すフローチ
ャート。
【図１８】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の例を示すフローチ
ャート。
【図１９】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の例を示すフローチ
ャート。
【図２０】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の例を示すフローチ
ャート。
【図２１】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の例を示すフローチ
ャート。
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【図２２】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の例を示すフローチ
ャート。
【発明を実施するための形態】
【００４８】
　[0070]ワイヤレス通信システムを通じた通信の少なくとも一部分に免許不要の無線周波
数スペクトル帯域が使用される技法が説明される。いくつかの例では、免許不要の無線周
波数スペクトル帯域は、セルラーネットワークの基地局およびユーザ機器（ＵＥ）によっ
てロングタームエボリューション（ＬＴＥ）通信および／またはＬＴＥアドバンスト（Ｌ
ＴＥ－Ａ）通信に、ならびにＷｉ－Ｆｉ（登録商標）ネットワークのＷｉ－Ｆｉアクセス
ポイントおよびＷｉ－Ｆｉ局によってＷｉ－Ｆｉ通信に使用され得る。免許不要の無線周
波数スペクトル帯域は、セルラーネットワークによって免許要の無線周波数スペクトル帯
域と組み合わせて、または免許要の無線周波数スペクトル帯域とは無関係に使用される場
合がある。いくつかの例では、免許不要の無線周波数スペクトル帯域は、Ｗｉ－Ｆｉ用途
のような免許不要の用途に少なくとも部分的に利用可能であるので装置がアクセスを争う
必要があり得る無線周波数スペクトル帯域であり得る。
【００４９】
　[0071]免許不要の無線周波数スペクトル帯域にアクセスし、免許不要の無線周波数スペ
クトル帯域を通じて通信する前に、基地局またはＵＥは、免許不要の無線周波数スペクト
ル帯域へのアクセスを争うために、リッスンビフォートーク（ＬＢＴ）プロシージャを実
行し得る。ＬＢＴプロシージャは、免許不要の無線周波数スペクトル帯域のチャネルが利
用可能であるかどうかを決定するために、クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）プロシ
ージャを実行することを含み得る。（たとえば、別の装置が免許不要の無線周波数スペク
トル帯域のチャネルをすでに使用しているので）免許不要の無線周波数スペクトル帯域の
チャネルが利用可能ではないと決定されたとき、そのチャネルについてＣＣＡプロシージ
ャが後で再び実行され得る。
【００５０】
　[0072]いくつかの環境では、免許不要の無線周波数スペクトル帯域のＳＮＩＲが低いこ
とがあり、または他の送信装置が、基地局が免許不要の無線周波数スペクトル帯域へのア
クセスを正常に争うのを妨げることがある。これらの環境では、基地局は、１つまたは複
数の同期信号を送信することが不可能であり得る。基地局が１つまたは複数の同期信号を
送信することが不可能であるとき、ＵＥは基地局を発見もしくは確保することが不可能で
あり得、および／または基地局の接続されたＵＥは、基地局と同期しなくなり、基地局と
通信することが不可能であり得る。
【００５１】
　[0073]説明される技法は、基地局が同期的同法、非同期的方法、および／または機会主
義的方法で免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて同期信号を送信するのを可能に
し、そのことは、信頼できる方法で同期信号を送信する基地局の能力を改善することがで
きる。いくつかの例では、基地局は、時間ウィンドウのインジケーションを送信すること
ができ、時間ウィンドウの間に同期信号を非同期的に送信することができる。
【００５２】
　[0074]以下の説明は例を提供するものであり、特許請求の範囲に記載される範囲、適用
可能性、または例を限定するものではない。本開示の範囲から逸脱することなく、説明さ
れる要素の機能および構成に変更が行われ得る。様々な例は、適宜、様々なプロシージャ
または構成要素を省略、置換、または追加し得る。たとえば、説明される方法は、説明さ
れる順序とは異なる順序で実行され得、様々なステップが追加され、省略され、または組
み合わせられ得る。また、いくつかの例に関して説明される特徴は、他の例では組み合わ
せられ得る。
【００５３】
　[0075]図１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム１００の例を示す
。ワイヤレス通信システム１００は、基地局１０５と、ＵＥ１１５と、コアネットワーク
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１３０とを含み得る。コアネットワーク１３０は、ユーザ認証と、アクセス許可と、トラ
ッキングと、インターネットプロトコル（ＩＰ）接続性と、他のアクセス、ルーティング
、またはモビリティ機能とを与え得る。基地局１０５は、バックホールリンク１３２（た
とえば、Ｓ１など）を通じてコアネットワーク１３０とインターフェースし得、ＵＥ１１
５との通信のための無線構成およびスケジューリングを実行し得るか、または基地局コン
トローラ（図示されず）の制御下で動作し得る。様々な例では、基地局１０５は、ワイヤ
ードまたはワイヤレス通信リンクであり得るバックホールリンク１３４（たとえば、Ｘ１
など）を通じて互いに直接または間接的に（たとえば、コアネットワーク１３０を通じて
）通信し得る。
【００５４】
　[0076]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイヤ
レス通信し得る。基地局１０５のサイトの各々は、それぞれの地理的カバレージエリア１
１０に通信カバレージを与え得る。いくつかの例では、基地局１０５は、基地トランシー
バ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、ＮｏｄｅＢ、ｅＮｏｄｅＢ（
ｅＮＢ）、Ｈｏｍｅ　ＮｏｄｅＢ、Ｈｏｍｅ　ｅＮｏｄｅＢ、または何らかの他の好適な
用語で呼ばれることがある。基地局１０５のための地理的カバレージエリア１１０は、カ
バレージエリアの一部分を構成するセクタ（図示されず）に分割され得る。ワイヤレス通
信システム１００は、異なるタイプの基地局１０５（たとえば、マクロセル基地局および
／またはスモールセル基地局）を含み得る。異なる技術のための重複する地理的カバレー
ジエリア１１０があり得る。
【００５５】
　[0077]いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信
システム（またはネットワーク）を含み得、そのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信システムは、免
許要の無線周波数スペクトル帯域（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用可能
な免許要の無線周波数スペクトル帯域のような、特定の用途のために特定のユーザに免許
が与えられているので、装置がアクセスを争わない無線周波数スペクトル帯域）および／
または免許不要の無線周波数スペクトル帯域（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ用途のような免許不
要の用途に利用可能であるので、装置がアクセスを争う必要があり得る無線周波数スペク
トル帯域）における１つまたは複数の動作モードまたは展開をサポートし得る。他の例で
は、ワイヤレス通信システム１００は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａとは異なる１つまたは複数の
アクセス技術を使用してワイヤレス通信をサポートし得る。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信シス
テムでは、ｅｖｏｌｖｅｄ　ＮｏｄｅＢまたはｅＮＢという用語は、たとえば、基地局１
０５の複数またはグループを表すために使用され得る。
【００５６】
　[0078]ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプのｅＮＢが様々な地理的領域に
カバレージを与える、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであるか、または異種ＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａネットワークを含み得る。たとえば、各ｅＮＢまたは基地局１０５は、マク
ロセル、スモールセル、および／または他のタイプのセルに通信カバレージを与え得る。
「セル」という用語は、コンテキストに応じて、基地局、基地局に関連付けられるキャリ
アもしくはコンポーネントキャリア、またはキャリアもしくは基地局のカバレージエリア
（たとえば、セクタなど）を表すために使用され得る用語である。
【００５７】
　[0079]マクロセルは、概して、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメー
トル）をカバーし得、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制
限アクセスを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較して、マクロセルと同じ
または異なる（たとえば、免許要、免許不要などの）無線周波数スペクトル帯域において
動作し得る低電力基地局であり得る。スモールセルは、様々な例によれば、ピコセルとフ
ェムトセルとマイクロセルとを含み得る。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアをカバ
ーし得、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを
可能にし得る。フェムトセルは、比較的小さい地理的エリア（たとえば、自宅）を同じく
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カバーし得、フェムトセルとの関連を有するＵＥ（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳ
Ｇ：closed subscriber group）中のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥなど）による制
限付きアクセスを与え得る。マクロセルのためのｅＮＢは、マクロｅＮＢと呼ばれること
がある。スモールセルのためのｅＮＢは、スモールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅ
ＮＢまたはホームｅＮＢと呼ばれることがある。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば
、２つ、３つ、４つなどの）セル（たとえば、コンポーネントキャリア）をサポートし得
る。
【００５８】
　[0080]ワイヤレス通信システム１００は、同期動作または非同期動作をサポートし得る
。同期動作の場合、基地局は同様のフレームタイミングを有し得、異なる基地局からの送
信は近似的に時間的に整合され得る。非同期動作の場合、基地局は異なるフレームタイミ
ングを有し得、異なる基地局からの送信は時間的に整合されないことがある。本明細書で
説明される技法は、同期動作または非同期動作のいずれかのために使用され得る。
【００５９】
　[0081]様々な開示される例のうちのいくつかに適応し得る通信ネットワークは、階層化
プロトコルスタックに従って動作するパケットベースネットワークであり得る。ユーザプ
レーンでは、ベアラまたはパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：Pack
et Data Convergence Protocol）レイヤにおける通信はＩＰベースであり得る。無線リン
ク制御（ＲＬＣ）レイヤは、論理チャネルを通じて通信するために、パケットのセグメン
テーションとリアセンブリとを実行し得る。媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤは、優先
度処理と、トランスポートチャネルへの論理チャネルの多重化とを実行し得る。ＭＡＣレ
イヤはまた、リンク効率を改善するために、ＭＡＣレイヤにおいて再送信を行うためにハ
イブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）を使用することができる。制御プレーンでは、無線
リソース制御（ＲＲＣ）プロトコルレイヤが、ユーザプレーンデータのための無線ベアラ
をサポートする、ＵＥ１１５と基地局１０５またはコアネットワーク１３０との間のＲＲ
Ｃ接続の確立と構成と保守とを行い得る。物理（ＰＨＹ）レイヤにおいて、トランスポー
トチャネルは物理チャネルにマッピングされ得る。
【００６０】
　[0082]ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され得、各Ｕ
Ｅ１１５は固定式または移動式であり得る。ＵＥ１１５は、移動局、加入者局、モバイル
ユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス
、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局
、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザ
エージェント、モバイルクライアント、クライアント、もしくは何らかの他の好適な用語
を含むか、またはそのように当業者によって呼ばれることもある。ＵＥ１１５は、セルラ
ーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハン
ドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフ
ォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、
スモールセルｅＮＢ、リレー基地局などを含む、様々なタイプの基地局およびネットワー
ク機器と通信することが可能であり得る。
【００６１】
　[0083]ワイヤレス通信システム１００に示される通信リンク１２５は、基地局１０５か
らＵＥ１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信、および／またはＵＥ１１５から基地局１０
５へのアップリンク（ＵＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は順方向リンク送信と呼
ばれることもあり、一方、アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。
いくつかの例では、ＤＬ送信は、たとえば、基準信号および／または同期信号を含む、発
見信号の送信を含み得る。
【００６２】
　[0084]いくつかの例では、通信リンク１２５の各々は１つまたは複数のキャリアを含み
得、ここで、各キャリアは、上で説明された様々な無線技術に従って変調された複数のサ
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ブキャリア（たとえば、異なる周波数の波形信号）からなる信号であり得る。各被変調信
号は、異なるサブキャリア上で送られ得、制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネル
など）、オーバーヘッド情報、ユーザデータなどを搬送し得る。通信リンク１２５は、周
波数分割複信（ＦＤＤ）動作を使用して（たとえば、対スペクトルリソースを使用して）
、または時間分割複信（ＴＤＤ）動作を使用して（たとえば、不対スペクトルリソースを
使用して）双方向通信を送信し得る。ＦＤＤ動作のためのフレーム構造（たとえば、フレ
ーム構造タイプ１）とＴＤＤ動作のためのフレーム構造（たとえば、フレーム構造タイプ
２）とが定義され得る。
【００６３】
　[0085]各キャリアは、免許要の無線周波数スペクトル帯域または免許不要の無線周波数
スペクトル帯域を通じて与えられてよく、特定の通信モードで使用されるキャリアのセッ
トは、すべてが（たとえば、ＵＥ１１５において）免許要の無線周波数スペクトル帯域を
通じて受信されるか、すべてが（たとえば、ＵＥ１１５において）免許不要の無線周波数
スペクトル帯域を通じて受信されるか、または（たとえば、ＵＥ１１５において）免許要
の無線周波数スペクトル帯域と免許不要の無線周波数スペクトル帯域との組合せを通じて
受信され得る。
【００６４】
　[0086]ワイヤレス通信システム１００のいくつかの実施形態では、基地局１０５および
／またはＵＥ１１５は、基地局１０５とＵＥ１１５との間の通信品質と信頼性とを改善す
るために、アンテナダイバーシティ方式を採用するために複数のアンテナを含み得る。追
加または代替として、基地局１０５および／またはＵＥ１１５は、同じまたは異なるコー
ド化データを搬送する複数の空間レイヤを送信するために、マルチパス環境を利用し得る
多入力多出力（ＭＩＭＯ）技法を採用し得る。
【００６５】
　[0087]ワイヤレス通信システム１００は、複数のセルまたはキャリア上での動作、すな
わち、キャリアアグリゲーション（ＣＡ：carrier aggregation）またはマルチキャリア
動作と呼ばれることがある機能をサポートし得る。キャリアは、コンポーネントキャリア
（ＣＣ）、レイヤ、チャネルなどと呼ばれることもある。「キャリア」、「コンポーネン
トキャリア」、「セル」、および「チャネル」という用語は、本明細書では互換的に使用
されることがある。ＵＥ１１５は、キャリアアグリゲーションのために、複数のダウンリ
ンクＣＣと１つまたは複数のアップリンクＣＣとで構成され得る。キャリアアグリゲーシ
ョンは、ＦＤＤコンポーネントキャリアとＴＤＤコンポーネントキャリアの両方とともに
使用され得る。
【００６６】
　[0088]ＵＥ１１５が基地局１０５と通信し得る前に、ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信シ
ステム１００の基地局１０５またはセルを発見または確保する必要があり得る。ＵＥ１１
５が基地局１０５またはセルを発見した後、ＵＥ１１５は、基地局１０５と適切に通信し
、基地局１０５からの通信を復号するために、基地局１０５またはセルと周期的に同期す
る必要があり得る。いくつかの例では、基地局１０５は、ＵＥ１１５が基地局１０５もし
くはセルを発見し、および／または基地局１０５もしくはセルと同期するために受信し復
号し得る同期信号を送信することができる。いくつかの例では、同期信号は、プライマリ
同期信号（ＰＳＳ）、セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）、セル固有基準信号（拡張ＣＲＳ（
ｅＣＲＳ）のようなＣＲＳ）、および／またはチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ
）を含み得る。
【００６７】
　[0089]ワイヤレス通信システム１００のいくつかの例では、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａは、免
許不要の無線周波数スペクトル帯域を使用する様々な状況の下で展開され得る。展開の状
況は、免許要の無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａダウンリンク通信
が免許不要の無線周波数スペクトル帯域にオフロードされ得る補助ダウンリンクモード、
ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａダウンリンク通信とＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａアップリンク通信の両方が免
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許要の無線周波数スペクトル帯域から免許不要の無線周波数スペクトル帯域にオフロード
され得るキャリアアグリゲーションモード、ならびに／または基地局１０５とＵＥ１１５
との間のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａダウンリンク通信およびＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａアップリンク通
信が免許不要の無線周波数スペクトル帯域において行われ得るスタンドアロンモードを含
み得る。基地局１０５ならびにＵＥ１１５は、いくつかの例では、これらまたは同様の動
作モードのうちの１つまたは複数をサポートし得る。いくつかの例では、ＯＦＤＭＡ波形
は、免許要の無線周波数スペクトル帯域および／または免許不要の無線周波数スペクトル
帯域におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａダウンリンク通信のために通信リンク１２５において使
用されてよく、一方、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡ、および／またはリソースブロックイ
ンターリーブＦＤＭＡ波形は、免許要の無線周波数スペクトル帯域および／または免許不
要の無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａアップリンク通信のために通
信リンク１２５において使用されてよい。
【００６８】
　[0090]図２は、本開示の様々な態様による、免許不要の無線周波数スペクトル帯域を使
用する様々な状況の下でＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａが展開され得るワイヤレス通信システム２０
０を示す。より具体的には、図２は、免許不要の無線周波数スペクトル帯域を使用してＬ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａが展開される、補助ダウンリンクモード、キャリアアグリゲーションモ
ード、およびスタンドアロンモードの例を示す。ワイヤレス通信システム２００は、図１
を参照して説明されたワイヤレス通信システム１００の部分の例であり得る。その上、第
１の基地局２０５および第２の基地局２０５－ａは、図１を参照して説明された基地局１
０５のうちの１つまたは複数の態様の例であってよく、一方、第１のＵＥ２１５、第２の
ＵＥ２１５－ａ、第３のＵＥ２１５－ｂ、および第４のＵＥ２１５－ｃは、図１を参照し
て説明されたＵＥ１１５のうちの１つまたは複数の態様の例であってよい。
【００６９】
　[0091]ワイヤレス通信システム２００における補助ダウンリンクモードの例では、第１
の基地局２０５は、ダウンリンクチャネル２２０を使用して第１のＵＥ２１５にＯＦＤＭ
Ａ波形を送信し得る。ダウンリンクチャネル２２０は、免許不要の無線周波数スペクトル
帯域における周波数Ｆ１に関連付けられ得る。第１の基地局２０５は、第１の双方向リン
ク２２５を使用して第１のＵＥ２１５にＯＦＤＭＡ波形を送信することができ、第１の双
方向リンク２２５を使用して第１のＵＥ２１５からＳＣ－ＦＤＭＡ波形を受信することが
できる。第１の双方向リンク２２５は、免許要の無線周波数スペクトル帯域における周波
数Ｆ４に関連付けられ得る。免許不要の無線周波数スペクトル帯域におけるダウンリンク
チャネル２２０および免許要の無線周波数スペクトル帯域における第１の双方向リンク２
２５は、同時に動作し得る。ダウンリンクチャネル２２０は、第１の基地局２０５のため
にダウンリンク容量オフロードを提供し得る。いくつかの例では、ダウンリンクチャネル
２２０は、（たとえば、１つのＵＥに宛てられる）ユニキャストサービスのために、また
は（たとえば、いくつかのＵＥに宛てられる）マルチキャストサービスのために使用され
得る。この状況は、免許要の無線周波数スペクトル帯域を使用し、トラフィックおよび／
またはシグナリングの混雑の一部を緩和する必要がある、任意のサービスプロバイダ（た
とえば、モバイルネットワーク事業者（ＭＮＯ））に対して生じ得る。
【００７０】
　[0092]ワイヤレス通信システム２００におけるキャリアアグリゲーションモードの一例
では、第１の基地局２０５は、第２の双方向リンク２３０を使用して第２のＵＥ２１５－
ａにＯＦＤＭＡ波形を送信することができ、第２の双方向リンク２３０を使用して第２の
ＵＥ２１５－ａからＯＦＤＭＡ波形、ＳＣ－ＦＤＭＡ波形、および／またはリソースブロ
ックインターリーブＦＤＭＡ波形を受信することができる。第２の双方向リンク２３０は
、免許不要の無線周波数スペクトル帯域における周波数Ｆ１に関連付けられ得る。第１の
基地局２０５はまた、第３の双方向リンク２３５を使用して第２のＵＥ２１５－ａにＯＦ
ＤＭＡ波形を送信することができ、第３の双方向リンク２３５を使用して第２のＵＥ２１
５－ａからＳＣ－ＦＤＭＡ波形を受信することができる。第３の双方向リンク２３５は、
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免許要の無線周波数スペクトル帯域における周波数Ｆ２に関連付けられ得る。第２の双方
向リンク２３０は、第１の基地局２０５のためにダウンリンクおよびアップリンクの容量
オフロードを提供し得る。上で説明された補助ダウンリンクモードのように、この状況は
、免許要の無線周波数スペクトル帯域を使用し、トラフィックおよび／またはシグナリン
グの混雑の一部を緩和する必要がある、任意のサービスプロバイダ（たとえば、ＭＮＯ）
に対して生じ得る。
【００７１】
　[0093]ワイヤレス通信システム２００におけるキャリアアグリゲーションモードの別の
例では、第１の基地局２０５は、第４の双方向リンク２４０を使用して第３のＵＥ２１５
－ｂにＯＦＤＭＡ波形を送信することができ、第４の双方向リンク２４０を使用して第３
のＵＥ２１５－ｂからＯＦＤＭＡ波形、ＳＣ－ＦＤＭＡ波形、および／またはリソースブ
ロックインターリーブ波形を受信することができる。第４の双方向リンク２４０は、免許
不要の無線周波数スペクトル帯域における周波数Ｆ３に関連付けられ得る。第１の基地局
２０５はまた、第５の双方向リンク２４５を使用して第３のＵＥ２１５－ｂにＯＦＤＭＡ
波形を送信することができ、第５の双方向リンク２４５を使用して第３のＵＥ２１５－ｂ
からＳＣ－ＦＤＭＡ波形を受信することができる。第５の双方向リンク２４５は、免許要
の無線周波数スペクトル帯域における周波数Ｆ２に関連付けられ得る。第４の双方向リン
ク２４０は、第１の基地局２０５のためにダウンリンクおよびアップリンクの容量オフロ
ードを提供し得る。この例および上で与えられた例は説明の目的で提示され、容量オフロ
ードのために、免許要の無線周波数スペクトル帯域におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａを組み合
わせ、免許不要の無線周波数スペクトル帯域を使用する他の同様の動作モードまたは展開
状況があり得る。
【００７２】
　[0094]上で説明されたように、免許不要の無線周波数スペクトル帯域においてＬＴＥ／
ＬＴＥ－Ａを使用することによって提供される容量オフロードから利益を得ることがある
１つのタイプのサービスプロバイダは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ免許要の無線周波数スペクト
ル帯域へのアクセス権を有する従来のＭＮＯである。これらのサービスプロバイダの場合
、運用上の例としては、免許要の無線周波数スペクトル帯域上のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａプラ
イマリコンポーネントキャリア（ＰＣＣ）と免許不要の無線周波数スペクトル帯域上の少
なくとも１つのセカンダリコンポーネントキャリア（ＳＣＣ）とを使用するブートストラ
ップモード（たとえば、補助ダウンリンク、キャリアアグリゲーション）があり得る。
【００７３】
　[0095]キャリアアグリゲーションモードでは、データおよび制御は、たとえば、（たと
えば、第１の双方向リンク２２５と、第３の双方向リンク２３５と、第５の双方向リンク
２４５とを介して）免許要の無線周波数スペクトル帯域において通信され得、データは、
たとえば、（たとえば、第２の双方向リンク２３０と第４の双方向リンク２４０とを介し
て）免許不要の無線周波数スペクトル帯域において通信され得る。免許不要の無線周波数
スペクトル帯域を使用するときにサポートされるキャリアアグリゲーション機構は、ハイ
ブリッド周波数分割複信－時分割複信（ＦＤＤ－ＴＤＤ）キャリアアグリゲーション、ま
たはコンポーネントキャリアにわたって異なる対称性を伴うＴＤＤ－ＴＤＤキャリアアグ
リゲーションの範疇に入り得る。
【００７４】
　[0096]ワイヤレス通信システム２００におけるスタンドアロンモードの一例では、第２
の基地局２０５－ａは、双方向リンク２５０を使用して第４のＵＥ２１５－ｃにＯＦＤＭ
Ａ波形を送信することができ、双方向リンク２５０を使用して第４のＵＥ２１５－ｃから
ＯＦＤＭＡ波形、ＳＣ－ＦＤＭＡ波形、および／またはリソースブロックインターリーブ
ＦＤＭＡ波形を受信することができる。双方向リンク２５０は、免許不要の無線周波数ス
ペクトル帯域における周波数Ｆ３に関連付けられ得る。スタンドアロンモードは、スタジ
アム内アクセス（たとえば、ユニキャスト、マルチキャスト）のような、非従来型のワイ
ヤレスアクセスの状況において使用され得る。この動作モードのためのサービスプロバイ
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ダのタイプの例は、免許要の無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを有しないスタジア
ム所有者、ケーブル会社、イベント主催者、ホテル、企業、または大企業であり得る。
【００７５】
　[0097]いくつかの例では、図１および／もしくは図２を参照して説明された基地局１０
５、２０５、および／もしくは２０５－ａのうちの１つ、ならびに／または図１および／
もしくは図２を参照して説明されたＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、およ
び／もしくは２１５－ｃのうちの１つのような送信装置は、免許不要の無線周波数スペク
トル帯域のチャネルに（たとえば、免許不要の無線周波数スペクトル帯域の物理チャネル
に）アクセスするためにゲーティング間隔を使用し得る。いくつかの例では、ゲーティン
グ間隔は周期的であり得る。たとえば、周期的ゲーティング間隔は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
無線間隔の少なくとも１つの境界と同期され得る。ゲーティング間隔は、欧州電気通信標
準化機構（ＥＴＳＩ）（ＥＮ３０１　８９３）において指定されているＬＢＴプロトコル
に基づくＬＢＴプロトコルのような、コンテンションベースのプロトコルの適用を定義し
得る。ＬＢＴプロトコルの適用を定義するゲーティング間隔を使用するとき、ゲーティン
グ間隔は、送信装置がクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）プロシージャのようなコン
テンションプロシージャ（たとえば、ＬＢＴプロシージャ）を実行する必要があるときを
示し得る。ＣＣＡプロシージャの結果は、免許不要の無線周波数スペクトル帯域のチャネ
ルが（ＬＢＴ無線フレームとも呼ばれる）ゲーティング間隔のために利用可能であるか使
用中であるかを送信装置に示し得る。対応するＬＢＴ無線フレームのためにチャネルが利
用可能である（たとえば、使用のために「空いている」）ことをＣＣＡプロシージャが示
すとき、送信装置は、ＬＢＴ無線フレームの一部またはすべての間に免許不要の無線周波
数スペクトル帯域のチャネルを予約および／または使用し得る。チャネルが利用可能では
ないこと（たとえば、チャネルが別の送信装置によって使用中であるか、または予約され
ていること）をＣＣＡプロシージャが示すとき、送信装置は、ＬＢＴ無線フレームの間に
チャネルを使用するのを妨げられ得る。
【００７６】
　[0098]図３は、本開示の様々な態様による、免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通
じたワイヤレス通信３１０の例３００を示す。いくつかの例では、ＬＢＴ無線フレーム３
１５は、１０ミリ秒の持続時間を有し得、いくつかのダウンリンク（Ｄ）サブフレーム３
２０と、いくつかのアップリンク（Ｕ）サブフレーム３２５と、２つのタイプの特殊サブ
フレーム、Ｓサブフレーム３３０およびＳ’サブフレーム３３５とを含み得る。Ｓサブフ
レーム３３０は、ダウンリンク（Ｄ）サブフレーム３２０とアップリンク（Ｕ）サブフレ
ーム３２５との間の遷移を提供することができ、一方、Ｓ’サブフレーム３３５は、アッ
プリンク（Ｕ）サブフレーム３２５とダウンリンク（Ｄ）サブフレーム３２０との間の遷
移を提供することができる。
【００７７】
　[0099]Ｓ’サブフレーム３３５の間に、図１および／または図２を参照して説明された
基地局１０５、２０５、および／または２０５－ａのうちの１つまたは複数のような、１
つまたは複数の基地局によって、ワイヤレス通信３１０が生じる免許不要の無線周波数ス
ペクトル帯域のチャネルをある時間期間の間予約するために、ダウンリンククリアチャネ
ルアセスメント（ＤＣＣＡ）プロシージャ３４５が実行され得る。基地局による成功した
ＤＣＣＡプロシージャ３４５に続いて、基地局は、基地局がチャネルを予約したというイ
ンジケーションを他の基地局および／または装置（たとえば、ＵＥ、Ｗｉ－Ｆｉアクセス
ポイントなど）に提供するために、チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）（たとえば、
ダウンリンクＣＵＢＳ（Ｄ－ＣＵＢＳ３５０））を送信し得る。いくつかの例では、Ｄ－
ＣＵＢＳ３５０は、複数のインターリーブされたリソースブロックを使用して送信され得
る。この方式でＤ－ＣＵＢＳ３５０を送信することで、Ｄ－ＣＵＢＳ３５０は、免許不要
の無線周波数スペクトル帯域の利用可能な周波数帯域幅の少なくともある割合を占有し、
１つまたは複数の規制上の要件（たとえば、免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じ
た送信が利用可能な周波数帯域幅の少なくとも８０％を占有するという要件）を満たすこ
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とが可能になり得る。Ｄ－ＣＵＢＳ３５０は、いくつかの例では、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ　
ＣＲＳおよび／またはチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）の形態と同様の形態を
とり得る。ＤＣＣＡプロシージャ３４５が失敗したとき、Ｄ－ＣＵＢＳ３５０は送信され
なくてよい。
【００７８】
　[0100]Ｓ’サブフレーム３３５は、複数のＯＦＤＭシンボル期間（たとえば、１４個の
ＯＦＤＭシンボル期間）を含み得る。Ｓ’サブフレーム３３５の第１の部分は、いくつか
のＵＥによって短縮アップリンク（Ｕ）期間として使用され得る。Ｓ’サブフレーム３３
５の第２の部分は、ＤＣＣＡプロシージャ３４５のために使用され得る。Ｓ’サブフレー
ム３３５の第３の部分は、免許不要の無線周波数スペクトル帯域のチャネルへのアクセス
を正常に争う１つまたは複数の基地局によって、Ｄ－ＣＵＢＳ３５０を送信するために使
用され得る。
【００７９】
　[0101]Ｓサブフレーム３３０の間に、図１および／または図２を参照して上で説明され
たＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、および／または２１５－ｃのうちの１
つまたは複数のような、１つまたは複数のＵＥによって、ワイヤレス通信３１０が生じる
チャネルをある時間期間の間予約するために、アップリンクＣＣＡ（ＵＣＣＡ）プロシー
ジャ３６５が実行され得る。ＵＥによる成功したＵＣＣＡプロシージャ３６５に続いて、
ＵＥは、ＵＥがチャネルを予約したというインジケーションを他のＵＥおよび／または装
置（たとえば、基地局、Ｗｉ－Ｆｉアクセスポイントなど）に提供するために、アップリ
ンクＣＵＢＳ（Ｕ－ＣＵＢＳ３７０）を送信し得る。いくつかの例では、Ｕ－ＣＵＢＳ３
７０は、複数のインターリーブされたリソースブロックを使用して送信され得る。この方
式でＵ－ＣＵＢＳ３７０を送信することで、ＣＵＢＳ３７０は、免許不要の無線周波数ス
ペクトル帯域の利用可能な周波数帯域幅の少なくともある割合を占有し、１つまたは複数
の規制上の要件（たとえば、免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じた通信が利用可
能な周波数帯域幅の少なくとも８０％を占有するという要件）を満たすことが可能になり
得る。Ｕ－ＣＵＢＳ３７０は、いくつかの例では、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ　ＣＲＳおよび／
またはＣＳＩ－ＲＳの形態と同様の形態をとり得る。ＵＣＣＡプロシージャ３６５が失敗
したとき、Ｕ－ＣＵＢＳ３７０は送信されなくてよい。
【００８０】
　[0102]Ｓサブフレーム３３０は、複数のＯＦＤＭシンボル期間（たとえば、１４個のＯ
ＦＤＭシンボル期間）を含み得る。Ｓサブフレーム３３０の第１の部分は、いくつかの基
地局によって短縮ダウンリンク（Ｄ）期間３５５として使用され得る。Ｓサブフレーム３
３０の第２の部分は、ガード期間（ＧＰ）３６０として使用され得る。Ｓサブフレーム３
３０の第３の部分は、ＵＣＣＡプロシージャ３６５のために使用され得る。Ｓサブフレー
ム３３０の第４の部分は、免許不要の無線周波数スペクトル帯域のチャネルへのアクセス
を正常に争う１つまたは複数のＵＥによって、アップリンクパイロットタイムスロット（
ＵｐＰＴＳ）として、および／またはＵ－ＣＵＢＳ３７０を送信するために使用され得る
。
【００８１】
　[0103]いくつかの例では、ＤＣＣＡプロシージャ３４５および／またはＵＣＣＡプロシ
ージャ３６５は、単一のＣＣＡプロシージャの実行を含み得る。他の例では、ＤＣＣＡプ
ロシージャ３４５および／またはＵＣＣＡプロシージャ３６５は、拡張ＣＣＡプロシージ
ャの実行を含み得る。拡張ＣＣＡプロシージャは、ランダムな数のＣＣＡプロシージャを
含むことができ、いくつかの例では、複数のＣＣＡプロシージャを含むことができる。
【００８２】
　[0104]図４は、本開示の様々な態様による、免許不要の無線周波数スペクトル帯域への
アクセスを争うときに送信装置によって実行されるＣＣＡプロシージャ４１５の例４００
を示す。いくつかの例では、ＣＣＡプロシージャ４１５は、図３を参照して説明されたＤ
ＣＣＡプロシージャ３４５またはＵＣＣＡプロシージャ３６５の例であり得る。ＣＣＡプ
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ロシージャ４１５は、固定持続時間を有し得る。いくつかの例では、ＣＣＡプロシージャ
４１５は、ＬＢＴフレームベースの機器（ＬＢＴ－ＦＢＥ：LBT-frame based equipment
）プロトコル（たとえば、ＥＮ　３０１　８９３によって説明されるＬＢＴ－ＦＢＥプロ
トコル）に従って実行され得る。ＣＣＡプロシージャ４１５に続いて、ＣＵＢＳ４２０が
送信され得、その後にデータ送信（たとえば、アップリンク送信またはダウンリンク送信
）が続き得る。例として、データ送信は、３つのサブフレームの意図された持続時間４０
５と３つのサブフレームの実際の持続時間４１０とを有し得る。
【００８３】
　[0105]図５は、本開示の様々な態様による、免許不要の無線周波数スペクトル帯域への
アクセスを争うときに送信装置によって実行される拡張ＣＣＡ（ＥＣＣＡ）プロシージャ
５１５の例５００を示す。いくつかの例では、ＥＣＣＡプロシージャ５１５は、図３を参
照して説明されたＤＣＣＡプロシージャ３４５またはＵＣＣＡプロシージャ３６５の例で
あり得る。ＥＣＣＡプロシージャ５１５は、ランダムな数のＣＣＡプロシージャを含むこ
とができ、いくつかの例では、複数のＣＣＡプロシージャを含むことができる。したがっ
て、ＥＣＣＡプロシージャ５１５は変動持続時間を有し得る。いくつかの例では、ＥＣＣ
Ａプロシージャ５１５は、ＬＢＴ負荷ベースの機器（ＬＢＴ－ＬＢＥ：LBT-load based e
quipment）プロトコル（たとえば、ＥＮ　３０１　８９３によって説明されるＬＢＴ－Ｌ
ＢＥプロトコル）に従って実行され得る。ＥＣＣＡプロシージャ５１５は、免許不要の無
線周波数スペクトル帯域にアクセスするためのコンテンションに勝つより高い可能性をも
たらし得るが、データ送信が短くなる潜在的代償を伴い得る。ＥＣＣＡプロシージャ５１
５に続いて、ＣＵＢＳ５２０が送信され得、その後にデータ送信が続き得る。例として、
データ送信は、４つのサブフレームの意図された持続時間５０５と２つのサブフレームの
実際の持続時間５１０とを有し得る。
【００８４】
　[0106]いくつかの例では、ＣＣＡプロシージャを最初に実行することなく（たとえば、
図３を参照して説明されたＤＣＣＡプロシージャ３４５および／またはＵＣＣＡプロシー
ジャ３６５を最初に実行することなく）免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じたワ
イヤレス通信が行われ得る。ＣＣＡプロシージャを最初に実行することなく免許不要の無
線周波数スペクトル帯域を通じて行われるワイヤレス通信は、ＣＣＡ免除送信（ＣＥＴ）
と呼ばれ得る。免許不要の無線周波数スペクトル帯域でのコンテンションを最小化するた
めに、ＣＥＴ期間に従ってＣＥＴが送信され得、このＣＥＴ期間は、ＬＢＴ無線フレーム
の持続時間よりも長い、またいくつかの例では、はるかに長い持続時間を有し得る。たと
えば、１０ミリ秒（１０ｍｓ）の持続時間を有するＬＢＴ無線フレームに対して、８０ミ
リ秒（８０ｍｓ）の持続時間を有するＣＥＴ期間に従ってＣＥＴが送信され得る。いくつ
かの例では、ＣＥＴ期間は、構成可能な周期性を有し得る。いくつかの例では、ＣＥＴは
、ＬＢＴ無線フレームの持続時間以下の持続時間を有し得る。
【００８５】
　[0107]いくつかの例では、図１および／または図２を参照して説明された基地局１０５
、２０５、および／または２０５－ａのうちの１つのような基地局は、免許要の無線周波
数スペクトル帯域への保証されたアクセスを有し得、規則的、周期的に（たとえば、図３
を参照して説明されたＬＢＴ無線フレーム３１５のようなＬＢＴ無線フレームの間に）免
許要の無線周波数スペクトル帯域を通じて同期信号を送信し得る。だが、いくつかの基地
局１０５は、免許要の無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを有しないことがあり、お
よび／またはいくつかのＵＥ１１５は、免許要の無線周波数スペクトル帯域へのアクセス
を有しない（もしくは免許要の無線周波数スペクトル帯域を通じて通信することが可能で
はない）ことがある。これらの後者の例では、基地局１０５は、免許不要の無線周波数ス
ペクトル帯域へのアクセスを有し得る。ただし、基地局１０５は、免許不要の無線周波数
スペクトル帯域へのアクセスを争うように構成されることがあり、基地局による免許不要
の無線周波数スペクトル帯域を通じた同期信号の送信は、（たとえば、基地局１０５が免
許不要の無線周波数スペクトル帯域へのアクセスを正常に争うことが不可能であるフレー
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ムおよび／または期間に起因して）不規則的および／またはより低い頻度であり得る。本
明細書では、時間ウィンドウ内に、免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて同期信
号を送信および受信するための技法について説明する。
【００８６】
　[0108]図６は、本開示の様々な態様による、免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通
じた基地局によって行われる送信の例６００を示す。いくつかの例では、送信を行う基地
局は、図１および／または図２を参照して説明された基地局１０５、２０５、および／ま
たは２０５－ａのうちの１つまたは複数の態様の例であり得る。
【００８７】
　[0109]例として、図６は、３つの隣接する送信（Ｔｘ）期間における、基地局によって
行われる送信を示す。３つの隣接する送信期間は、第１の送信期間６０５と、第２の送信
期間６１０と、第３の送信期間６１５とを含む。Ｔｘ期間の間に行われる送信は、ＣＥＴ
またはＬＢＴに従った送信であり得る。
【００８８】
　[0110]基地局によって行われる送信は、基地局のダウンリンクＣＥＴ（ＤＣＥＴ６２０
）の間に行われる同期送信と、（たとえば、成功したＤＣＣＡ６２５に後続する）周期固
定サブフレームロケーションの間に行われる同期送信と、時間ウィンドウ６３０の間に行
われる非同期送信とを含み得る。ＤＣＥＴ６２０の各々は、図５を参照して説明されたＣ
ＥＴのうちの１つの例であり得る。
【００８９】
　[0111]時間ウィンドウ６３０は、第１のＴｘ期間６０５、第２のＴｘ期間６１０、およ
び第３のＴｘ期間６１５の各々において、Ｎ個のＴｘ期間（ここで、Ｎ＞１）ごとに１回
、または動的に１つもしくは複数のＴｘ期間において提供され得る。図６は、Ｎ個のＴｘ
期間ごとに発生し、第３のＴｘ期間６１５に入る時間ウィンドウ６３０を示す。いくつか
の例では、時間ウィンドウ６３０の複数のインスタンスが、１つまたは複数のＴｘ期間の
各々において提供され得る。時間ウィンドウ６３０の長さまたは持続時間は、図示された
ものよりも短いこと、または長いことがある。いくつかの例では、時間ウィンドウ６３０
は、少なくとも１つの周期固定サブフレームロケーション（たとえば、ＤＣＣＡ６２５に
後続する少なくとも１つのサブフレーム）と時間的に重複し得る。いくつかの例では、時
間ウィンドウ６３０は、ＤＣＥＴ６２０、ＤＣＣＡ６２５、またはＤＣＣＡ６２５に後続
する周期固定サブフレームに含まれるサブキャリア周波数のセットとは異なる、免許不要
の無線周波数スペクトル帯域のサブキャリア周波数のセットに関連付けられ得る。
【００９０】
　[0112]いくつかの例では、時間ウィンドウ６３０のインジケーション（たとえば、時間
ウィンドウ６３０が始まるとき（たとえば、サブフレーム番号および／もしくはＯＦＤＭ
シンボル期間番号）および／もしくは終了するときのインジケーション、時間ウィンドウ
６３０の持続時間のインジケーション、ならびに／または時間ウィンドウ６３０に含まれ
る周波数サブキャリアのインジケーション）が基地局によって送信され得る。時間ウィン
ドウ６３０のインジケーションは、いくつかの例では、システム情報ブロック（ＳＩＢ）
、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ）の間に、および／または時間ウィンドウ６３０の中もし
くは外で送信され得る。いくつかの例では、時間ウィンドウ６３０のインジケーションは
、ＲＲＣメッセージにおいて送信され得る。
【００９１】
　[0113]いくつかの例では、同期信号が基地局によって、ＤＣＥＴ６２０のうちの１つも
しくは複数の間に、（たとえば、１つもしくは複数の成功したＤＣＣＡ６２５に後続する
）１つもしくは複数の周期固定サブフレームロケーションの間に、および／または時間ウ
ィンドウ６３０の間に送信され得る。ＤＣＥＴ６２０の間または周期固定サブフレームの
間の同期信号の送信は同期送信と考えられ得、一方、時間ウィンドウ６３０の間の同期信
号の送信は非同期送信と考えられ得る。周期固定サブフレームロケーションの間のＣＣＡ
に従った同期信号の送信はまた、周期固定サブフレームロケーションに先行するＤＣＣＡ
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６２５の成功した実行に依存し得るので、機会主義的送信と考えられ得る。いくつかの例
では、送信される同期信号は、セル発見、同期、および／または他の目的のために使用さ
れ得る。いくつかの例では、送信される同期信号は、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳ（たとえば
、ｅＣＲＳ）、および／またはＣＳＩ－ＲＳを含み得る。
【００９２】
　[0114]同期信号が時間ウィンドウ６３０の間に送信されるとき、同期信号は、時間ウィ
ンドウ６３０の間に実行された１つまたは複数の成功したＤＣＣＡに後続する送信時間に
送信され得る。時間ウィンドウ６３０の間に実行されるＤＣＣＡは、ＤＣＣＡ６２５とは
異なり得る。いくつかの例では、いくつかのＤＣＣＡが時間ウィンドウ６３０の間に実行
され得、ＤＣＣＡのうちの最初の成功したものに後続する送信時間に同期信号が送信され
得る。いくつかの例では、いくつかのＤＣＣＡが時間ウィンドウ６３０の間に実行され得
、時間ウィンドウの間に実行されたＤＣＣＡのうちの最後の不成功のものに続いて、およ
び／または時間ウィンドウ６３０の終わりに発生する送信時間に、同期信号が送信され得
る。いくつかの例では、いくつかのＤＣＣＡは、たとえば、電力節約、観測されたチャネ
ル干渉などに基づいて構成され得る。いくつかの例では、構成可能期間（たとえば、５０
ミリ秒（ｍｓ））内にＤＣＥＴ６２０によってチャネル帯域幅の５パーセント未満が占有
される場合を除いて、ＤＣＣＡは実行されなくてよい。
【００９３】
　[0115]時間ウィンドウ６３０の間に送信される同期信号は、様々な理由で、たとえば、
同期信号が１つもしくは複数のＤＣＣＡに後続する送信時間に送信され得るので、ならび
に／または時間ウィンドウ６３０の開始、終了、もしくは持続時間が、ＤＣＥＴ６２０、
ＤＣＣＡ６２５、および／もしくはＤＣＣＡ６２５に後続する固定周期サブフレームロケ
ーションが同期される無線フレーム構造、ＬＢＴフレーム構造、および／もしくはサブフ
レーム構造と同期されないことがあるので、非同期と考えられ得る。
【００９４】
　[0116]いくつかの例では、基地局は、同期信号が送信されるサブフレームに関するダウ
ンリンク制御情報（ＤＣＩ）を送信し得る。ＤＣＩは、同期信号を送信し、適切なレート
マッチングを保証するために使用されるリソース（たとえば、サブフレーム、ＯＦＤＭシ
ンボル、リソース要素を示し得る。同じくまたは代替的に、基地局は、適切なレートマッ
チングを保証するために、サブフレームにおける同期信号の存在を示す拡張物理ダウンリ
ンク制御チャネル（ｅＰＤＣＣＨ）を送信し得る。
【００９５】
　[0117]いくつかの例では、基地局は、時間ウィンドウの間にタイミング情報を送信し得
る。いくつかの例では、タイミング情報は、基地局の現在のフレーム、基地局の現在のサ
ブフレーム、および／または現在のシンボルのインジケーション（たとえば、非同期的に
送信される同期信号を同期基準に関連付ける情報）を含み得る。同じくまたは代替的に、
基地局は、時間ウィンドウの間に基地局に関するシステム情報を送信し得る。いくつかの
例では、システム情報は、ＳＩＢおよび／またはＭＩＢにおいて送信され得る。
【００９６】
　[0118]図６を参照して示され説明された内容の代替として、基地局は同期信号とタイミ
ング情報とを、それの送信のための時間ウィンドウを定義することなく、および／または
時間ウィンドウ６３０のインジケーションを送信することなく、免許不要の無線周波数ス
ペクトル帯域を通じて送信し得る。また別の代替として、ＵＥは、時間ウィンドウ６３０
のインジケーションを受信することなく、送信された同期信号を受信し得る。これらの代
替のうちのいずれかとして、基地局は、免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて同
期信号とタイミング情報とを送信する（たとえば、免許不要の無線周波数スペクトル帯域
を通じて同期信号とタイミング情報とを一緒に送信する）ことができ、タイミング情報は
ＵＥによって、同期信号を解釈するための同期基準として使用され得る。
【００９７】
　[0119]いくつかの例では、基地局は、１つまたは複数の追加の時間ウィンドウの１つま
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たは複数のインジケーションを送信し得る。１つまたは複数の追加の時間ウィンドウは、
（たとえば、サービングセルとしての）基地局と通信しているＵＥが、１つまたは複数の
近隣セルによって送信された１つまたは複数の同期信号を受信するために免許不要の無線
周波数スペクトル帯域をモニタすべきときを示し得る。
【００９８】
　[0120]図７は、本開示の様々な態様による、免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通
じた基地局によって行われる送信の例７００を示す。いくつかの例では、送信を行う基地
局は、図１および／または図２を参照して説明された基地局１０５、２０５、および／ま
たは２０５－ａのうちの１つまたは複数の態様の例であり得る。
【００９９】
　[0121]例として、図７は、３つの隣接する送信（Ｔｘ）期間における、基地局によって
行われる送信を示す。３つの隣接するＴｘ期間は、第１のＴｘ期間７０５と、第２のＴｘ
期間７１０と、第３のＴｘ期間７１５とを含む。Ｔｘ期間の間に行われる送信は、ＣＥＴ
またはＬＢＴに従った送信であり得る。
【０１００】
　[0122]基地局によって行われる送信は、基地局のダウンリンクＣＥＴ（ＤＣＥＴ７２０
）の間に行われる同期送信と、（たとえば、成功したＤＣＣＡ７２５に後続する）周期固
定サブフレームロケーションの間に行われる同期送信と、時間ウィンドウ７３０の間に行
われる非同期送信とを含み得る。ＤＣＥＴ７２０の各々は、図５を参照して説明されたＣ
ＥＴのうちの１つの例であり得る。
【０１０１】
　[0123]時間ウィンドウ７３０は、第１のＴｘ期間７０５、第２のＴｘ期間７１０、およ
び第３のＴｘ期間７１５の各々において、Ｎ個のＴｘ期間（ここで、Ｎ＞１）ごとに１回
、または動的に１つもしくは複数のＴｘ期間において提供され得る。図７は、Ｎ個のＴｘ
期間ごとに、または動的に発生する、第２のＴｘ期間７１０における時間ウィンドウ７３
０を示す。時間ウィンドウ７３０の長さまたは持続時間は、図示されたものよりも短いこ
と、または長いことがある。いくつかの例では、時間ウィンドウ７３０は、少なくとも１
つの周期固定サブフレームロケーション（たとえば、ＤＣＣＡ７２５に後続する少なくと
も１つのサブフレーム）と時間的に重複し得る。いくつかの例では、時間ウィンドウ７３
０は、ＤＣＥＴ７２０、ＤＣＣＡ７２５、またはＤＣＣＡ７２５に後続する周期固定サブ
フレームに含まれるサブキャリア周波数のセットとは異なる、免許不要の無線周波数スペ
クトル帯域のサブキャリア周波数のセットに関連付けられ得る。
【０１０２】
　[0124]いくつかの例では、時間ウィンドウ７３０のインジケーション（たとえば、時間
ウィンドウ７３０が始まるとき（たとえば、サブフレーム番号および／もしくはＯＦＤＭ
シンボル期間番号）および／もしくは終了するときのインジケーション、時間ウィンドウ
７３０の持続時間のインジケーション、ならびに／または時間ウィンドウ７３０に含まれ
る周波数サブキャリアのインジケーション）が基地局によって送信され得る。時間ウィン
ドウ７３０のインジケーションは、いくつかの例では、システム情報ブロック（ＳＩＢ）
、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ）の間に、および／または時間ウィンドウ７３０の中もし
くは外で送信され得る。いくつかの例では、時間ウィンドウ７３０のインジケーションは
、ＲＲＣメッセージにおいて送信され得る。
【０１０３】
　[0125]いくつかの例では、同期信号が基地局によって、ＤＣＥＴ７２０のうちの１つも
しくは複数の間に、（たとえば、１つもしくは複数の成功したＤＣＣＡ７２５に後続する
）１つもしくは複数の周期固定サブフレームロケーションの間に、および／または時間ウ
ィンドウ７３０の間に送信され得る。ＤＣＥＴ７２０の間または周期固定サブフレームの
間の同期信号の送信は同期送信と考えられ得、一方、時間ウィンドウ７３０の間の同期信
号の送信は非同期送信と考えられ得る。周期固定サブフレームロケーションの間のＣＣＡ
に従った同期信号の送信はまた、周期固定サブフレームロケーションに先行するＤＣＣＡ
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７２５の成功した実行に依存し得るので、機会主義的送信と考えられ得る。いくつかの例
では、送信される同期信号は、セル発見、同期、および／または他の目的のために使用さ
れ得る。いくつかの例では、送信される同期信号は、ＰＳＳ、ＳＳＳ、および／またはＣ
ＲＳ（たとえば、ｅＣＲＳ）を含み得る。
【０１０４】
　[0126]いくつかの例では、基地局は、ＤＣＥＴ７２０と一致する送信時間に、ただし、
ＤＣＥＴとしての代わりにいくつかのＤＣＣＡの成功した実行の後に、同期信号を送信す
ることを試み得る。成功したＤＣＣＡがＤＣＥＴ７２０の間に実行され得ないとき、基地
局は、時間ウィンドウ７３０の間にＤＣＣＡを引き続き実行し、ＤＣＣＡの実行に成功す
ると、または成功なしにいくつかのＤＣＣＡのすべて（たとえば、時間ウィンドウ７３０
の間のＤＣＣＡのすべて）を実行すると、同期信号を送信することができる。時間ウィン
ドウ７３０の間に実行されるＤＣＣＡは、ＤＣＣＡ７２５とは異なり得る。いくつかの例
では、いくつかのＤＣＣＡは、たとえば、電力節約、観測されたチャネル干渉などに基づ
いて構成され得る。いくつかの例では、構成可能期間（たとえば、５０ミリ秒（ｍｓ））
内にＤＣＥＴ７２０によってチャネル帯域幅の５パーセント未満が占有される場合を除い
て、ＤＣＣＡは実行されなくてよい。
【０１０５】
　[0127]時間ウィンドウ７３０の間に送信される同期信号は、様々な理由で、たとえば、
同期信号が１つもしくは複数のＤＣＣＡに後続する送信時間に送信され得るので、ならび
に／または時間ウィンドウ７３０の開始、終了、もしくは持続時間が、ＤＣＥＴ７２０、
ＤＣＣＡ７２５、および／もしくはＤＣＣＡ７２５に後続する固定周期サブフレームロケ
ーションが同期される無線フレーム構造、ＬＢＴフレーム構造、および／もしくはサブフ
レーム構造と同期されないことがあるので、非同期と考えられ得る。
【０１０６】
　[0128]いくつかの例では、基地局は、同期信号が送信されるサブフレームに関するＤＣ
Ｉを送信し得る。ＤＣＩは、同期信号を送信し、適切なレートマッチングを保証するため
に使用されるリソース（たとえば、サブフレーム、ＯＦＤＭシンボル、リソース要素を示
し得る。同じくまたは代替的に、基地局は、適切なレートマッチングを保証するために、
サブフレームにおける同期信号の存在を示すｅＰＤＣＣＨを送信し得る。
【０１０７】
　[0129]いくつかの例では、基地局は、時間ウィンドウの間にタイミング情報を送信し得
る。いくつかの例では、タイミング情報は、基地局の現在のフレーム、基地局の現在のサ
ブフレーム、および／または現在のシンボルのインジケーション（たとえば、非同期的に
送信される同期信号を同期基準に関連付ける情報）を含み得る。同じくまたは代替的に、
基地局は、時間ウィンドウの間に基地局に関するシステム情報を送信し得る。いくつかの
例では、システム情報は、ＳＩＢおよび／またはＭＩＢにおいて送信され得る。
【０１０８】
　[0130]図７を参照して示され説明された内容の代替として、基地局は同期信号とタイミ
ング情報とを、それの送信のための時間ウィンドウを定義することなく、および／または
時間ウィンドウ７３０のインジケーションを送信することなく、免許不要の無線周波数ス
ペクトル帯域を通じて送信し得る。また別の代替として、ＵＥは、時間ウィンドウ７３０
のインジケーションを受信することなく、送信された同期信号を受信し得る。これらの代
替のうちのいずれかとして、基地局は、免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて同
期信号とタイミング情報とを非同期的に送信する（たとえば、免許不要の無線周波数スペ
クトル帯域を通じて同期信号とタイミング情報とを一緒に送信する）ことができ、タイミ
ング情報はＵＥによって、同期信号を解釈するための同期基準として使用され得る。
【０１０９】
　[0131]いくつかの例では、基地局は、１つまたは複数の追加の時間ウィンドウの１つま
たは複数のインジケーションを送信し得る。１つまたは複数の追加の時間ウィンドウは、
（たとえば、サービングセルとしての）基地局と通信しているＵＥが、１つまたは複数の
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近隣セルによって送信された１つまたは複数の同期信号を受信するために免許不要の無線
周波数スペクトル帯域をモニタすべきときを示し得る。
【０１１０】
　[0132]図８は、本開示の様々な態様による、免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通
じた基地局によって行われる送信の例８００を示す。いくつかの例では、送信を行う基地
局は、図１および／または図２を参照して説明された基地局１０５、２０５、および／ま
たは２０５－ａのうちの１つまたは複数の態様の例であり得る。
【０１１１】
　[0133]例として、図８は、３つの隣接する送信（Ｔｘ）期間における、基地局によって
行われる送信を示す。３つの隣接するＴｘ期間は、第１のＴｘ期間８０５と、第２のＴｘ
期間８１０と、第３のＴｘ期間８１５とを含む。Ｔｘ期間の間に行われる送信は、ＣＥＴ
またはＬＢＴに従った送信であり得る。
【０１１２】
　[0134]基地局によって行われる送信は、第１の時間ウィンドウ８２０、第２の時間ウィ
ンドウ８２５、および第３の時間ウィンドウ８３０の間に行われる同期送信または非同期
送信を含み得る。第１の時間ウィンドウ８２０、第２の時間ウィンドウ８２５、および第
３の時間ウィンドウ８３０の各々の長さまたは持続時間は、図示されたものよりも短いこ
と、または長いことがある。
【０１１３】
　[0135]いくつかの例では、第１の時間ウィンドウ８２０、第２の時間ウィンドウ８２５
、および／または第３の時間ウィンドウ８３０のインジケーション（たとえば、時間ウィ
ンドウが始まるとき（たとえば、サブフレーム番号および／もしくはＯＦＤＭシンボル期
間番号）および／もしくは終了するときのインジケーション、時間ウィンドウの持続時間
のインジケーション、ならびに／または時間ウィンドウに含まれる周波数サブキャリアの
インジケーション）が基地局によって送信され得る。各インジケーションは、いくつかの
例では、システム情報ブロック（ＳＩＢ）、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ）の間に、なら
びに／または第１の時間ウィンドウ８２０、第２の時間ウィンドウ８２５、および／もし
くは第３の時間ウィンドウ８３０の中もしくは外で送信され得る。いくつかの例では、イ
ンジケーションは、１つまたは複数のＲＲＣメッセージにおいて送信され得る。
【０１１４】
　[0136]いくつかの例では、同期信号が基地局によって、第１の時間ウィンドウ８２０、
第２の時間ウィンドウ８２５、および／または第３の時間ウィンドウ８３０のうちの１つ
または複数の間に送信され得る。第１の時間ウィンドウ８２０、第２の時間ウィンドウ８
２５、および／または第３の時間ウィンドウ８３０の間の同期信号の送信は、非同期送信
と考えられ得る。いくつかの例では、送信される同期信号は、セル発見、同期、および／
または他の目的のために使用され得る。いくつかの例では、送信される同期信号は、ＰＳ
Ｓ、ＳＳＳ、ＣＲＳ（たとえば、ｅＣＲＳ）、および／またはＣＳＩ－ＲＳを含み得る。
【０１１５】
　[0137]同期信号が第１の時間ウィンドウ８２０、第２の時間ウィンドウ８２５、および
／または第３の時間ウィンドウ８３０のうちの１つまたは複数の間に送信されるとき、同
期信号は、時間ウィンドウの間に実行された１つまたは複数の成功したＤＣＣＡに後続す
る送信時間に送信され得る。いくつかの例では、いくつかのＤＣＣＡが時間ウィンドウの
間に実行され得、ＤＣＣＡのうちの最初の成功したものに後続する送信時間に同期信号が
送信され得る。いくつかの例では、いくつかのＤＣＣＡが時間ウィンドウの間に実行され
得、時間ウィンドウの間に実行されたＤＣＣＡのうちの最後の不成功のものに続いて、お
よび／または時間ウィンドウの終わりに発生する送信時間に、同期信号が送信され得る。
いくつかの例では、いくつかのＤＣＣＡは、たとえば、電力節約、観測されたチャネル干
渉などに基づいて構成され得る。いくつかの例では、構成可能期間（たとえば、５０ミリ
秒（ｍｓ））内にＤＣＥＴによってチャネル帯域幅の５パーセント未満が占有される場合
を除いて、ＤＣＣＡは実行されなくてよい。
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【０１１６】
　[0138]第１の時間ウィンドウ８２０、第２の時間ウィンドウ８２５、および／または第
３の時間ウィンドウ８３０の間に送信される同期信号は、様々な理由で、たとえば、同期
信号が１つもしくは複数のＤＣＣＡに後続する送信時間に送信され得るので、ならびに／
または時間ウィンドウの開始、終了、もしくは持続時間が無線フレーム構造および／もし
くはＬＢＴフレーム構造と同期されないことがあるので、非同期と考えられ得る。
【０１１７】
　[0139]いくつかの例では、基地局は、同期信号が送信されるサブフレームに関するＤＣ
Ｉを送信し、適切なレートマッチングを保証し得る。ＤＣＩは、同期信号を送信するため
に使用されるリソース（たとえば、サブフレーム、ＯＦＤＭシンボル、リソース要素を示
し得る。同じくまたは代替的に、基地局は、適切なレートマッチングを保証するために、
サブフレームにおける同期信号の存在を示すｅＰＤＣＣＨを送信し得る。
【０１１８】
　[0140]いくつかの例では、基地局は、時間ウィンドウの間にタイミング情報を送信し得
る。いくつかの例では、タイミング情報は、基地局の現在のフレーム、基地局の現在のサ
ブフレーム、および／または現在のシンボルのインジケーション（たとえば、非同期的に
送信される同期信号を同期基準に関連付ける情報）を含み得る。同じくまたは代替的に、
基地局は、時間ウィンドウの間に基地局に関するシステム情報を送信し得る。いくつかの
例では、システム情報は、ＳＩＢおよび／またはＭＩＢにおいて送信され得る。
【０１１９】
　[0141]図８を参照して示され説明された内容の代替として、基地局は同期信号とタイミ
ング情報とを、それの送信のための時間ウィンドウを定義することなく、および／または
時間ウィンドウのインジケーションを送信することなく、免許不要の無線周波数スペクト
ル帯域を通じて非同期的に送信し得る。また別の代替として、ＵＥは、時間ウィンドウの
インジケーションを受信することなく、送信された同期信号を非同期的に受信し得る。こ
れらの代替のうちのいずれかとして、基地局は、免許不要の無線周波数スペクトル帯域を
通じて同期信号とタイミング情報とを非同期的に送信する（たとえば、免許不要の無線周
波数スペクトル帯域を通じて同期信号とタイミング情報とを一緒に送信する）ことができ
、タイミング情報はＵＥによって、同期信号を解釈するための同期基準として使用され得
る。
【０１２０】
　[0142]いくつかの例では、基地局は、１つまたは複数の追加の時間ウィンドウの１つま
たは複数のインジケーションを送信し得る。１つまたは複数の追加の時間ウィンドウは、
（たとえば、サービングセルとしての）基地局と通信しているＵＥが、１つまたは複数の
近隣セルによって送信された１つまたは複数の同期信号を受信するために免許不要の無線
周波数スペクトル帯域をモニタすべきときを示し得る。
【０１２１】
　[0143]図９は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための装
置９１５のブロック図９００を示す。装置９１５は、図１および／または図２を参照して
説明されたＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、および／または２１５－ｃの
うちの１つまたは複数の態様の例であり得る。装置９１５はまた、プロセッサであるか、
またはプロセッサを含み得る。装置９１５は、受信機構成要素９１０、ワイヤレス通信管
理構成要素９２０、および／または送信機構成要素９３０を含み得る。これらの構成要素
の各々は、互いに通信していることがある。
【０１２２】
　[0144]装置９１５の構成要素は、ハードウェアにおいて適用可能な機能の一部またはす
べてを実行するように適応された１つまたは複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）を
使用して、個々にまたは集合的にインプリメントされ得る。代替的に、機能は、１つまた
は複数の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行
され得る。他の例では、当技術分野で知られている任意の方式でプログラムされ得る、他



(26) JP 6599438 B2 2019.10.30

10

20

30

40

50

のタイプの集積回路（たとえば、構造化／プラットフォームＡＳＩＣ、フィールドプログ
ラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各
構成要素の機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の汎用または特定用途
向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリに具現化された命
令によりインプリメントされ得る。いくつかの例では、図９に示されている構成要素はそ
れぞれ、本明細書で説明される機能を実行するための専用ハードウェア（たとえば、回路
または電気回路）内で実行され得る。
【０１２３】
　[0145]いくつかの例では、受信機構成要素９１０は、免許要の無線周波数スペクトル帯
域（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用可能な免許要の無線周波数スペクト
ル帯域のような、特定の用途のために特定のユーザに免許が与えられているので、送信装
置がアクセスを争わなくてよい無線周波数スペクトル帯域）および／または免許不要の無
線周波数スペクトル帯域（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ用途のような免許不要の用途に利用可能
であるので、送信装置がアクセスを争い得る無線周波数スペクトル帯域）を通じて送信を
受信するように動作可能な少なくとも１つの無線周波数（ＲＦ）受信機のような、少なく
とも１つのＲＦ受信機を含み得る。いくつかの例では、免許要の無線周波数スペクトル帯
域および／または免許不要の無線周波数スペクトル帯域は、たとえば、図１および／また
は図２を参照して説明されたように、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用され得る。受
信機構成要素９１０は、図１および／または図２を参照して説明されたワイヤレス通信シ
ステム１００および／または２００の１つまたは複数の通信リンクのような、ワイヤレス
通信システムの１つまたは複数の通信リンクを通じて様々なタイプのデータおよび／また
は制御信号（すなわち、送信）を受信するために使用され得る。通信リンクは、免許要の
無線周波数スペクトル帯域および／または免許不要の無線周波数スペクトル帯域上で確立
され得る。
【０１２４】
　[0146]いくつかの例では、送信機構成要素９３０は、免許要の無線周波数スペクトル帯
域および／または免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて送信するように動作可能
な少なくとも１つのＲＦ送信機のような、少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送信
機構成要素９３０は、図１および／または図２を参照して説明されたワイヤレス通信シス
テム１００および／または２００の１つまたは複数の通信リンクのような、ワイヤレス通
信システムの１つまたは複数の通信リンクを通じて様々なタイプのデータおよび／または
制御信号（すなわち、送信）を送信するために使用され得る。通信リンクは、免許要の無
線周波数スペクトル帯域および／または免許不要の無線周波数スペクトル帯域上で確立さ
れ得る。
【０１２５】
　[0147]いくつかの例では、ワイヤレス通信管理構成要素９２０は、装置９１５のための
ワイヤレス通信の１つまたは複数の態様を管理するために使用され得る。いくつかの例で
は、ワイヤレス通信管理構成要素９２０は、時間ウィンドウ管理構成要素９３５および／
または同期信号モニタ構成要素９４０を含み得る。
【０１２６】
　[0148]いくつかの例では、時間ウィンドウ管理構成要素９３５は、免許不要の無線周波
数スペクトル帯域を通じて、受信機構成要素９１０を介して、同期信号の非同期送信に関
連付けられる時間ウィンドウのインジケーションを受信するために使用される。いくつか
の例では、時間ウィンドウのインジケーションは、ＳＩＢおよび／またはＭＩＢにおいて
受信され得る。いくつかの例では、時間ウィンドウのインジケーションは、ＲＲＣメッセ
ージにおいて受信され得る。いくつかの例では、同期信号は、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳ（
たとえば、ｅＣＲＳ）、および／またはＣＳＩ－ＲＳを含み得る。
【０１２７】
　[0149]いくつかの例では、同期信号モニタ構成要素９４０は、基地局（たとえば、図１
および／または図２を参照して説明された基地局１０５、２０５、および／または２０５
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－ａのうちの１つのような、ｅＮＢの基地局）から同期信号を受信するために、時間ウィ
ンドウの間に免許不要の無線周波数スペクトル帯域をモニタするために使用され得る。
【０１２８】
　[0150]図１０は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
装置１０１５のブロック図１０００を示す。装置１０１５は、図１および／もしくは図２
を参照して説明されたＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、および／もしくは
２１５－ｃのうちの１つもしくは複数の態様の例、ならびに／または図９を参照して説明
された装置９１５の態様の例であり得る。装置１０１５はまた、プロセッサであるか、ま
たはプロセッサを含み得る。装置１０１５は、受信機構成要素１０１０、ワイヤレス通信
管理構成要素１０２０、および／または送信機構成要素１０３０を含み得る。これらの構
成要素の各々は、互いに通信していることがある。
【０１２９】
　[0151]装置１０１５の構成要素は、ハードウェアにおいて適用可能な機能の一部または
すべてを実行するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを使用して、個々にまたは
集合的にインプリメントされ得る。代替的に、機能は、１つまたは複数の他の処理ユニッ
ト（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得る。他の例では、
当技術分野で知られている任意の方式でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路（た
とえば、構造化／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセミカスタムＩＣ）
が使用され得る。各構成要素の機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の
汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモ
リに具現化された命令によりインプリメントされ得る。いくつかの例では、図１０に示さ
れている構成要素はそれぞれ、本明細書で説明される機能を実行するための専用ハードウ
ェア（たとえば、回路または電気回路）内で実行され得る。
【０１３０】
　[0152]いくつかの例では、受信機構成要素１０１０は、免許要の無線周波数スペクトル
帯域（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用可能な免許要の無線周波数スペク
トル帯域のような、特定の用途のために特定のユーザに免許が与えられているので、送信
装置がアクセスを争わなくてよい無線周波数スペクトル帯域）および／または免許不要の
無線周波数スペクトル帯域（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ用途のような免許不要の用途に利用可
能であるので、送信装置がアクセスを争い得る無線周波数スペクトル帯域）を通じて送信
を受信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ受信機のような、少なくとも１つの無
線ＲＦ受信機を含み得る。いくつかの例では、免許要の無線周波数スペクトル帯域および
／または免許不要の無線周波数スペクトル帯域は、たとえば、図１および／または図２を
参照して説明されたように、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用され得る。受信機構成
要素１０１０は、いくつかの場合には、免許要の無線周波数スペクトル帯域および免許不
要の無線周波数スペクトル帯域のための別個の受信機を含み得る。別個の受信機は、いく
つかの例では、免許要の無線周波数スペクトル帯域を通じて通信するためのＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－Ａ受信機構成要素（たとえば、免許要のＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａ受信機構成要素１０１２）および免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて通信
するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素（たとえば、免許不要のＲＦスペクトル帯
域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素１０１４）の形態をとり得る。免許要のＲ
Ｆスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素１０１２および／または免
許不要のＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素１０１４を含む
、受信機構成要素１０１０は、図１および／または図２を参照して説明されたワイヤレス
通信システム１００および／または２００の１つまたは複数の通信リンクのような、ワイ
ヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンクを通じて様々なタイプのデータおよび
／または制御信号（すなわち、送信）を受信するために使用され得る。通信リンクは、免
許要の無線周波数スペクトル帯域および／または免許不要の無線周波数スペクトル帯域上
で確立され得る。
【０１３１】
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　[0153]いくつかの例では、送信機構成要素１０３０は、免許要の無線周波数スペクトル
帯域および／または免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて送信するように動作可
能な少なくとも１つのＲＦ送信機のような、少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送
信機構成要素１０３０は、いくつかの場合には、免許要の無線周波数スペクトル帯域およ
び免許不要の無線周波数スペクトル帯域のための別個の送信機を含み得る。別個の送信機
は、いくつかの例では、免許要の無線周波数スペクトル帯域を通じて通信するためのＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａ送信機構成要素（たとえば、免許要のＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａ送信機構成要素１０３２）および免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通
じて通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機構成要素（たとえば、免許不要のＲＦスペ
クトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機構成要素１０３４）の形態をとり得る。免
許要のＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機構成要素１０３２および／
または免許不要のＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機構成要素１０３
４を含む、送信機構成要素１０３０は、図１および／または図２を参照して説明されたワ
イヤレス通信システム１００および／または２００の１つまたは複数の通信リンクのよう
な、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンクを通じて様々なタイプのデー
タおよび／または制御信号（すなわち、送信）を送信するために使用され得る。通信リン
クは、免許要の無線周波数スペクトル帯域および／または免許不要の無線周波数スペクト
ル帯域上で確立され得る。
【０１３２】
　[0154]いくつかの例では、ワイヤレス通信管理構成要素１０２０は、装置１０１５のた
めのワイヤレス通信の１つまたは複数の態様を管理するために使用され得る。いくつかの
例では、ワイヤレス通信管理構成要素１０２０は、時間ウィンドウ管理構成要素１０３５
、モニタ構成要素１０４０、同期信号処理構成要素１０６０、タイミング情報処理構成要
素１０７０、および／または同期構成要素１０７５を含み得る。
【０１３３】
　[0155]いくつかの例では、時間ウィンドウ管理構成要素１０３５は、免許不要の無線周
波数スペクトル帯域を通じて、受信機構成要素１０１０を介して、同期信号の非同期送信
に関連付けられる時間ウィンドウのインジケーションを受信するために使用される。いく
つかの例では、時間ウィンドウのインジケーションは、ＳＩＢおよび／またはＭＩＢにお
いて受信され得る。いくつかの例では、時間ウィンドウのインジケーションは、ＲＲＣメ
ッセージにおいて受信され得る。いくつかの例では、時間ウィンドウは、基地局の少なく
とも１つのＣＥＴに取って代わり得る。
【０１３４】
　[0156]いくつかの例では、モニタ構成要素１０４０は、免許要の無線周波数スペクトル
帯域および／または免許不要の無線周波数スペクトル帯域を、送信された信号がないかモ
ニタするために使用され得る。いくつかの例では、モニタ構成要素１０４０は、受信機電
力制御構成要素１０４５、同期信号モニタ構成要素１０５０、および／または情報モニタ
構成要素１０５５を含み得る。いくつかの例では、受信機電力制御構成要素１０４５は、
対応する無線周波数スペクトル帯域（たとえば、免許不要の無線周波数スペクトル帯域）
を通じた予想される送信の前に、装置１０１５または受信機構成要素１０１０（たとえば
、免許不要のＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素１０１４）
をスリープ状態からウェイクアップさせるために使用され得る。受信機電力制御構成要素
１０４５はまた、対応する無線周波数スペクトル帯域を通じた送信の受信に続いて、装置
１０１５または受信機構成要素１０１０をスリープ状態（たとえば、低電力状態またはオ
フ状態）にするために使用され得る。いくつかの例では、時間ウィンドウ管理構成要素１
０３５によって管理される時間ウィンドウの間に、基地局のＣＥＴの間に、または周期固
定サブフレームロケーションの間に、送信が予想され得る。
【０１３５】
　[0157]いくつかの例では、同期信号モニタ構成要素１０５０は、基地局（たとえば、図
１および／または図２を参照して説明された基地局１０５、２０５、および／または２０
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５－ａのうちの１つのような、ｅＮＢの基地局）から同期信号を受信するために、時間ウ
ィンドウ管理構成要素１０３５によって管理される時間ウィンドウの間に免許不要の無線
周波数スペクトル帯域をモニタするために使用され得る。いくつかの例では、同期信号モ
ニタ構成要素１０５０は、同じくまたは代替的に、基地局のＣＥＴの間に、および／また
は周期固定サブフレームロケーションの間に免許不要の無線周波数スペクトル帯域をモニ
タするために使用され得る。
【０１３６】
　[0158]いくつかの例では、情報モニタ構成要素１０５５は、時間ウィンドウ管理構成要
素１０３５によって管理される時間ウィンドウの間に、基地局からタイミング情報を受信
するために使用され得る。同じくまたは代替的に、情報モニタ構成要素１０５５は、時間
ウィンドウの間に基地局に関するシステム情報を受信するために使用され得る。システム
情報は、ＳＩＢおよび／またはＭＩＢにおいて受信され得る。
【０１３７】
　[0159]いくつかの例では、同期信号処理構成要素１０６０は、同期信号モニタ構成要素
１０５０によって発見された同期信号を処理するために使用され得る。いくつかの例では
、同期信号は、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳ（たとえば、ｅＣＲＳ）、および／またはＣＳＩ
－ＲＳを含み得る。いくつかの例では、同期信号処理構成要素１０６０は、測定構成要素
１０６５を含み得る。いくつかの例では、測定構成要素１０６５は、同期信号に対して無
線リソース管理（ＲＲＭ）測定を実行するために使用され得る。
【０１３８】
　[0160]いくつかの例では、タイミング情報処理構成要素１０７０は、情報モニタ構成要
素１０５５によって発見されたタイミング情報を処理するために使用され得る。いくつか
の例では、タイミング情報は、基地局の現在のフレーム、基地局の現在のサブフレーム、
および／または現在のシンボルのインジケーションを含み得る。
【０１３９】
　[0161]いくつかの例では、同期構成要素１０７５は、受信されたタイミング情報および
／または測定構成要素１０６５によって実行されたＲＲＭ測定に少なくとも部分的に基づ
いて、装置１０１５を基地局と同期させるために使用され得る。
【０１４０】
　[0162]図１１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
装置１１１５のブロック図１１００を示す。装置９１５は、図１および／または図２を参
照して説明されたＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、および／または２１５
－ｃのうちの１つまたは複数の態様の例であり得る。装置１１１５はまた、プロセッサで
あるか、またはプロセッサを含み得る。装置１１１５は、受信機構成要素１１１０、ワイ
ヤレス通信管理構成要素１１２０、および／または送信機構成要素１１３０を含み得る。
これらの構成要素の各々は、互いに通信していることがある。
【０１４１】
　[0163]装置１１１５の構成要素は、ハードウェアにおいて適用可能な機能の一部または
すべてを実行するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを使用して、個々にまたは
集合的にインプリメントされ得る。代替的に、機能は、１つまたは複数の他の処理ユニッ
ト（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得る。他の例では、
当技術分野で知られている任意の方式でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路（た
とえば、構造化／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセミカスタムＩＣ）
が使用され得る。各構成要素の機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の
汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモ
リに具現化された命令によりインプリメントされ得る。いくつかの例では、図１１に示さ
れている構成要素はそれぞれ、本明細書で説明される機能を実行するための専用ハードウ
ェア（たとえば、回路または電気回路）内で実行され得る。
【０１４２】
　[0164]いくつかの例では、受信機構成要素１１１０は、免許要の無線周波数スペクトル
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帯域（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用可能な免許要の無線周波数スペク
トル帯域のような、特定の用途のために特定のユーザに免許が与えられているので、送信
装置がアクセスを争わなくてよい無線周波数スペクトル帯域）および／または免許不要の
無線周波数スペクトル帯域（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ用途のような免許不要の用途に利用可
能であるので、送信装置がアクセスを争い得る無線周波数スペクトル帯域）を通じて送信
を受信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ受信機のような、少なくとも１つのＲ
Ｆ受信機を含み得る。いくつかの例では、免許要の無線周波数スペクトル帯域および／ま
たは免許不要の無線周波数スペクトル帯域は、たとえば、図１および／または図２を参照
して説明されたように、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用され得る。受信機構成要素
１１１０は、図１および／または図２を参照して説明されたワイヤレス通信システム１０
０および／または２００の１つまたは複数の通信リンクのような、ワイヤレス通信システ
ムの１つまたは複数の通信リンクを通じて様々なタイプのデータおよび／または制御信号
（すなわち、送信）を受信するために使用され得る。通信リンクは、免許要の無線周波数
スペクトル帯域および／または免許不要の無線周波数スペクトル帯域上で確立され得る。
【０１４３】
　[0165]いくつかの例では、送信機構成要素１１３０は、免許要の無線周波数スペクトル
帯域および／または免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて送信するように動作可
能な少なくとも１つのＲＦ送信機のような、少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送
信機構成要素１１３０は、図１および／または図２を参照して説明されたワイヤレス通信
システム１００および／または２００の１つまたは複数の通信リンクのような、ワイヤレ
ス通信システムの１つまたは複数の通信リンクを通じて様々なタイプのデータおよび／ま
たは制御信号（すなわち、送信）を送信するために使用され得る。通信リンクは、免許要
の無線周波数スペクトル帯域および／または免許不要の無線周波数スペクトル帯域上で確
立され得る。
【０１４４】
　[0166]いくつかの例では、ワイヤレス通信管理構成要素１１２０は、装置１１１５のた
めのワイヤレス通信の１つまたは複数の態様を管理するために使用され得る。いくつかの
例では、ワイヤレス通信管理構成要素１１２０は、同期信号モニタ構成要素１１３５およ
び／またはタイミング情報処理構成要素１１４０を含み得る。
【０１４５】
　[0167]いくつかの例では、同期信号モニタ構成要素１１３５は、基地局（たとえば、ｅ
ＮＢの基地局）から同期信号の非同期送信を受信するために、免許不要の無線周波数スペ
クトル帯域をモニタするために使用される。いくつかの例では、同期信号は、ＰＳＳ、Ｓ
ＳＳ、ＣＲＳ（たとえば、ｅＣＲＳ）、および／またはＣＳＩ－ＲＳを含み得る。
【０１４６】
　[0168]いくつかの例では、タイミング情報処理構成要素１１４０は、基地局からタイミ
ング情報とともに同期信号を受信するために使用され得る。いくつかの例では、タイミン
グ情報は、基地局の現在のフレームおよび基地局の現在のサブフレームの（たとえば、同
期信号のサブフレーム同期送信に関する）インジケーションを含み得る。いくつかの例で
は、タイミング情報は、基地局の現在のフレーム、基地局の現在のサブフレーム、および
／または現在のシンボルの（たとえば、同期信号のサブフレーム非同期およびＯＦＤＭシ
ンボル同期送信に関する）インジケーションを含み得る。
【０１４７】
　[0169]いくつかの例では、ワイヤレス通信管理構成要素１１２０は、同期信号に対して
ＲＲＭ測定を実行するために使用され得る。いくつかの例では、ワイヤレス通信管理構成
要素１１２０は、受信されたタイミング情報および／または同期信号に対して実行された
ＲＲＭ測定に少なくとも部分的に基づいて、装置１１１５を基地局と同期させるために使
用され得る。いくつかの例では、ワイヤレス通信管理構成要素１１２０は、同期信号とと
もに基地局に関するシステム情報を受信するために使用され得る。システム情報は、ＳＩ
Ｂおよび／またはＭＩＢにおいて受信され得る。
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【０１４８】
　[0170]図１２は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
装置１２０５のブロック図１２００を示す。装置１２０５は、図１および／または図２を
参照して説明された基地局１０５、２０５、および／または２０５－ａのうちの１つまた
は複数の態様の例であり得る。装置１２０５はまた、プロセッサであるか、またはプロセ
ッサを含み得る。装置１２０５は、受信機構成要素１２１０、ワイヤレス通信管理構成要
素１２２０、および／または送信機構成要素１２３０を含み得る。これらの構成要素の各
々は、互いに通信していることがある。
【０１４９】
　[0171]装置１２０５の構成要素は、ハードウェアにおいて適用可能な機能の一部または
すべてを実行するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを使用して、個々にまたは
集合的にインプリメントされ得る。代替的に、機能は、１つまたは複数の他の処理ユニッ
ト（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得る。他の例では、
当技術分野で知られている任意の方式でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路（た
とえば、構造化／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセミカスタムＩＣ）
が使用され得る。各構成要素の機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の
汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモ
リに具現化された命令によりインプリメントされ得る。いくつかの例では、図１２に示さ
れている構成要素はそれぞれ、本明細書で説明される機能を実行するための専用ハードウ
ェア（たとえば、回路または電気回路）内で実行され得る。
【０１５０】
　[0172]いくつかの例では、受信機構成要素１２１０は、免許要の無線周波数スペクトル
帯域（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用可能な免許要の無線周波数スペク
トル帯域のような、特定の用途のために特定のユーザに免許が与えられているので、送信
装置がアクセスを争わなくてよい無線周波数スペクトル帯域）および／または免許不要の
無線周波数スペクトル帯域（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ用途のような免許不要の用途に利用可
能であるので、送信装置がアクセスを争い得る無線周波数スペクトル帯域）を通じて送信
を受信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ受信機のような、少なくとも１つのＲ
Ｆ受信機を含み得る。いくつかの例では、免許要の無線周波数スペクトル帯域および／ま
たは免許不要の無線周波数スペクトル帯域は、たとえば、図１および／または図２を参照
して説明されたように、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用され得る。受信機構成要素
１２１０は、図１および／または図２を参照して説明されたワイヤレス通信システム１０
０および／または２００の１つまたは複数の通信リンクのような、ワイヤレス通信システ
ムの１つまたは複数の通信リンクを通じて様々なタイプのデータおよび／または制御信号
（すなわち、送信）を受信するために使用され得る。通信リンクは、免許要の無線周波数
スペクトル帯域および／または免許不要の無線周波数スペクトル帯域上で確立され得る。
【０１５１】
　[0173]いくつかの例では、送信機構成要素１２３０は、免許要の無線周波数スペクトル
帯域および／または免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて送信するように動作可
能な少なくとも１つのＲＦ送信機のような、少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送
信機構成要素１２３０は、図１および／または図２を参照して説明されたワイヤレス通信
システム１００および／または２００の１つまたは複数の通信リンクのような、ワイヤレ
ス通信システムの１つまたは複数の通信リンクを通じて様々なタイプのデータおよび／ま
たは制御信号（すなわち、送信）を送信するために使用され得る。通信リンクは、免許要
の無線周波数スペクトル帯域および／または免許不要の無線周波数スペクトル帯域上で確
立され得る。
【０１５２】
　[0174]いくつかの例では、ワイヤレス通信管理構成要素１２２０は、装置１２０５のた
めのワイヤレス通信の１つまたは複数の態様を管理するために使用され得る。いくつかの
例では、ワイヤレス通信管理構成要素１２２０は、時間ウィンドウ管理構成要素１２３５
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、ＣＣＡ管理構成要素１２４０、および／または同期信号管理構成要素１２４５を含み得
る。
【０１５３】
　[0175]いくつかの例では、時間ウィンドウ管理構成要素１２３５は、同期信号の非同期
送信に関連付けられる時間ウィンドウのインジケーションを送信するために使用され得る
。時間ウィンドウのインジケーションは、免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて
送信され得る。いくつかの例では、時間ウィンドウのインジケーションは、ＳＩＢおよび
／またはＭＩＢにおいて送信され得る。いくつかの例では、時間ウィンドウのインジケー
ションは、ＲＲＣメッセージにおいて送信され得る。いくつかの例では、同期信号は、Ｐ
ＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳ（たとえば、ｅＣＲＳ）、および／またはＣＳＩ－ＲＳを含み得る
。
【０１５４】
　[0176]いくつかの例では、ＣＣＡ管理構成要素１２４０は、時間ウィンドウ管理構成要
素１２３５によって管理される時間ウィンドウの間に、免許不要の無線周波数スペクトル
帯域に対していくつかのＣＣＡを実行するために使用され得る。いくつかの例では、いく
つかのＣＣＡは、単一のＣＣＡを含み得る。いくつかの例では、いくつかのＣＣＡは、複
数のＣＣＡを含み得る。
【０１５５】
　[0177]いくつかの例では、同期信号管理構成要素１２４５は、時間ウィンドウ管理構成
要素１２３５によって管理される時間ウィンドウの間の送信時間に、免許不要の無線周波
数スペクトル帯域を通じて同期信号を送信するために使用され得る。送信時間は、ＣＣＡ
管理構成要素１２４０によって実行されたＣＣＡのうちの少なくとも１つの結果に少なく
とも部分的に基づき得る。
【０１５６】
　[0178]図１３は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
装置１３０５のブロック図１３００を示す。装置１３０５は、図１および／もしくは図２
を参照して説明された基地局１０５、２０５、および／もしくは２０５－ａのうちの１つ
もしくは複数の態様の例、ならびに／または図１２を参照して説明された装置１２０５の
態様の例であり得る。装置１３０５はまた、プロセッサであるか、またはプロセッサを含
み得る。装置１３０５は、受信機構成要素１３１０、ワイヤレス通信管理構成要素１３２
０、および／または送信機構成要素１３３０を含み得る。これらの構成要素の各々は、互
いに通信していることがある。
【０１５７】
　[0179]装置１３０５の構成要素は、ハードウェアにおいて適用可能な機能の一部または
すべてを実行するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを使用して、個々にまたは
集合的にインプリメントされ得る。代替的に、機能は、１つまたは複数の他の処理ユニッ
ト（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得る。他の例では、
当技術分野で知られている任意の方式でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路（た
とえば、構造化／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセミカスタムＩＣ）
が使用され得る。各構成要素の機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の
汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモ
リに具現化された命令によりインプリメントされ得る。いくつかの例では、図１３に示さ
れている構成要素はそれぞれ、本明細書で説明される機能を実行するための専用ハードウ
ェア（たとえば、回路または電気回路）内で実行され得る。
【０１５８】
　[0180]いくつかの例では、受信機構成要素１３１０は、免許要の無線周波数スペクトル
帯域（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用可能な免許要の無線周波数スペク
トル帯域のような、特定の用途のために特定のユーザに免許が与えられているので、送信
装置がアクセスを争わなくてよい無線周波数スペクトル帯域）および／または免許不要の
無線周波数スペクトル帯域（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ用途のような免許不要の用途に利用可
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能であるので、送信装置がアクセスを争い得る無線周波数スペクトル帯域）を通じて送信
を受信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ受信機のような、少なくとも１つの無
線ＲＦ受信機を含み得る。いくつかの例では、免許要の無線周波数スペクトル帯域および
／または免許不要の無線周波数スペクトル帯域は、たとえば、図１および／または図２を
参照して説明されたように、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用され得る。受信機構成
要素１３１０は、いくつかの場合には、免許要の無線周波数スペクトル帯域および免許不
要の無線周波数スペクトル帯域のための別個の受信機を含み得る。別個の受信機は、いく
つかの例では、免許要の無線周波数スペクトル帯域を通じて通信するためのＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－Ａ受信機構成要素（たとえば、免許要のＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａ受信機構成要素１３１２）および免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて通信
するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素（たとえば、免許不要のＲＦスペクトル帯
域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素１３１４）の形態をとり得る。免許要のＲ
Ｆスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素１３１２および／または免
許不要のＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ受信機構成要素１３１４を含む
、受信機構成要素１３１０は、図１および／または図２を参照して説明されたワイヤレス
通信システム１００および／または２００の１つまたは複数の通信リンクのような、ワイ
ヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンクを通じて様々なタイプのデータおよび
／または制御信号（すなわち、送信）を受信するために使用され得る。通信リンクは、免
許要の無線周波数スペクトル帯域および／または免許不要の無線周波数スペクトル帯域上
で確立され得る。
【０１５９】
　[0181]いくつかの例では、送信機構成要素１３３０は、免許要の無線周波数スペクトル
帯域および／または免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて送信するように動作可
能な少なくとも１つのＲＦ送信機のような、少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送
信機構成要素１３３０は、いくつかの場合には、免許要の無線周波数スペクトル帯域およ
び免許不要の無線周波数スペクトル帯域のための別個の送信機を含み得る。別個の送信機
は、いくつかの例では、免許要の無線周波数スペクトル帯域を通じて通信するためのＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａ送信機構成要素（たとえば、免許要のＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａ送信機構成要素１３３２）および免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通
じて通信するためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機構成要素（たとえば、免許不要のＲＦスペ
クトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機構成要素１３３４）の形態をとり得る。免
許要のＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機構成要素１３３２および／
または免許不要のＲＦスペクトル帯域のためのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信機構成要素１３３
４を含む、送信機構成要素１３３０は、図１および／または図２を参照して説明されたワ
イヤレス通信システム１００および／または２００の１つまたは複数の通信リンクのよう
な、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンクを通じて様々なタイプのデー
タおよび／または制御信号（すなわち、送信）を送信するために使用され得る。通信リン
クは、免許要の無線周波数スペクトル帯域および／または免許不要の無線周波数スペクト
ル帯域上で確立され得る。
【０１６０】
　[0182]いくつかの例では、ワイヤレス通信管理構成要素１３２０は、装置１３０５のた
めのワイヤレス通信の１つまたは複数の態様を管理するために使用され得る。いくつかの
例では、ワイヤレス通信管理構成要素１３２０は、時間ウィンドウ管理構成要素１３３５
、ＣＥＴ管理構成要素１３４０、ＣＣＡ管理構成要素１３４５、および／または送信管理
構成要素１３５０を含み得る。
【０１６１】
　[0183]いくつかの例では、時間ウィンドウ管理構成要素１３３５は、同期信号の非同期
送信に関連付けられる時間ウィンドウのインジケーションを送信するために使用され得る
。時間ウィンドウのインジケーションは、免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて
送信され得る。いくつかの例では、時間ウィンドウのインジケーションは、ＳＩＢおよび
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／またはＭＩＢにおいて送信され得る。いくつかの例では、時間ウィンドウのインジケー
ションは、ＲＲＣメッセージにおいて送信され得る。いくつかの例では、同期信号は、Ｐ
ＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳ（たとえば、ｅＣＲＳ）、および／またはＣＳＩ－ＲＳを含み得る
。
【０１６２】
　[0184]いくつかの例では、ＣＥＴ管理構成要素１３４０は、装置１３０５によるＣＥＴ
の送信ならびに／または装置１３０５のＣＥＴおよびタイミングウィンドウの調整を管理
するために使用される。いくつかの例では、時間ウィンドウは、装置１３０５の少なくと
も１つのＣＥＴに取って代わり得る。
【０１６３】
　[0185]いくつかの例では、ＣＣＡ管理構成要素１３４５は、時間ウィンドウ管理構成要
素１３３５によって管理される時間ウィンドウの間に、免許不要の無線周波数スペクトル
帯域に対していくつかのＣＣＡを実行するために使用され得る。いくつかの例では、いく
つかのＣＣＡは、単一のＣＣＡを含み得る。いくつかの例では、いくつかのＣＣＡは、複
数のＣＣＡを含み得る。
【０１６４】
　[0186]いくつかの例では、送信管理構成要素１３５０は、装置１３０５の様々な送信を
管理するために使用され得る。いくつかの例では、送信管理構成要素１３５０は、同期信
号管理構成要素１３５５および／または情報管理構成要素１３６０を含み得る。いくつか
の例では、同期信号管理構成要素１３５５は、時間ウィンドウ管理構成要素１３３５によ
って管理される時間ウィンドウの間の送信時間に、免許不要の無線周波数スペクトル帯域
を通じて同期信号を送信するために使用され得る。送信時間は、ＣＣＡ管理構成要素１３
４５によって実行されたＣＣＡのうちの少なくとも１つの結果に少なくとも部分的に基づ
き得る。いくつかの例では、ＣＣＡ管理構成要素１３４５は、時間ウィンドウの間にＣＣ
Ａ管理構成要素１３４５によって実行されたＣＣＡのうちの最初の成功したものを識別す
ることができ、送信時間は、ＣＣＡのうちの最初の成功したものに後続し得る。いくつか
の例では、ＣＣＡ管理構成要素１３４５は、時間ウィンドウの間にＣＣＡ管理構成要素１
３４５によって実行されたＣＣＡのうちのいずれも成功しなかったと決定することがあり
、送信時間は、時間ウィンドウの間のいくつかのＣＣＡのうちの最後の不成功のものの実
行に後続し得、または送信時間は、時間ウィンドウの終わりに発生し得る。
【０１６５】
　[0187]いくつかの例では、同期信号管理構成要素１３５５は、同じくまたは代替的に、
ＣＥＴの間に免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて同期信号を送信するために使
用され得る。いくつかの例では、同期信号管理構成要素１３５５は、同じくまたは代替的
に、周期固定サブフレームロケーションの間に、機会主義的に免許不要の無線周波数スペ
クトル帯域を通じて同期信号を送信するために使用され得る。いくつかの例では、時間ウ
ィンドウは、ＣＣＡに従った送信とは異なる、免許不要の無線周波数スペクトル帯域のサ
ブキャリア周波数のセットに関連付けられ得る。いくつかの例では、時間ウィンドウは、
装置１３０５の周期固定サブフレームロケーションと時間的に重複し得る。
【０１６６】
　[0188]いくつかの例では、情報管理構成要素１３６０は、同期信号が送信されることに
なるサブフレームに関するＤＣＩを送信するために使用され得る。ＤＣＩは、サブフレー
ムにおいて同期信号を送信するために使用されることになる少なくとも１つのリソースを
シグナリングし得る。いくつかの例では、情報管理構成要素１３６０は、時間ウィンドウ
管理構成要素１３３５によって管理される時間ウィンドウの間にタイミング情報を送信す
るために使用され得る。いくつかの例では、タイミング情報は、装置１３０５の現在のフ
レーム、装置１３０５の現在のサブフレーム、および／または現在のシンボルのインジケ
ーションを含み得る。いくつかの例では、情報管理構成要素１３６０は、時間ウィンドウ
管理構成要素１３３５によって管理される時間ウィンドウの間に、基地局に関するシステ
ム情報を送信するために使用され得る。いくつかの例では、システム情報は、ＳＩＢおよ
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び／またはＭＩＢにおいて送信され得る。
【０１６７】
　[0189]図１４は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
装置１４０５のブロック図１４００を示す。装置１４０５は、図１および／または図２を
参照して説明された基地局１０５、２０５、および／または２０５－ａのうちの１つまた
は複数の態様の例であり得る。装置１４０５はまた、プロセッサであるか、またはプロセ
ッサを含み得る。装置１４０５は、受信機構成要素１４１０、ワイヤレス通信管理構成要
素１４２０、および／または送信機構成要素１４３０を含み得る。これらの構成要素の各
々は、互いに通信していることがある。
【０１６８】
　[0190]装置１４０５の構成要素は、ハードウェアにおいて適用可能な機能の一部または
すべてを実行するように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを使用して、個々にまたは
集合的にインプリメントされ得る。代替的に、機能は、１つまたは複数の他の処理ユニッ
ト（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実行され得る。他の例では、
当技術分野で知られている任意の方式でプログラムされ得る、他のタイプの集積回路（た
とえば、構造化／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他のセミカスタムＩＣ）
が使用され得る。各構成要素の機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の
汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモ
リに具現化された命令によりインプリメントされ得る。いくつかの例では、図１４に示さ
れている構成要素はそれぞれ、本明細書で説明される機能を実行するための専用ハードウ
ェア（たとえば、回路または電気回路）内で実行され得る。
【０１６９】
　[0191]いくつかの例では、受信機構成要素１４１０は、免許要の無線周波数スペクトル
帯域（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用可能な免許要の無線周波数スペク
トル帯域のような、特定の用途のために特定のユーザに免許が与えられているので、送信
装置がアクセスを争わなくてよい無線周波数スペクトル帯域）および／または免許不要の
無線周波数スペクトル帯域（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ用途のような免許不要の用途に利用可
能であるので、送信装置がアクセスを争い得る無線周波数スペクトル帯域）を通じて送信
を受信するように動作可能な少なくとも１つのＲＦ受信機のような、少なくとも１つのＲ
Ｆ受信機を含み得る。いくつかの例では、免許要の無線周波数スペクトル帯域および／ま
たは免許不要の無線周波数スペクトル帯域は、たとえば、図１および／または図２を参照
して説明されたように、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用され得る。受信機構成要素
１４１０は、図１および／または図２を参照して説明されたワイヤレス通信システム１０
０および／または２００の１つまたは複数の通信リンクのような、ワイヤレス通信システ
ムの１つまたは複数の通信リンクを通じて様々なタイプのデータおよび／または制御信号
（すなわち、送信）を受信するために使用され得る。通信リンクは、免許要の無線周波数
スペクトル帯域および／または免許不要の無線周波数スペクトル帯域上で確立され得る。
【０１７０】
　[0192]いくつかの例では、送信機構成要素１４３０は、免許要の無線周波数スペクトル
帯域および／または免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて送信するように動作可
能な少なくとも１つのＲＦ送信機のような、少なくとも１つのＲＦ送信機を含み得る。送
信機構成要素１４３０は、図１および／または図２を参照して説明されたワイヤレス通信
システム１００および／または２００の１つまたは複数の通信リンクのような、ワイヤレ
ス通信システムの１つまたは複数の通信リンクを通じて様々なタイプのデータおよび／ま
たは制御信号（すなわち、送信）を送信するために使用され得る。通信リンクは、免許要
の無線周波数スペクトル帯域および／または免許不要の無線周波数スペクトル帯域上で確
立され得る。
【０１７１】
　[0193]いくつかの例では、ワイヤレス通信管理構成要素１４２０は、装置１４０５のた
めのワイヤレス通信の１つまたは複数の態様を管理するために使用され得る。いくつかの
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例では、ワイヤレス通信管理構成要素１４２０は、ＣＣＡ管理構成要素１４３５および／
または同期信号およびタイミング情報管理構成要素１４４０を含み得る。
【０１７２】
　[0194]いくつかの例では、ＣＣＡ管理構成要素１４３５は、免許不要の無線周波数スペ
クトル帯域に対していくつかのＣＣＡを実行するために使用され得る。いくつかの例では
、いくつかのＣＣＡは、複数のＣＣＡを含み得る。いくつかのＣＣＡの各々は、成功する
か、または不成功に終わり得る。
【０１７３】
　[0195]いくつかの例では、同期信号およびタイミング情報管理構成要素１４４０は、Ｃ
ＣＡ管理構成要素１４３５によって実行されたＣＣＡのうちの少なくとも１つの結果に少
なくとも部分的に基づく送信時間に、免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて同期
信号とタイミング情報とを非同期的に送信するために使用され得る。いくつかの例では、
同期信号は、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳ（たとえば、ｅＣＲＳ）、および／またはＣＳＩ－
ＲＳを含み得る。いくつかの例では、タイミング情報は、装置１４０５の現在のフレーム
および現在のサブフレームの（たとえば、同期信号のサブフレーム同期送信に関する）イ
ンジケーションを含み得る。いくつかの例では、タイミング情報は、装置１４０５の現在
のフレーム、装置１４０５の現在のサブフレーム、および／または現在のシンボルの（た
とえば、同期信号のサブフレーム非同期およびＯＦＤＭシンボル同期送信に関する）イン
ジケーションを含み得る。いくつかの例では、ＣＣＡ管理構成要素１４３５は、ＣＣＡ管
理構成要素１４３５によって実行されたＣＣＡのうちの最初の成功したものを識別するこ
とができ、送信時間は、ＣＣＡのうちの最初の成功したものに後続し得る。いくつかの例
では、ＣＣＡ管理構成要素１４３５は、ＣＣＡ管理構成要素１４３５によって実行された
ＣＣＡのうちのいずれも成功しなかったと決定することがあり、送信時間は、いくつかの
ＣＣＡのうちの最後の不成功のものの実行に後続し得る。
【０１７４】
　[0196]いくつかの例では、ワイヤレス通信管理構成要素１４２０は、同期信号とともに
装置１４０５に関するシステム情報を送信するために使用され得る。システム情報は、Ｓ
ＩＢおよび／またはＭＩＢにおいて送信され得る。
【０１７５】
　[0197]図１５は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
ＵＥ１５１５のブロック図１５００を示す。ＵＥ１５１５は様々な構成を有してよく、含
まれてよく、またはパーソナルコンピュータ（たとえば、ラップトップコンピュータ、ネ
ットブックコンピュータ、タブレットコンピュータなど）、セルラー電話（たとえば、ス
マートフォン）、ＰＤＡ、デジタルビデオレコーダ（ＤＶＲ）、インターネット機器、ゲ
ームコンソール、電子リーダーなどの一部であり得る。ＵＥ１５１５は、いくつかの例で
は、モバイル動作を容易にするために、小型バッテリーのような内部電源（図示されず）
を有し得る。いくつかの例では、ＵＥ１５１５は、図１および／もしくは図２を参照して
説明されたＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、および／もしくは２１５－ｃ
のうちの１つもしくは複数の態様、ならびに／または図９、図１０、および／もしくは図
１１を参照して説明された装置９１５、１０１５、および／もしくは１１１５のうちの１
つもしくは複数の態様の例であり得る。ＵＥ１５１５は、図１、図２、図３、図４、図５
、図６、図７、図８、図９、図１０、および／または図１１を参照して説明されたＵＥお
よび／または装置の特徴および機能の少なくとも一部をインプリメントするように構成さ
れ得る。
【０１７６】
　[0198]ＵＥ１５１５は、ＵＥプロセッサ１５１０、ＵＥメモリ１５２０、（ＵＥトラン
シーバ１５３０によって表される）少なくとも１つのＵＥトランシーバ、（ＵＥアンテナ
１５４０によって表される）少なくとも１つのＵＥアンテナ、および／またはＵＥワイヤ
レス通信管理構成要素１５６０を含み得る。これらの構成要素の各々は、１つまたは複数
のバス１５３５を通じて、直接または間接的に互いに通信していることがある。
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【０１７７】
　[0199]ＵＥメモリ１５２０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および／または読取
り専用メモリ（ＲＯＭ）を含み得る。ＵＥメモリ１５２０は、実行されると、基地局から
（たとえば、図１および／または図２を参照して説明された基地局１０５、２０５、およ
び／または２０５－ａのうちの１つから）同期信号を受信するための免許不要の無線周波
数スペクトル帯域のモニタを含む、ワイヤレス通信に関する本明細書で説明される様々な
機能をＵＥプロセッサ１５１０に実行させるように構成された命令を含む、コンピュータ
可読のコンピュータ実行可能コード１５２５を記憶し得る。代替的に、コード１５２５は
、ＵＥプロセッサ１５１０によって直接的に実行可能ではないことがあるが、（たとえば
、コンパイルされ実行されると）本明細書で説明される様々な機能をＵＥ１５１５に実行
させるように構成され得る。
【０１７８】
　[0200]ＵＥプロセッサ１５１０は、インテリジェントハードウェアデバイス、たとえば
、中央処理装置（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。ＵＥプロ
セッサ１５１０は、ＵＥトランシーバ１５３０を通じて受信された情報、および／または
ＵＥアンテナ１５４０を通じた送信のためにＵＥトランシーバ１５３０に送られるべき情
報を処理し得る。ＵＥプロセッサ１５１０は、単独でまたはＵＥワイヤレス通信管理構成
要素１５６０とともに、免許要の無線周波数スペクトル帯域（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａ通信のために使用可能な免許要の無線周波数スペクトル帯域のような、特定の用途の
ために特定のユーザに免許が与えられているので、送信装置がアクセスを争わなくてよい
無線周波数スペクトル帯域）および／または免許不要の無線周波数スペクトル帯域（たと
えば、Ｗｉ－Ｆｉ用途のような免許不要の用途に利用可能であるので、送信装置がアクセ
スを争い得る無線周波数スペクトル帯域）を通じて通信すること（あるいはその帯域を通
じた通信を管理すること）の様々な態様を扱い得る。
【０１７９】
　[0201]ＵＥトランシーバ１５３０は、パケットを変調し、変調されたパケットを送信の
ためにＵＥアンテナ１５４０に与え、ＵＥアンテナ１５４０から受信されたパケットを復
調するように構成されたモデムを含み得る。ＵＥトランシーバ１５３０は、いくつかの例
では、１つまたは複数のＵＥ送信機および１つまたは複数の別個のＵＥ受信機としてイン
プリメントされ得る。ＵＥトランシーバ１５３０は、免許要の無線周波数スペクトル帯域
および／または免許不要の無線周波数スペクトル帯域における通信をサポートし得る。Ｕ
Ｅトランシーバ１５３０は、ＵＥアンテナ１５４０を介して１つまたは複数の基地局と双
方向に通信するように構成され得る。ＵＥ１５１５は単一のＵＥアンテナを含み得るが、
ＵＥ１５１５が複数のＵＥアンテナ１５４０を含み得る例があり得る。
【０１８０】
　[0202]ＵＥ状態構成要素１５５０は、たとえば、ＲＲＣアイドル状態とＲＲＣ接続状態
との間のＵＥ１５１５の遷移を管理するために使用されてよく、１つまたは複数のバス１
５３５を通じて、直接または間接的に、ＵＥ１５１５の他の構成要素と通信していること
がある。ＵＥ状態構成要素１５５０もしくはそれの部分は、プロセッサを含んでよく、な
らびに／またはＵＥ状態構成要素１５５０の機能の一部もしくはすべては、ＵＥプロセッ
サ１５１０によって、および／もしくはＵＥプロセッサ１５１０とともに実行され得る。
【０１８１】
　[0203]ＵＥワイヤレス通信管理構成要素１５６０は、免許要の無線周波数スペクトル帯
域および／または免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じたワイヤレス通信に関する
、図１、図２、図３、図４、図５、図６、図７、図８、図９、図１０、および／または図
１１を参照して説明されたＵＥおよび／または装置の特徴および機能の一部またはすべて
を実行および／または制御するように構成され得る。たとえば、ＵＥワイヤレス通信管理
構成要素１５６０は、免許要の無線周波数スペクトル帯域および／または免許不要の無線
周波数スペクトル帯域を使用して、補助ダウンリンクモード、キャリアアグリゲーション
モード、および／またはスタンドアロンモードをサポートするように構成され得る。ＵＥ
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ワイヤレス通信管理構成要素１５６０は、免許要の無線周波数スペクトル帯域におけるＬ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信を扱うように構成された免許要のＲＦスペクトル帯域のためのＵＥ
　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ構成要素１５６５と、免許不要の無線周波数スペクトル帯域におけ
るＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信を扱うように構成された免許不要のＲＦスペクトル帯域のため
のＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ構成要素１５７０とを含み得る。ＵＥワイヤレス通信管理構
成要素１５６０もしくはそれの部分は、プロセッサを含んでよく、ならびに／またはＵＥ
ワイヤレス通信管理構成要素１５６０の機能の一部もしくはすべては、ＵＥプロセッサ１
５１０によって、および／もしくはＵＥプロセッサ１５１０とともに実行され得る。いく
つかの例では、ＵＥワイヤレス通信管理構成要素１５６０は、図９、図１０、および／ま
たは図１１を参照して説明されたワイヤレス通信管理構成要素９２０、１０２０、および
／または１１２０の例であり得る。
【０１８２】
　[0204]図１６は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信において使用するための
基地局１６０５（たとえば、ｅＮＢの一部またはすべてを形成する基地局）のブロック図
１６００を示す。いくつかの例では、基地局１６０５は、図１および／もしくは図２を参
照して説明された基地局１０５、２０５、および／または２０５－ａのうちの１つもしく
は複数の態様、ならびに／または図１２、図１３、および／もしくは図１４を参照して説
明された装置１２０５、１３０５、および／もしくは１４０５のうちの１つもしくは複数
の態様の例であり得る。基地局１６０５は、図１、図２、図３、図４、図５、図６、図７
、図８、図１２、図１３、および／または図１４を参照して説明された基地局、送信装置
、および／または受信装置の特徴および機能の少なくとも一部をインプリメントまたは支
援するように構成され得る。
【０１８３】
　[0205]基地局１６０５は、基地局プロセッサ１６１０、基地局メモリ１６２０、（基地
局トランシーバ１６５０によって表される）少なくとも１つの基地局トランシーバ、（基
地局アンテナ１６５５によって表される）少なくとも１つの基地局アンテナ、および／ま
たは基地局ワイヤレス通信管理構成要素１６６０を含み得る。基地局１６０５はまた、基
地局通信構成要素１６３０および／またはネットワーク通信構成要素１６４０のうちの１
つまたは複数を含み得る。これらの構成要素の各々は、１つまたは複数のバス１６３５を
通じて、直接または間接的に互いに通信していることがある。
【０１８４】
　[0206]基地局メモリ１６２０は、ＲＡＭおよび／またはＲＯＭを含み得る。基地局メモ
リ１６２０は、実行されると、タイミングウィンドウ、同期信号、および／またはタイミ
ング情報の送信を含む、ワイヤレス通信に関する本明細書で説明される様々な機能を基地
局プロセッサ１６１０に実行させるように構成された命令を含む、コンピュータ可読のコ
ンピュータ実行可能コード１６２５を記憶し得る。代替的に、コード１６２５は、基地局
プロセッサ１６１０によって直接的に実行可能ではないことがあるが、（たとえば、コン
パイルされ実行されると）本明細書で説明される様々な機能を基地局１６０５に実行させ
るように構成され得る。
【０１８５】
　[0207]基地局プロセッサ１６１０は、インテリジェントハードウェアデバイス、たとえ
ば、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。基地局プロセッサ１６１
０は、基地局トランシーバ１６５０、基地局通信構成要素１６３０、および／またはネッ
トワーク通信構成要素１６４０を通じて受信された情報を処理し得る。基地局プロセッサ
１６１０はまた、アンテナ１６５５を通じた送信のためにトランシーバ１６５０に、１つ
もしくは複数の他の基地局１６０５－ａおよび１６０５－ｂへの送信のために基地局通信
構成要素１６３０に、ならびに／または図１を参照して説明されたコアネットワーク１３
０の１つもしくは複数の態様の例であり得るコアネットワーク１６４５への送信のために
ネットワーク通信構成要素１６４０に送られるべき情報を処理し得る。基地局プロセッサ
１６１０は、単独でまたは基地局ワイヤレス通信管理構成要素１６６０とともに、免許要
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の無線周波数スペクトル帯域（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用可能な免
許要の無線周波数スペクトル帯域のような、特定の用途のために特定のユーザに免許が与
えられているので、送信装置がアクセスを争わなくてよい無線周波数スペクトル帯域）お
よび／または免許不要の無線周波数スペクトル帯域（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ用途のような
免許不要の用途に利用可能であるので、送信装置がアクセスを争い得る無線周波数スペク
トル帯域）を通じて通信すること（あるいはその帯域を通じた通信を管理すること）の様
々な態様を扱い得る。
【０１８６】
　[0208]基地局トランシーバ１６５０は、パケットを変調し、変調されたパケットを送信
のために基地局アンテナ１６５５に与え、基地局アンテナ１６５５から受信されたパケッ
トを復調するように構成されたモデムを含み得る。基地局トランシーバ１６５０は、いく
つかの例では、１つまたは複数の基地局送信機および１つまたは複数の別個の基地局受信
機としてインプリメントされ得る。基地局トランシーバ１６５０は、免許要の無線周波数
スペクトル帯域および／または免許不要の無線周波数スペクトル帯域における通信をサポ
ートし得る。基地局トランシーバ１６５０は、図１、図２、および／または図１５を参照
して説明されたＵＥ１１５、２１５－ａ、２１５－ｂ、２１５－ｃ、および／または１５
１５のうちの１つまたは複数のような、１つまたは複数のＵＥと、アンテナ１６５５を介
して双方向に通信するように構成され得る。基地局１６０５は、たとえば、複数の基地局
アンテナ１６５５（たとえば、アンテナアレイ）を含み得る。基地局１６０５は、ネット
ワーク通信構成要素１６４０を通じてコアネットワーク１６４５と通信し得る。基地局１
６０５はまた、基地局通信構成要素１６３０を使用して、基地局１６０５－ａおよび１６
０５－ｂのような他の基地局と通信し得る。
【０１８７】
　[0209]基地局ワイヤレス通信管理構成要素１６６０は、免許要の無線周波数スペクトル
帯域および／または免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じたワイヤレス通信に関す
る、図１、図２、図３、図４、図５、図６、図７、図８、図１２、図１３、および／また
は図１４を参照して説明された基地局および／または装置の特徴および機能の一部または
すべてを実行および／または制御するように構成され得る。たとえば、基地局ワイヤレス
通信管理構成要素１６６０は、免許要の無線周波数スペクトル帯域および／または免許不
要の無線周波数スペクトル帯域を使用して、補助ダウンリンクモード、キャリアアグリゲ
ーションモード、および／またはスタンドアロンモードをサポートするように構成され得
る。基地局ワイヤレス通信管理構成要素１６６０は、免許要の無線周波数スペクトル帯域
におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信を扱うように構成された免許要のＲＦスペクトル帯域の
ための基地局ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ構成要素１６６５と、免許不要の無線周波数スペクトル
帯域におけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信を扱うように構成された免許不要のＲＦスペクトル
帯域のための基地局ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ構成要素１６７０とを含み得る。基地局ワイヤレ
ス通信管理構成要素１６６０もしくはそれの部分は、プロセッサを含んでよく、ならびに
／または基地局ワイヤレス通信管理構成要素１６６０の機能の一部もしくはすべては、基
地局プロセッサ１６１０によって、および／もしくは基地局プロセッサ１６１０とともに
実行され得る。いくつかの例では、基地局ワイヤレス通信管理構成要素１６６０は、図１
２、図１３、および／または図１４を参照して説明されたワイヤレス通信管理構成要素１
２２０、１３２０、および／または１４２０の例であり得る。
【０１８８】
　[0210]図１７は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１７００の
例を示すフローチャートである。明快にするために、方法１７００は、図１、図２、およ
び／もしくは図１５を参照して説明されたＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ
、２１５－ｃ、および／もしくは１５１５のうちの１つもしくは複数の態様、ならびに／
または図９および／もしくは図１０を参照して説明された装置９１５および／もしくは１
０１５のうちの１つもしくは複数の態様を参照して以下で説明される。いくつかの例では
、ＵＥまたは装置は、以下で説明される機能を実行するようにＵＥまたは装置の機能要素
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を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。追加または代替として
、ＵＥまたは装置は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能のうちの１つ
または複数を実行し得る。
【０１８９】
　[0211]ブロック１７０５において、方法１７００は、ＵＥにおいて免許不要の無線周波
数スペクトル帯域を通じて、同期信号の送信に関連付けられる時間ウィンドウのインジケ
ーションを受信することを含み得る。いくつかの例では、免許不要の無線周波数スペクト
ル帯域は、Ｗｉ－Ｆｉ用途のような免許不要の用途に利用可能であるので装置がアクセス
を争い得る無線周波数スペクトル帯域を含み得る。いくつかの例では、時間ウィンドウの
インジケーションは、ＳＩＢおよび／またはＭＩＢにおいて受信され得る。いくつかの例
では、時間ウィンドウのインジケーションは、ＲＲＣメッセージにおいて受信され得る。
いくつかの例では、同期信号は、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳ（たとえば、ｅＣＲＳ）、およ
び／またはＣＳＩ－ＲＳを含み得る。ブロック１７０５における動作は、図９、図１０、
および／もしくは図１５を参照して説明されたワイヤレス通信管理構成要素９２０、１０
２０、および／もしくは１５６０、ならびに／または図９および／もしくは図１０を参照
して説明された時間ウィンドウ管理構成要素９３５および／もしくは１０３５を使用して
実行され得る。
【０１９０】
　[0212]ブロック１７１０において、方法１７００は、基地局（たとえば、ｅＮＢの基地
局）から同期信号を受信するために、時間ウィンドウの間に免許不要の無線周波数スペク
トル帯域をモニタすることを含み得る。ブロック１７１０における動作は、図９、図１０
、および／もしくは図１５を参照して説明されたワイヤレス通信管理構成要素９２０、１
０２０、および／もしくは１５６０、ならびに／または図９および／もしくは図１０を参
照して説明された同期信号モニタ構成要素９４０および／もしくは１０５０を使用して実
行され得る。
【０１９１】
　[0213]このようにして、方法１７００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１７００は
一実装形態にすぎず、方法１７００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成さ
れるか、または別の方法で修正され得ることに留意されたい。
【０１９２】
　[0214]図１８は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１８００の
例を示すフローチャートである。明快にするために、方法１８００は、図１、図２、およ
び／もしくは図１５を参照して説明されたＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ
、２１５－ｃ、および／もしくは１５１５のうちの１つもしくは複数の態様、ならびに／
または図９および／もしくは図１０を参照して説明された装置９１５および／もしくは１
０１５のうちの１つもしくは複数の態様を参照して以下で説明される。いくつかの例では
、ＵＥまたは装置は、以下で説明される機能を実行するようにＵＥまたは装置の機能要素
を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。追加または代替として
、ＵＥまたは装置は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能のうちの１つ
または複数を実行し得る。
【０１９３】
　[0215]ブロック１８０５において、方法１８００は、ＵＥにおいて免許不要の無線周波
数スペクトル帯域を通じて、同期信号の送信に関連付けられる時間ウィンドウのインジケ
ーションを受信することを含み得る。いくつかの例では、免許不要の無線周波数スペクト
ル帯域は、Ｗｉ－Ｆｉ用途のような免許不要の用途に利用可能であるので装置がアクセス
を争い得る無線周波数スペクトル帯域を含み得る。いくつかの例では、時間ウィンドウの
インジケーションは、ＳＩＢおよび／またはＭＩＢにおいて受信され得る。いくつかの例
では、時間ウィンドウのインジケーションは、ＲＲＣメッセージにおいて受信され得る。
いくつかの例では、同期信号は、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳ（たとえば、ｅＣＲＳ）、およ
び／またはＣＳＩ－ＲＳを含み得る。ブロック１８０５における動作は、図９、図１０、
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および／もしくは図１５を参照して説明されたワイヤレス通信管理構成要素９２０、１０
２０、および／もしくは１５６０、ならびに／または図９および／もしくは図１０を参照
して説明された時間ウィンドウ管理構成要素９３５および／もしくは１０３５を使用して
実行され得る。
【０１９４】
　[0216]ブロック１８１０において、方法１８００は、基地局（たとえば、ｅＮＢの基地
局）から同期信号を受信するために、免許不要の無線周波数スペクトル帯域をモニタする
ことを含み得る。いくつかの例では、モニタすることは、時間ウィンドウの前にＵＥの受
信機をスリープ状態からウェイクアップさせることを含み得る。ブロック１８１０におけ
る動作は、図９、図１０、および／もしくは図１５を参照して説明されたワイヤレス通信
管理構成要素９２０、１０２０、および／もしくは１５６０、ならびに／または図９およ
び／もしくは図１０を参照して説明された同期信号モニタ構成要素９４０および／もしく
は１０５０を使用して実行され得る。
【０１９５】
　[0217]いくつかの例では、ブロック１８１０において実行されるモニタは、時間ウィン
ドウの間に免許不要の無線周波数スペクトル帯域をモニタすること、基地局のＣＥＴの間
に免許不要の無線周波数スペクトル帯域をモニタすること、および／または周期固定サブ
フレームロケーションの間に免許不要の無線周波数スペクトル帯域をモニタすることを含
み得る。いくつかの例では、時間ウィンドウは、基地局の少なくとも１つのＣＥＴに取っ
て代わり得る。
【０１９６】
　[0218]ブロック１８１５において、方法１８００は、時間ウィンドウの間に基地局から
同期信号を受信することを含み得る。ブロック１８１５における動作は、図９、図１０、
および／もしくは図１５を参照して説明されたワイヤレス通信管理構成要素９２０、１０
２０、および／もしくは１５６０、図９および／もしくは図１０を参照して説明された同
期信号モニタ構成要素９４０および／もしくは１０５０、ならびに／または図１０を参照
して説明された同期信号処理構成要素１０６０を使用して実行され得る。
【０１９７】
　[0219]ブロック１８２０において、方法１８００は、時間ウィンドウの間に、基地局か
らタイミング情報を受信することを含み得る。いくつかの例では、タイミング情報は、基
地局の現在のフレーム、基地局の現在のサブフレーム、および／または現在のシンボルの
インジケーションを含み得る。同じくまたは代替的に、ブロック１８２０において、方法
１８００は、時間ウィンドウの間に基地局に関するシステム情報を受信することを含み得
る。システム情報は、ＳＩＢおよび／またはＭＩＢにおいて受信され得る。ブロック１８
２０における動作は、図９、図１０、および／もしくは図１５を参照して説明されたワイ
ヤレス通信管理構成要素９２０、１０２０、および／もしくは１５６０、ならびに／また
は図１０を参照して説明されたタイミング情報処理構成要素１０７０を使用して実行され
得る。
【０１９８】
　[0220]ブロック１８２５において、方法１８００は、基地局のＣＥＴの間に基地局から
同期信号を受信することを含み得る。ブロック１８２５における動作は、図９、図１０、
および／もしくは図１５を参照して説明されたワイヤレス通信管理構成要素９２０、１０
２０、および／もしくは１５６０、図９および／もしくは図１０を参照して説明された同
期信号モニタ構成要素９４０および／もしくは１０５０、ならびに／または図１０を参照
して説明された同期信号処理構成要素１０６０を使用して実行され得る。
【０１９９】
　[0221]ブロック１８３０において、方法１８００は、周期固定サブフレームロケーショ
ンの間にＣＣＡに従った同期信号の送信を受信することを含み得る。ブロック１８３０に
おける動作は、図９、図１０、および／もしくは図１５を参照して説明されたワイヤレス
通信管理構成要素９２０、１０２０、および／もしくは１５６０、図９および／もしくは
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図１０を参照して説明された同期信号モニタ構成要素９４０および／もしくは１０５０、
ならびに／または図１０を参照して説明された同期信号処理構成要素１０６０を使用して
実行され得る。
【０２００】
　[0222]方法１８００のいくつかの例では、ブロック１８０５においてインジケーション
が受信される時間ウィンドウは、ブロック１８３０において受信されるＣＣＡに従った送
信とは異なる、免許不要の無線周波数スペクトル帯域のサブキャリア周波数のセットに関
連付けられ得る。方法１８００の同じ例または代替例では、時間ウィンドウは、ブロック
１８１０においてモニタされる周期固定サブフレームロケーションと時間的に重複し得る
。
【０２０１】
　[0223]ブロック１８３５において、方法１８００は、ブロック１８１５において受信さ
れた同期信号に対してＲＲＭ測定を実行することを含み得る。ブロック１８３５における
動作は、図９、図１０、および／もしくは図１５を参照して説明されたワイヤレス通信管
理構成要素９２０、１０２０、および／もしくは１５６０、ならびに／または図１０を参
照して説明された同期信号処理構成要素１０６０および／もしくは測定構成要素１０６５
を使用して実行され得る。
【０２０２】
　[0224]ブロック１８４０において、方法１８００は、ブロック１８２０において受信さ
れたタイミング情報に少なくとも部分的に基づいて、ＵＥを基地局と同期させることを含
み得る。同期はまた、ブロック１８３５において実行されたＲＲＭ測定に少なくとも部分
的に基づき得る。ブロック１８４０における動作は、図９、図１０、および／もしくは図
１５を参照して説明されたワイヤレス通信管理構成要素９２０、１０２０、および／もし
くは１５６０、ならびに／または図１０を参照して説明された同期構成要素１０７５を使
用して実行され得る。
【０２０３】
　[0225]このようにして、方法１８００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１８００は
一実装形態にすぎず、方法１８００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成さ
れるか、または別の方法で修正され得ることに留意されたい。
【０２０４】
　[0226]図１９は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１９００の
例を示すフローチャートである。明快にするために、方法１９００は、図１、図２、およ
び／もしくは図１５を参照して説明されたＵＥ１１５、２１５、２１５－ａ、２１５－ｂ
、２１５－ｃ、および／もしくは１５１５のうちの１つもしくは複数の態様、ならびに／
または図１０および／もしくは図１１を参照して説明された装置１０１５および／もしく
は１１１５のうちの１つもしくは複数の態様を参照して以下で説明される。いくつかの例
では、ＵＥまたは装置は、以下で説明される機能を実行するようにＵＥまたは装置の機能
要素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。追加または代替と
して、ＵＥまたは装置は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能のうちの
１つまたは複数を実行し得る。
【０２０５】
　[0227]ブロック１９０５において、方法１９００は、ＵＥにおいて、基地局（たとえば
、ｅＮＢの基地局）から同期信号の送信を受信するために、免許不要の無線周波数スペク
トル帯域をモニタすることを含み得る。いくつかの例では、免許不要の無線周波数スペク
トル帯域は、Ｗｉ－Ｆｉ用途のような免許不要の用途に利用可能であるので装置がアクセ
スを争い得る無線周波数スペクトル帯域を含み得る。いくつかの例では、同期信号は、Ｐ
ＳＳ、ＳＳＳ、ＣＲＳ（たとえば、ｅＣＲＳ）、および／またはＣＳＩ－ＲＳを含み得る
。ブロック１９１５における動作は、図１０、図１１、および／もしくは図１５を参照し
て説明されたワイヤレス通信管理構成要素１０２０、１１２０、および／もしくは１５６
０、ならびに／または図１０および／もしくは図１１を参照して説明された同期信号モニ
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タ構成要素１０５０および／もしくは１１３５を使用して実行され得る。
【０２０６】
　[0228]ブロック１９１０において、方法１９００は、基地局から同期信号を受信するこ
とを含み得る。いくつかの例では、同期信号の送信は非同期的に受信され得る。いくつか
の例では、同期信号は、タイミング情報とともに受信され得る。タイミング情報は、基地
局の現在のフレームおよび基地局の現在のサブフレームの（たとえば、同期信号のサブフ
レーム同期送信に関する）インジケーションを含み得る。いくつかの例では、タイミング
情報は、基地局の現在のフレーム、基地局の現在のサブフレーム、および／または現在の
シンボルの（たとえば、同期信号のサブフレーム非同期およびＯＦＤＭシンボル同期送信
に関する）インジケーションを含み得る。ブロック１９１０における動作は、図１０、図
１１、および／もしくは図１５を参照して説明されたワイヤレス通信管理構成要素１０２
０、１１２０、および／もしくは１５６０、ならびに／または図１０および／もしくは図
１１を参照して説明されたタイミング情報処理構成要素１０７０および／もしくは１１４
０を使用して実行され得る。
【０２０７】
　[0229]いくつかの例では、方法１９００は、ブロック１９１０において受信された同期
信号に対してＲＲＭ測定を実行することを含み得る。
【０２０８】
　[0230]いくつかの例では、方法１９００は、ブロック１９１０において受信されたタイ
ミング情報に少なくとも部分的に基づいて、ＵＥを基地局と同期させることを含み得る。
同期はまた、同期信号に対するＲＲＭ測定に少なくとも部分的に基づき得る。
【０２０９】
　[0231]いくつかの例では、方法１９００は、同期信号とともに基地局に関するシステム
情報を受信することを含み得る。システム情報は、ＳＩＢおよび／またはＭＩＢにおいて
受信され得る。
【０２１０】
　[0232]このようにして、方法１９００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１９００は
一実装形態にすぎず、方法１９００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成さ
れるか、または別の方法で修正され得ることに留意されたい。
【０２１１】
　[0233]いくつかの例では、図１７、図１８、および／または図１９を参照して説明され
た方法１７００、１８００、および／または１９００のうちの１つまたは複数の態様が組
み合わせられ得る。
【０２１２】
　[0234]図２０は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法２０００の
例を示すフローチャートである。明快にするために、方法２０００は、図１、図２、およ
び／もしくは図１６を参照して説明された基地局１０５、２０５、２０５－ａ、および／
もしくは１６０５のうちの１つもしくは複数の態様、ならびに／または図１２および／も
しくは図１３を参照して説明された装置１２０５および／もしくは１３０５のうちの１つ
もしくは複数の態様を参照して以下で説明される。いくつかの例では、基地局（たとえば
、ｅＮＢの基地局）または装置は、以下で説明される機能を実行するように基地局または
装置の機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。追加ま
たは代替として、基地局または装置は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される
機能のうちの１つまたは複数を実行し得る。
【０２１３】
　[0235]ブロック２００５において、方法２０００は、同期信号の送信に関連付けられる
時間ウィンドウのインジケーションを送信することを含み得る。時間ウィンドウのインジ
ケーションは、免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて送信され得る。いくつかの
例では、免許不要の無線周波数スペクトル帯域は、Ｗｉ－Ｆｉ用途のような免許不要の用
途に利用可能であるので装置がアクセスを争い得る無線周波数スペクトル帯域を含み得る



(44) JP 6599438 B2 2019.10.30

10

20

30

40

50

。いくつかの例では、時間ウィンドウのインジケーションは、ＳＩＢおよび／またはＭＩ
Ｂにおいて送信され得る。いくつかの例では、時間ウィンドウのインジケーションは、Ｒ
ＲＣメッセージにおいて送信され得る。いくつかの例では、同期信号は、ＰＳＳ、ＳＳＳ
、ＣＲＳ（たとえば、ｅＣＲＳ）、および／またはＣＳＩ－ＲＳを含み得る。ブロック２
００５における動作は、図１２、図１３、および／もしくは図１６を参照して説明された
ワイヤレス通信管理構成要素１２２０、１３２０、および／もしくは１６６０、ならびに
／または図１２および／もしくは図１３を参照して説明された時間ウィンドウ管理構成要
素１２３５および／もしくは１３３５を使用して実行され得る。
【０２１４】
　[0236]ブロック２０１０において、方法２０００は、時間ウィンドウの間に免許不要の
無線周波数スペクトル帯域に対していくつかのＣＣＡを実行することを含み得る。いくつ
かの例では、いくつかのＣＣＡは、単一のＣＣＡを含み得る。いくつかの例では、いくつ
かのＣＣＡは、複数のＣＣＡを含み得る。ブロック２０１０における動作は、図１２、図
１３、および／もしくは図１６を参照して説明されたワイヤレス通信管理構成要素１２２
０、１３２０、および／もしくは１６６０、ならびに／または図１２および／もしくは図
１３を参照して説明されたＣＣＡ管理構成要素１２４０および／もしくは１３４５を使用
して実行され得る。
【０２１５】
　[0237]ブロック２０１５において、方法２０００は、時間ウィンドウの間の送信時間に
免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて同期信号を送信することを含み得る。送信
時間は、ブロック２０１０において実行されたＣＣＡのうちの少なくとも１つの結果に少
なくとも部分的に基づき得る。ブロック２０１５における動作は、図１２、図１３、およ
び／もしくは図１６を参照して説明されたワイヤレス通信管理構成要素１２２０、１３２
０、および／もしくは１６６０、図１２および／もしくは図１３を参照して説明された同
期信号管理構成要素１２４５および／もしくは１３５５、ならびに／または図１３を参照
して説明された送信管理構成要素１３５０を使用して実行され得る。
【０２１６】
　[0238]このようにして、方法２０００はワイヤレス通信を提供し得る。方法２０００は
一実装形態にすぎず、方法２０００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成さ
れるか、または別の方法で修正され得ることに留意されたい。
【０２１７】
　[0239]図２１は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法２１００の
例を示すフローチャートである。明快にするために、方法２１００は、図１、図２、およ
び／もしくは図１６を参照して説明された基地局１０５、２０５、２０５－ａ、および／
もしくは１６０５のうちの１つもしくは複数の態様、ならびに／または図１２および／も
しくは図１３を参照して説明された装置１２０５、１３０５、および／もしくは１４０５
のうちの１つもしくは複数の態様を参照して以下で説明される。いくつかの例では、基地
局（たとえば、ｅＮＢの基地局）または装置は、以下で説明される機能を実行するように
基地局または装置の機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し
得る。追加または代替として、基地局または装置は、専用ハードウェアを使用して、以下
で説明される機能のうちの１つまたは複数を実行し得る。
【０２１８】
　[0240]ブロック２１０５において、方法２１００は、同期信号の送信に関連付けられる
時間ウィンドウのインジケーションを送信することを含み得る。時間ウィンドウのインジ
ケーションは、免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて送信され得る。いくつかの
例では、免許不要の無線周波数スペクトル帯域は、Ｗｉ－Ｆｉ用途のような免許不要の用
途に利用可能であるので装置がアクセスを争い得る無線周波数スペクトル帯域を含み得る
。いくつかの例では、時間ウィンドウのインジケーションは、ＳＩＢおよび／またはＭＩ
Ｂにおいて送信され得る。いくつかの例では、時間ウィンドウのインジケーションは、Ｒ
ＲＣメッセージにおいて送信され得る。いくつかの例では、時間ウィンドウは、基地局の
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少なくとも１つのＣＥＴに取って代わり得る。いくつかの例では、同期信号は、ＰＳＳ、
ＳＳＳ、および／またはＣＲＳ（たとえば、ｅＣＲＳ）を含み得る。ブロック２１０５に
おける動作は、図１２、図１３、および／もしくは図１６を参照して説明されたワイヤレ
ス通信管理構成要素１２２０、１３２０、および／もしくは１６６０、ならびに／または
図１２および／もしくは図１３を参照して説明された時間ウィンドウ管理構成要素１２３
５および／もしくは１３３５を使用して実行され得る。
【０２１９】
　[0241]ブロック２１１０、ブロック２１１５、および／またはブロック２１２０におい
て、方法２１００は、時間ウィンドウの間に免許不要の無線周波数スペクトル帯域に対し
ていくつかのＣＣＡを実行することを含み得る。より具体的には，ブロック２１１０にお
いて、方法２１００は、時間ウィンドウの間に免許不要の無線周波数スペクトル帯域に対
してＣＣＡを実行することを含み得る。ブロック２１１５において、方法２１００は、Ｃ
ＣＡが成功したかどうかを決定することを含み得る。ＣＣＡが成功したと決定されたとき
、方法２１００はブロック２１２５に進み得る。ＣＣＡが成功しなかったと決定されたと
き、方法２１００はブロック２１２０に進み得る。ブロック２１２０において、方法２１
００は、時間ウィンドウの間に実行されるべきいくつかのＣＣＡのすべてが実行されたか
どうかを決定することを含み得る。いくつかの例では、いくつかのＣＣＡは、単一のＣＣ
Ａを含み得る。いくつかの例では、いくつかのＣＣＡは、複数のＣＣＡを含み得る。いく
つかのＣＣＡのうちの少なくとも１つのＣＣＡがまだ実行されていないと決定されたとき
、方法２１００は、ブロック２１１０においていくつかのＣＣＡのうちの次のＣＣＡを実
行することを含み得る。いくつかのＣＣＡにおけるＣＣＡの各々がすでに実行されたと決
定され、および／または時間ウィンドウの間に実行されたいくつかのＣＣＡのうちのいず
れも成功しなかったと決定されたとき、方法２１００はブロック２１２５に進み得る。ブ
ロック２１１０、２１１５、および／または２１２０における動作は、図１２、図１３、
および／もしくは図１６を参照して説明されたワイヤレス通信管理構成要素１２２０、１
３２０、および／もしくは１６６０、ならびに／または図１２および／もしくは図１３を
参照して説明されたＣＣＡ管理構成要素１２４０および／もしくは１３４５を使用して実
行され得る。
【０２２０】
　[0242]ブロック２１２５において、方法２１００は、同期信号が送信されることになる
サブフレームに関するＤＣＩを送信することを含み得る。ＤＣＩは、サブフレームにおい
て同期信号を送信するために使用されることになる少なくとも１つのリソースをシグナリ
ングし得る。ブロック２１２５における動作は、図１２、図１３、および／もしくは図１
６を参照して説明されたワイヤレス通信管理構成要素１２２０、１３２０、および／もし
くは１６６０、ならびに／または図１３を参照して説明された送信管理構成要素１３５０
および／もしくは情報管理構成要素１３６０を使用して実行され得る。
【０２２１】
　[0243]ブロック２１３０において、方法２１００は、時間ウィンドウの間の送信時間に
免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて同期信号を送信することを含み得る。送信
時間は、ブロック２１１０において実行されたＣＣＡのうちの少なくとも１つの結果に少
なくとも部分的に基づき得る。いくつかの例では、送信時間は、ブロック２１１５におい
て識別される、ブロック２１１０において時間ウィンドウの間に実行されたＣＣＡのうち
の最初の成功したものに後続し得る。いくつかの例では、送信時間は、ブロック２１２０
において識別される、ブロック２１１０において時間ウィンドウの間に実行されたＣＣＡ
のうちの最後の不成功のものに後続し得、および／または送信時間は、時間ウィンドウの
終わりに発生し得る。ブロック２１３０における動作は、図１２、図１３、および／もし
くは図１６を参照して説明されたワイヤレス通信管理構成要素１２２０、１３２０、およ
び／もしくは１６６０、図１２および／もしくは図１３を参照して説明された同期信号管
理構成要素１２４５および／もしくは１３５５、ならびに／または図１３を参照して説明
された送信管理構成要素１３５０を使用して実行され得る。



(46) JP 6599438 B2 2019.10.30

10

20

30

40

50

【０２２２】
　[0244]ブロック２１３５において、方法２１００は、時間ウィンドウの間にタイミング
情報を送信することを含み得る。いくつかの例では、タイミング情報は、基地局の現在の
フレーム、基地局の現在のサブフレーム、および／または現在のシンボルのインジケーシ
ョンを含み得る。同じくまたは代替的に、ブロック２１３５において、方法２１００は、
時間ウィンドウの間に基地局に関するシステム情報を送信することを含み得る。いくつか
の例では、システム情報は、ＳＩＢおよび／またはＭＩＢにおいて送信され得る。ブロッ
ク２１３５における動作は、図１２、図１３、および／もしくは図１６を参照して説明さ
れたワイヤレス通信管理構成要素１２２０、１３２０、および／もしくは１６６０、なら
びに／または図１３を参照して説明された送信管理構成要素１３５０および／もしくは情
報管理構成要素１３６０を使用して実行され得る。
【０２２３】
　[0245]ブロック２１４０において、方法２１００は、ＣＥＴの間に免許不要の無線周波
数スペクトル帯域を通じて同期信号を送信することを含み得る。同じくまたは代替的に、
ブロック２１４０において、方法２１００は、周期固定サブフレームロケーションの間に
、機会主義的に免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて同期信号を送信することを
含み得る。いくつかの例では、時間ウィンドウは、ＣＣＡに従った送信とは異なる、免許
不要の無線周波数スペクトル帯域のサブキャリア周波数のセットに関連付けられ得る。い
くつかの例では、時間ウィンドウは、基地局の周期固定サブフレームロケーションと時間
的に重複し得る。ブロック２１４０における動作は、図１２、図１３、および／もしくは
図１６を参照して説明されたワイヤレス通信管理構成要素１２２０、１３２０、および／
もしくは１６６０、図１２および／もしくは図１３を参照して説明された同期信号管理構
成要素１２４５および／もしくは１３５５、ならびに／または図１３を参照して説明され
たＣＥＴ管理構成要素１３４０および／もしくは送信管理構成要素１３５０を使用して実
行され得る。
【０２２４】
　[0246]このようにして、方法２１００はワイヤレス通信を提供し得る。方法２１００は
一実装形態にすぎず、方法２１００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成さ
れるか、または別の方法で修正され得ることに留意されたい。
【０２２５】
　[0247]図２２は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法２２００の
例を示すフローチャートである。明快にするために、方法２２００は、図１、図２、およ
び／もしくは図１６を参照して説明された基地局１０５、２０５、２０５－ａ、および／
もしくは１６０５のうちの１つもしくは複数の態様、ならびに／または図１３および／も
しくは図１４を参照して説明された装置１３０５および／もしくは１４０５のうちの１つ
もしくは複数の態様を参照して以下で説明される。いくつかの例では、基地局（たとえば
、ｅＮＢの基地局）または装置は、以下で説明される機能を実行するように基地局または
装置の機能要素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。追加ま
たは代替として、基地局または装置は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明される
機能のうちの１つまたは複数を実行し得る。
【０２２６】
　[0248]ブロック２２０５において、方法２２００は、免許不要の無線周波数スペクトル
帯域に対していくつかのＣＣＡを実行することを含み得る。いくつかの例では、いくつか
のＣＣＡは、複数のＣＣＡを含み得る。いくつかのＣＣＡの各々は、成功するか、または
不成功に終わり得る。いくつかの例では、免許不要の無線周波数スペクトル帯域は、Ｗｉ
－Ｆｉ用途のような免許不要の用途に利用可能であるので装置がアクセスを争い得る無線
周波数スペクトル帯域を含み得る。ブロック２２０５における動作は、図１３、図１４、
および／もしくは図１６を参照して説明されたワイヤレス通信管理構成要素１３２０、１
４２０、および／もしくは１６６０、ならびに／または図１３および／もしくは図１４を
参照して説明されたＣＣＡ管理構成要素１３４５および／もしくは１４３５を使用して実
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行され得る。
【０２２７】
　[0249]ブロック２２１０において、方法２２００は、ＣＣＡのうちの少なくとも１つの
結果に少なくとも部分的に基づく送信時間に、免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通
じて同期信号を送信することを含み得る。いくつかの例では、同期信号は、ＰＳＳ、ＳＳ
Ｓ、ＣＲＳ（たとえば、ｅＣＲＳ）、および／またはＣＳＩ－ＲＳを含み得る。いくつか
の例では、方法２２００は、非同期的に同期信号を送信することを含み得る。いくつかの
例では、タイミング情報は、同期信号とともに送信され得る。タイミング情報は、基地局
の現在のフレームおよび基地局の現在のサブフレームの（たとえば、同期信号のサブフレ
ーム同期送信に関する）インジケーションを含み得る。いくつかの例では、タイミング情
報は、基地局の現在のフレーム、基地局の現在のサブフレーム、および／または現在のシ
ンボルの（たとえば、同期信号のサブフレーム非同期およびＯＦＤＭシンボル同期送信に
関する）インジケーションを含み得る。いくつかの例では、方法２２００は、ブロック２
２０５において実行されたＣＣＡのうちの最初の成功したものを識別することができ、送
信時間は、ＣＣＡのうちの最初の成功したものに後続し得る。いくつかの例では、方法２
２００は、ブロック２２０５において実行されたＣＣＡのうちのいずれも成功しなかった
と決定することを含み得、送信時間は、いくつかのＣＣＡのうちの最後の不成功のものの
実行に後続し得る。ブロック２２１０における動作は、図１３、図１４、および／もしく
は図１６を参照して説明されたワイヤレス通信管理構成要素１３２０、１４２０、および
／もしくは１６６０、図１３を参照して説明された同期信号管理構成要素１３５５および
／もしくは情報管理構成要素１３６０、ならびに／または図１４を参照して説明された同
期信号およびタイミング情報管理構成要素１４４０を使用して実行され得る。
【０２２８】
　[0250]いくつかの例では、方法２２００は、同期信号とともに基地局に関するシステム
情報を送信することを含み得る。システム情報は、ＳＩＢおよび／またはＭＩＢにおいて
送信され得る。
【０２２９】
　[0251]このようにして、方法２２００はワイヤレス通信を提供し得る。方法２２００は
一実装形態にすぎず、方法２２００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成さ
れるか、または別の方法で修正され得ることに留意されたい。
【０２３０】
　[0252]いくつかの例では、図２０、図２１、および／または図２２を参照して説明され
た方法２０００、２１００、および／または２２００のうちの１つまたは複数の態様が組
み合わせられ得る。
【０２３１】
　[0253]本明細書で説明された技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ、および他のシステムのような様々なワイヤレス通信システムのために使用
され得る。「システム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば互換的に使用さ
れる。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサルテレストリアル無線アクセ
ス（ＵＴＲＡ：Universal Terrestrial Radio Access）などのような無線技術をインプリ
メントし得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６
規格をカバーする。ＩＳ－２０００　Ｒｅｌｅａｓｅ０およびＡは、一般に、ＣＤＭＡ２
０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一般に、ＣＤ
ＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、Ｈｉｇｈ　Ｒａｔｅ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ（ＨＲＰ
Ｄ）などと呼ばれる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））とＣＤＭ
Ａの他の変形とを含む。ＴＤＭＡシステムは、グローバルシステムフォーモバイルコミュ
ニケーション（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile Communications）のよ
うな無線技術をインプリメントし得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイルブロー
ドバンド（ＵＭＢ）、Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１
１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２
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．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）などのような無線技術をインプリメントし得
る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡはユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステ
ム（ＵＭＴＳ）の一部である。ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥア
ドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである
。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびＧＳＭは、「第３世
代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ（登録商標））と称する組織からの文書に
記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジ
ェクト２」（３ＧＰＰ２）と称する組織からの文書に記載されている。本明細書で説明さ
れた技法は、免許不要のおよび／または共有帯域幅を通じたセルラー（たとえば、ＬＴＥ
）通信を含む、上述のシステムおよび無線技術、ならびに他のシステムおよび無線技術の
ために使用され得る。しかしながら、上記の説明では、例としてＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシス
テムについて説明し、上記の説明の大部分においてＬＴＥ用語が使用されるが、本技法は
ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａの適用例以外に適用可能である。
【０２３２】
　[0254]添付の図面に関して上に記載された発明を実施するための形態は、例について説
明しており、インプリメントされ得るまたは特許請求の範囲内に入る例のすべてを表すも
のではない。「例」および「例示的」という用語は、本明細書で使用されるとき、「例、
事例、または例示として働く」ことを意味し、「好ましい」または「他の例よりも有利で
ある」ことを意味するものではない。発明を実施するための形態は、説明された技法の理
解をもたらすための具体的な詳細を含む。しかしながら、これらの技法は、これらの具体
的な詳細なしに実践され得る。いくつかの事例では、説明された例の概念を不明瞭にする
ことを避けるために、よく知られている構造および装置は、ブロック図の形態で示されて
いる。
【０２３３】
　[0255]情報および信号は、種々の異なる技術および技法のいずれかを使用して表され得
る。たとえば、上の説明全体を通じて参照され得るデータ、命令、コマンド、情報、信号
、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁気粒子、光
場もしくは光粒子、またはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０２３４】
　[0256]本明細書の開示に関して説明された様々な例示的なブロックおよび構成要素は、
汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡもしくは他の
プログラマブル論理デバイス、個別ゲートもしくはトランジスタ論理、個別ハードウェア
構成要素、または本明細書で説明された機能を実行するように設計されたそれらの任意の
組合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得
るが、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコ
ントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの
組合せ、たとえばＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、
ＤＳＰコアと連携する１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのよ
うな構成としてもインプリメントされ得る。
【０２３５】
　[0257]本明細書で説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソ
フトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せでインプリメントされ得る。
プロセッサによって実行されるソフトウェアでインプリメントされる場合、機能は、１つ
または複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコ
ンピュータ可読媒体を通じて送信され得る。他の例および実装形態は、本開示の範囲内お
よび添付の特許請求の範囲内に入る。たとえば、ソフトウェアの性質に起因して、上述さ
れた機能は、プロセッサ、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、または
これらのいずれかの組合せによって実行されるソフトウェアを使用してインプリメントさ
れ得る。機能をインプリメントする特徴はまた、様々な物理的位置において機能の部分が
インプリメントされるように分散されることを含めて、様々な位置に物理的に配置され得



(49) JP 6599438 B2 2019.10.30

10

20

30

40

50

る。特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用される場合、２つ以上の項目の列挙中で使
用されるとき、「および／または」という語は、列挙された項目のうちのいずれか１つが
単独で採用され得ること、または列挙された項目のうちの２つ以上の任意の組合せが採用
され得ることを意味する。たとえば、組成が構成要素Ａ、Ｂ、および／またはＣを含んで
いるものとして表される場合、その組成は、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡとＢの組合せ、
ＡとＣの組合せ、ＢとＣの組合せ、またはＡとＢとＣの組合せを含んでいることがある。
また、特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用される場合、項目の列挙（たとえば、「
のうちの少なくとも１つ」あるいは「のうちの１つまたは複数」のような句で終わる項目
の列挙）中で使用される「または」は、たとえば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくと
も１つ」の列挙が、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（
すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するような選言的列挙を示す。
【０２３６】
　[0258]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を容易にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記
憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体
であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的
消去可能プログラマブルＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、フラッシュメモリ、コン
パクトディスク（ＣＤ）－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレ
ージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望の
プログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用コンピュータもしく
は専用コンピュータ、または汎用プロセッサもしくは専用プロセッサによってアクセスさ
れ得る任意の他の媒体を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒
体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル
、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ
波のようなワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソー
スから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、
または赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術は媒体の定義に含まれる
。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、ＣＤ、レーザーディ
スク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（Ｄ
ＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）デ
ィスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク
（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒
体の範囲内に含まれる。
【０２３７】
　[0259]本開示の前述の説明は、当業者が本開示を作成または使用することができるよう
に提供される。本開示の様々な変更が当業者には容易に明らかとなり、本明細書で定義さ
れる一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され得る。した
がって、本開示は、本明細書で説明された例および設計に限定されるべきでなく、本明細
書で開示された原理および新規の特徴に一致する最も広い範囲を与えられるべきである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）において免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて、同期信号
の送信に関連付けられる時間ウィンドウのインジケーションを受信することと、
　基地局から前記同期信号を受信するために、前記時間ウィンドウの間に前記免許不要の
無線周波数スペクトル帯域をモニタすることと
　を備える、方法。
　　［Ｃ２］
　前記時間ウィンドウの間に前記免許不要の無線周波数スペクトル帯域をモニタすること
は、
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　前記時間ウィンドウの前に前記ＵＥの受信機をスリープ状態からウェイクアップさせる
ことを備える、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　前記時間ウィンドウの間に、前記基地局からタイミング情報を受信することをさらに備
え、前記タイミング情報が、前記基地局の現在のフレーム、前記基地局の現在のサブフレ
ーム、または現在のシンボルからなるグループのうちの１つのインジケーションを備える
、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ４］
　前記タイミング情報に少なくとも部分的に基づいて、前記ＵＥを前記基地局と同期させ
ることをさらに備える、
　［Ｃ３］に記載の方法。
　　［Ｃ５］
　前記基地局から前記同期信号を受信するために、前記基地局のクリアチャネルアセスメ
ント（ＣＣＡ）免除送信（ＣＥＴ）の間に前記免許不要の無線周波数スペクトル帯域をモ
ニタすることをさらに備える、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ６］
　前記基地局からＣＣＡに従った前記同期信号の送信を受信するために、周期固定サブフ
レームロケーションの間に前記免許不要の無線周波数スペクトル帯域をモニタすることを
さらに備える、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ７］
　前記時間ウィンドウは、ＣＣＡに従った前記送信とは異なる、前記免許不要の無線周波
数スペクトル帯域のサブキャリア周波数のセットに関連付けられる、
　［Ｃ６］に記載の方法。
　　［Ｃ８］
　前記時間ウィンドウは、前記基地局の前記周期固定サブフレームロケーションと時間的
に重複する、
　［Ｃ６］に記載の方法。
　　［Ｃ９］
　前記時間ウィンドウは、前記基地局の少なくとも１つのクリアチャネルアセスメント（
ＣＣＡ）免除送信（ＣＥＴ）に取って代わる、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１０］
　前記時間ウィンドウの前記インジケーションは、システム情報ブロックまたはマスタ情
報ブロックにおいて受信される、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１１］
　前記時間ウィンドウの前記インジケーションは、無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセー
ジにおいて受信される、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１２］
　前記時間ウィンドウの間に前記基地局に関するシステム情報を受信することをさらに備
え、前記システム情報がシステム情報ブロックまたはマスタ情報ブロックにおいて受信さ
れる、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１３］
　前記同期信号に対して無線リソース管理測定を実行することをさらに備える、
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　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１４］
　前記同期信号は、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）、セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）、セ
ル固有基準信号（ＣＲＳ）、およびチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）からなる
グループのうちの１つを備える、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１５］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）において免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて、同期信号
の送信に関連付けられる時間ウィンドウのインジケーションを受信するための手段と、
　基地局から前記同期信号を受信するために、前記時間ウィンドウの間に前記免許不要の
無線周波数スペクトル帯域をモニタするための手段と
　を備える、装置。
　　［Ｃ１６］
　前記時間ウィンドウの間に前記免許不要の無線周波数スペクトル帯域をモニタすること
は、
　前記時間ウィンドウの前に前記ＵＥの受信機をスリープ状態からウェイクアップさせる
ための手段を備える、
　［Ｃ１５］に記載の装置。
　　［Ｃ１７］
　前記時間ウィンドウの間に、前記基地局からタイミング情報を受信するための手段をさ
らに備え、前記タイミング情報が、前記基地局の現在のフレーム、前記基地局の現在のサ
ブフレーム、または現在のシンボルからなるグループのうちの１つのインジケーションを
備える、
　［Ｃ１５］に記載の装置。
　　［Ｃ１８］
　前記タイミング情報に少なくとも部分的に基づいて、前記ＵＥを前記基地局と同期させ
るための手段をさらに備える、
　［Ｃ１７］に記載の装置。
　　［Ｃ１９］
　前記基地局から前記同期信号を受信するために、前記基地局のクリアチャネルアセスメ
ント（ＣＣＡ）免除送信（ＣＥＴ）の間に前記免許不要の無線周波数スペクトル帯域をモ
ニタするための手段をさらに備える、
　［Ｃ１５］に記載の装置。
　　［Ｃ２０］
　前記基地局からＣＣＡに従った前記同期信号の送信を受信するために、周期固定サブフ
レームロケーションの間に前記免許不要の無線周波数スペクトル帯域をモニタするための
手段をさらに備える、
　［Ｃ１５］に記載の装置。
　　［Ｃ２１］
　前記時間ウィンドウは、ＣＣＡに従った前記送信とは異なる、前記免許不要の無線周波
数スペクトル帯域のサブキャリア周波数のセットに関連付けられる、
　［Ｃ２０］に記載の装置。
　　［Ｃ２２］
　前記時間ウィンドウは、前記基地局の前記周期固定サブフレームロケーションと時間的
に重複する、
　［Ｃ２０］に記載の装置。
　　［Ｃ２３］
　前記時間ウィンドウは、前記基地局の少なくとも１つのクリアチャネルアセスメント（
ＣＣＡ）免除送信（ＣＥＴ）に取って代わる、
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　［Ｃ１５］に記載の装置。
　　［Ｃ２４］
　前記時間ウィンドウの前記インジケーションは、システム情報ブロックまたはマスタ情
報ブロックにおいて受信される、
　［Ｃ１５］に記載の装置。
　　［Ｃ２５］
　前記時間ウィンドウの前記インジケーションは、無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセー
ジにおいて受信される、
　［Ｃ１５］に記載の装置。
　　［Ｃ２６］
　前記時間ウィンドウの間に前記基地局に関するシステム情報を受信するための手段をさ
らに備え、前記システム情報がシステム情報ブロックまたはマスタ情報ブロックにおいて
受信される、
　［Ｃ１５］に記載の装置。
　　［Ｃ２７］
　前記同期信号に対して無線リソース管理測定を実行するための手段をさらに備える、
　［Ｃ１５］に記載の装置。
　　［Ｃ２８］
　前記同期信号は、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）、セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）、セ
ル固有基準信号（ＣＲＳ）、およびチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）からなる
グループのうちの１つを備える、
　［Ｃ１５］に記載の装置。
　　［Ｃ２９］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリと
　を備え、前記プロセッサは、
　ユーザ機器（ＵＥ）において免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて、同期信号
の送信に関連付けられる時間ウィンドウのインジケーションを受信することと、
　基地局から前記同期信号を受信するために、前記時間ウィンドウの間に前記免許不要の
無線周波数スペクトル帯域をモニタすることと
　を行うように構成される、装置。
　　［Ｃ３０］
　前記プロセッサは、
　前記時間ウィンドウの前に前記ＵＥの受信機をスリープ状態からウェイクアップさせる
ように構成される、
　［Ｃ２９］に記載の装置。
　　［Ｃ３１］
　前記プロセッサは、
　前記時間ウィンドウの間に、前記基地局からタイミング情報を受信するように構成され
、前記タイミング情報が、前記基地局の現在のフレーム、前記基地局の現在のサブフレー
ム、または現在のシンボルからなるグループのうちの１つのインジケーションを備える、
　［Ｃ２９］に記載の装置。
　　［Ｃ３２］
　前記プロセッサは、
　前記タイミング情報に少なくとも部分的に基づいて、前記ＵＥを前記基地局と同期させ
るように構成される、
　［Ｃ３１］に記載の装置。
　　［Ｃ３３］
　前記プロセッサは、
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　前記基地局から前記同期信号を受信するために、前記基地局のクリアチャネルアセスメ
ント（ＣＣＡ）免除送信（ＣＥＴ）の間に前記免許不要の無線周波数スペクトル帯域をモ
ニタするように構成される、
　［Ｃ２９］に記載の装置。
　　［Ｃ３４］
　前記プロセッサは、
　前記基地局からＣＣＡに従った前記同期信号の送信を受信するために、周期固定サブフ
レームロケーションの間に前記免許不要の無線周波数スペクトル帯域をモニタするように
構成される、
　［Ｃ２９］に記載の装置。
　　［Ｃ３５］
　前記プロセッサは、
　前記時間ウィンドウの間に前記基地局に関するシステム情報を受信するように構成され
、前記システム情報がシステム情報ブロックまたはマスタ情報ブロックにおいて受信され
る、
　［Ｃ２９］に記載の装置。
　　［Ｃ３６］
　前記同期信号は、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）、セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）、セ
ル固有基準信号（ＣＲＳ）、およびチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）からなる
グループのうちの１つを備える、
　［Ｃ２９］に記載の装置。
　　［Ｃ３７］
　プロセッサによって実行可能な命令を記憶するための非一時的コンピュータ可読媒体で
あって、
　ユーザ機器（ＵＥ）において免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて、同期信号
の送信に関連付けられる時間ウィンドウのインジケーションを受信するための命令と、
　基地局から前記同期信号を受信するために、前記時間ウィンドウの間に前記免許不要の
無線周波数スペクトル帯域をモニタするための命令と
　を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ３８］
　前記時間ウィンドウの間に前記免許不要の無線周波数スペクトル帯域をモニタするため
の前記命令は、
　前記時間ウィンドウの前に前記ＵＥの受信機をスリープ状態からウェイクアップさせる
ための命令を備える、
　［Ｃ３７］に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ３９］
　前記時間ウィンドウの間に、前記基地局からタイミング情報を受信するための命令をさ
らに備え、前記タイミング情報が、前記基地局の現在のフレーム、前記基地局の現在のサ
ブフレーム、または現在のシンボルからなるグループのうちの１つのインジケーションを
備える、
　［Ｃ３７］に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ４０］
　前記同期信号は、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）、セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）、セ
ル固有基準信号（ＣＲＳ）、およびチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）からなる
グループのうちの１つを備える、
　［Ｃ３７］に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ４１］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　同期信号の送信に関連付けられる時間ウィンドウのインジケーションを送信することと
、
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　前記時間ウィンドウの間に免許不要の無線周波数スペクトル帯域に対していくつかのク
リアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行することと、
　前記時間ウィンドウの間の送信時間に前記免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じ
て前記同期信号を送信すること、ここにおいて、前記送信時間は、前記ＣＣＡのうちの少
なくとも１つの結果に少なくとも部分的に基づく、と
　を備える、方法。
　　［Ｃ４２］
　前記時間ウィンドウの間に前記免許不要の無線周波数スペクトル帯域に対して前記いく
つかのＣＣＡを実行することは、
　前記時間ウィンドウの間の前記ＣＣＡのうちの最初の成功したものを識別することを備
え、
　前記送信時間は、前記時間ウィンドウの間の前記ＣＣＡのうちの前記最初の成功したも
のに後続する、
　［Ｃ４１］に記載の方法。
　　［Ｃ４３］
　前記時間ウィンドウの間に前記免許不要の無線周波数スペクトル帯域に対して前記いく
つかのＣＣＡを実行することは、
　前記時間ウィンドウの間に実行された前記ＣＣＡのうちのいずれも成功しなかったと決
定することを備え、
　前記送信時間は、前記時間ウィンドウの終わりに発生する、
　［Ｃ４１］に記載の方法。
　　［Ｃ４４］
　前記時間ウィンドウの間にタイミング情報を送信することをさらに備え、前記タイミン
グ情報が、基地局の現在のフレーム、前記基地局の現在のサブフレーム、または現在のシ
ンボルからなるグループのうちの１つのインジケーションを備える、
　［Ｃ４１］に記載の方法。
　　［Ｃ４５］
　クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）免除送信（ＣＥＴ）の間に前記免許不要の無線
周波数スペクトル帯域を通じて前記同期信号を送信することをさらに備える、
　［Ｃ４１］に記載の方法。
　　［Ｃ４６］
　前記同期信号が送信されるサブフレームに関するダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を送
信することをさらに備え、前記ＤＣＩが、前記サブフレームにおいて前記同期信号を送信
するために使用される少なくとも１つのリソースをシグナリングする、
　［Ｃ４１］に記載の方法。
　　［Ｃ４７］
　周期固定サブフレームロケーションの間に、機会主義的に前記免許不要の無線周波数ス
ペクトル帯域を通じて前記同期信号を送信することをさらに備える、
　［Ｃ４１］に記載の方法。
　　［Ｃ４８］
　前記時間ウィンドウは、前記機会主義的に送信される同期信号とは異なる、前記免許不
要の無線周波数スペクトル帯域のサブキャリア周波数のセットに関連付けられる、
　［Ｃ４７］に記載の方法。
　　［Ｃ４９］
　前記時間ウィンドウは、基地局の前記周期固定サブフレームロケーションと時間的に重
複する、
　［Ｃ４７］に記載の方法。
　　［Ｃ５０］
　前記時間ウィンドウは、基地局の少なくとも１つのクリアチャネルアセスメント（ＣＣ
Ａ）免除送信（ＣＥＴ）に取って代わる、
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　［Ｃ４１］に記載の方法。
　　［Ｃ５１］
　前記いくつかのＣＣＡは、複数のＣＣＡを備える、
　［Ｃ４１］に記載の方法。
　　［Ｃ５２］
　前記時間ウィンドウの前記インジケーションは、システム情報ブロックまたはマスタ情
報ブロックにおいて送信される、
　［Ｃ４１］に記載の方法。
　　［Ｃ５３］
　前記時間ウィンドウの前記インジケーションは、無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセー
ジにおいて送信される、
　［Ｃ４１］に記載の方法。
　　［Ｃ５４］
　前記時間ウィンドウの間に基地局に関するシステム情報を送信することをさらに備え、
前記システム情報がシステム情報ブロックまたはマスタ情報ブロックにおいて送信される
、
　［Ｃ４１］に記載の方法。
　　［Ｃ５５］
　前記同期信号は、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）、セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）、セ
ル固有基準信号（ＣＲＳ）、およびチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）からなる
グループのうちの１つを備える、
　［Ｃ４１］に記載の方法。
　　［Ｃ５６］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　同期信号の送信に関連付けられる時間ウィンドウのインジケーションを送信するための
手段と、
　前記時間ウィンドウの間に免許不要の無線周波数スペクトル帯域に対していくつかのク
リアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行するための手段と、
　前記時間ウィンドウの間の送信時間に前記免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じ
て前記同期信号を送信するための手段、ここにおいて、前記送信時間が前記ＣＣＡのうち
の少なくとも１つの結果に少なくとも部分的に基づく、と
　を備える、装置。
　　［Ｃ５７］
　前記時間ウィンドウの間に前記免許不要の無線周波数スペクトル帯域に対して前記いく
つかのＣＣＡを前記実行するための手段は、
　前記時間ウィンドウの間の前記ＣＣＡのうちの最初の成功したものを識別するための手
段を備え、
　前記送信時間は、前記時間ウィンドウの間の前記ＣＣＡのうちの前記最初の成功したも
のに後続する、
　［Ｃ５６］に記載の装置。
　　［Ｃ５８］
　前記時間ウィンドウの間に前記免許不要の無線周波数スペクトル帯域に対して前記いく
つかのＣＣＡを前記実行するための手段は、
　前記時間ウィンドウの間に実行された前記ＣＣＡのうちのいずれも成功しなかったと決
定するための手段を備え、
　前記送信時間は、前記時間ウィンドウの終わりに発生する、
　［Ｃ５６］に記載の装置。
　　［Ｃ５９］
　前記時間ウィンドウの間にタイミング情報を送信するための手段をさらに備え、前記タ
イミング情報は、基地局の現在のフレーム、前記基地局の現在のサブフレーム、または現
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在のシンボルからなるグループのうちの１つのインジケーションを備える、
　［Ｃ５６］に記載の装置。
　　［Ｃ６０］
　クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）免除送信（ＣＥＴ）の間に前記免許不要の無線
周波数スペクトル帯域を通じて前記同期信号を送信するための手段をさらに備える、
　［Ｃ５６］に記載の装置。
　　［Ｃ６１］
　前記同期信号が送信されるサブフレームに関するダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を送
信するための手段をさらに備え、前記ＤＣＩは、前記サブフレームにおいて前記同期信号
を送信するために使用される少なくとも１つのリソースをシグナリングする、
　［Ｃ５６］に記載の装置。
　　［Ｃ６２］
　周期固定サブフレームロケーションの間に、機会主義的に前記免許不要の無線周波数ス
ペクトル帯域を通じて前記同期信号を送信するための手段をさらに備える、
　［Ｃ５６］に記載の装置。
　　［Ｃ６３］
　前記時間ウィンドウは、前記機会主義的に送信される同期信号とは異なる、前記免許不
要の無線周波数スペクトル帯域のサブキャリア周波数のセットに関連付けられる、［Ｃ６
２］に記載の装置。
　　［Ｃ６４］
　前記時間ウィンドウは、基地局の前記周期固定サブフレームロケーションと時間的に重
複する、
　［Ｃ６２］に記載の装置。
　　［Ｃ６５］
　前記時間ウィンドウは、基地局の少なくとも１つのクリアチャネルアセスメント（ＣＣ
Ａ）免除送信（ＣＥＴ）に取って代わる、
　［Ｃ５６］に記載の装置。
　　［Ｃ６６］
　前記いくつかのＣＣＡは、複数のＣＣＡを備える、
　［Ｃ５６］に記載の装置。
　　［Ｃ６７］
　前記時間ウィンドウの前記インジケーションは、システム情報ブロックまたはマスタ情
報ブロックにおいて送信される、
　［Ｃ５６］に記載の装置。
　　［Ｃ６８］
　前記時間ウィンドウの前記インジケーションは、無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセー
ジにおいて送信される、
　［Ｃ５６］に記載の装置。
　　［Ｃ６９］
　前記時間ウィンドウの間に基地局に関するシステム情報を送信するための手段をさらに
備え、前記システム情報がシステム情報ブロックまたはマスタ情報ブロックにおいて送信
される、
　［Ｃ５６］に記載の装置。
　　［Ｃ７０］
　前記同期信号は、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）、セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）、セ
ル固有基準信号（ＣＲＳ）、およびチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）からなる
グループのうちの１つを備える、
　［Ｃ５６］に記載の装置。
　　［Ｃ７１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
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　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリと
　を備え、前記プロセッサは、
　同期信号の送信に関連付けられる時間ウィンドウのインジケーションを送信することと
、
　前記時間ウィンドウの間に免許不要の無線周波数スペクトル帯域に対していくつかのク
リアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行することと、
　前記時間ウィンドウの間の送信時間に前記免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じ
て前記同期信号を送信すること、ここにおいて、前記送信時間は、前記ＣＣＡのうちの少
なくとも１つの結果に少なくとも部分的に基づく、と
　を行うように構成される、装置。
　　［Ｃ７２］
　前記プロセッサは、
　前記時間ウィンドウの間にタイミング情報を送信するように構成され、前記タイミング
情報は、基地局の現在のフレーム、前記基地局の現在のサブフレーム、または現在のシン
ボルからなるグループのうちの１つのインジケーションを備える、
　［Ｃ７１］に記載の装置。
　　［Ｃ７３］
　前記プロセッサは、
　前記同期信号が送信されるサブフレームに関するダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を送
信するように構成され、前記ＤＣＩが、前記サブフレームにおいて前記同期信号を送信す
るために使用される少なくとも１つのリソースをシグナリングする、
　［Ｃ７１］に記載の装置。
　　［Ｃ７４］
　前記いくつかのＣＣＡは、複数のＣＣＡを備える、
　［Ｃ７１］に記載の装置。
　　［Ｃ７５］
　前記時間ウィンドウの前記インジケーションは、システム情報ブロックまたはマスタ情
報ブロックにおいて送信される、
　［Ｃ７１］に記載の装置。
　　［Ｃ７６］
　前記時間ウィンドウの前記インジケーションは、無線リソース制御（ＲＲＣ）メッセー
ジにおいて送信される、
　［Ｃ７１］に記載の装置。
　　［Ｃ７７］
　前記プロセッサは、
　前記時間ウィンドウの間に基地局に関するシステム情報を送信するように構成され、前
記システム情報は、システム情報ブロックまたはマスタ情報ブロックにおいて送信される
、
　［Ｃ７１］に記載の装置。
　　［Ｃ７８］
　前記同期信号は、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）、セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）、セ
ル固有基準信号（ＣＲＳ）、およびチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）からなる
グループのうちの１つを備える、
　［Ｃ７１］に記載の装置。
　　［Ｃ７９］
　プロセッサによって実行可能な命令を記憶するための非一時的コンピュータ可読媒体で
あって、
　同期信号の送信に関連付けられる時間ウィンドウのインジケーションを送信するための
命令と、
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　前記時間ウィンドウの間に免許不要の無線周波数スペクトル帯域に対していくつかのク
リアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行するための命令と、
　前記時間ウィンドウの間の送信時間に前記免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じ
て前記同期信号を送信するための命令と、ここにおいて、前記送信時間が前記ＣＣＡのう
ちの少なくとも１つの結果に少なくとも部分的に基づく、
　を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ８０］
　前記時間ウィンドウの間にタイミング情報を送信するための命令をさらに備え、前記タ
イミング情報は、基地局の現在のフレーム、前記基地局の現在のサブフレーム、または現
在のシンボルからなるグループのうちの１つのインジケーションを備える、
　［Ｃ７９］に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ８１］
　前記いくつかのＣＣＡは、複数のＣＣＡを備える、
　［Ｃ７９］に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ８２］
　前記同期信号は、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）、セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）、セ
ル固有基準信号（ＣＲＳ）、およびチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）からなる
グループのうちの１つを備える、
　［Ｃ７９］に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ８３］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）において、基地局から同期信号の送信を受信するために、免許不要
の無線周波数スペクトル帯域をモニタすることと、
　前記基地局から前記同期信号を受信することと
　を備える、方法。
　　［Ｃ８４］
　前記同期信号を受信することは、タイミング情報とともに前記同期信号を受信すること
を備える、
　［Ｃ８３］に記載の方法。
　　［Ｃ８５］
　前記タイミング情報は、前記基地局の現在のフレームおよび前記基地局の現在のサブフ
レームのインジケーションを備える、
　［Ｃ８４］に記載の方法。
　　［Ｃ８６］
　前記タイミング情報は、前記基地局の現在のフレーム、前記基地局の現在のサブフレー
ム、および現在のシンボルのインジケーションを備える、
　［Ｃ８４］に記載の方法。
　　［Ｃ８７］
　前記タイミング情報に少なくとも部分的に基づいて、前記ＵＥを前記基地局と同期させ
ることをさらに備える、
　［Ｃ８４］に記載の方法。
　　［Ｃ８８］
　前記同期信号とともに前記基地局に関するシステム情報を受信することをさらに備え、
前記システム情報は、システム情報ブロックまたはマスタ情報ブロックにおいて受信され
る、
　［Ｃ８３］に記載の方法。
　　［Ｃ８９］
　前記同期信号に対して無線リソース管理測定を実行することをさらに備える、
　［Ｃ８３］に記載の方法。
　　［Ｃ９０］
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　前記同期信号は、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）、セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）、セ
ル固有基準信号（ＣＲＳ）、およびチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）からなる
グループのうちの１つを備える、
　［Ｃ８３］に記載の方法。
　　［Ｃ９１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）において、基地局から同期信号の送信を受信するために、免許不要
の無線周波数スペクトル帯域をモニタするための手段と、
　前記基地局から前記同期信号を受信するための手段と
　を備える、装置。
　　［Ｃ９２］
　前記同期信号を前記受信するための手段は、タイミング情報とともに前記同期信号を受
信するための手段を備える、
　［Ｃ９１］に記載の装置。
　　［Ｃ９３］
　前記タイミング情報は、前記基地局の現在のフレームおよび前記基地局の現在のサブフ
レームのインジケーションを備える、
　［Ｃ９２］に記載の装置。
　　［Ｃ９４］
　前記タイミング情報は、前記基地局の現在のフレーム、前記基地局の現在のサブフレー
ム、および現在のシンボルのインジケーションを備える、
　［Ｃ９２］に記載の装置。
　　［Ｃ９５］
　前記タイミング情報に少なくとも部分的に基づいて、前記ＵＥを前記基地局と同期させ
るための手段をさらに備える、
　［Ｃ９２］に記載の装置。
　　［Ｃ９６］
　前記同期信号とともに前記基地局に関するシステム情報を受信するための手段をさらに
備え、前記システム情報がシステム情報ブロックまたはマスタ情報ブロックにおいて受信
される、
　［Ｃ９１］に記載の装置。
　　［Ｃ９７］
　前記同期信号に対して無線リソース管理測定を実行するための手段をさらに備える、
　［Ｃ９１］に記載の装置。
　　［Ｃ９８］
　前記同期信号は、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）、セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）、セ
ル固有基準信号（ＣＲＳ）、およびチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）からなる
グループのうちの１つを備える、
　［Ｃ９１］に記載の装置。
　　［Ｃ９９］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリと
　を備え、前記プロセッサは、
　ユーザ機器（ＵＥ）において、基地局から同期信号の送信を受信するために、免許不要
の無線周波数スペクトル帯域をモニタすることと、
　前記基地局から前記同期信号を受信することと
　を行うように構成される、装置。
　　［Ｃ１００］
　前記同期信号を受信するように構成される前記プロセッサは、
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　タイミング情報とともに前記同期信号を受信するように構成される前記プロセッサを備
える、
　［Ｃ９９］に記載の装置。
　　［Ｃ１０１］
　前記タイミング情報は、前記基地局の現在のフレームおよび前記基地局の現在のサブフ
レームのインジケーションを備える、
　［Ｃ１００］に記載の装置。
　　［Ｃ１０２］
　前記タイミング情報は、前記基地局の現在のフレーム、前記基地局の現在のサブフレー
ム、および現在のシンボルのインジケーションを備える、
　［Ｃ１００］に記載の装置。
　　［Ｃ１０３］
　前記プロセッサは、
　前記タイミング情報に少なくとも部分的に基づいて、前記ＵＥを前記基地局と同期させ
るように構成される、
　［Ｃ１００］に記載の装置。
　　［Ｃ１０４］
　前記プロセッサは、
　前記同期信号に対して無線リソース管理測定を実行するように構成される、［Ｃ９９］
に記載の装置。
　　［Ｃ１０５］
　前記同期信号は、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）、セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）、セ
ル固有基準信号（ＣＲＳ）、およびチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）からなる
グループのうちの１つを備える、
　［Ｃ９９］に記載の装置。
　　［Ｃ１０６］
　プロセッサによって実行可能な命令を記憶するための非一時的コンピュータ可読媒体で
あって、
　ユーザ機器（ＵＥ）において、基地局から同期信号の送信を受信するために、免許不要
の無線周波数スペクトル帯域をモニタするための命令と、
　前記基地局から前記同期信号を受信するための命令と
　を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ１０７］
　前記同期信号を受信するための前記命令は、
　タイミング情報とともに前記同期信号を受信するための命令を備える、
　［Ｃ１０６］に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ１０８］
　前記同期信号に対して無線リソース管理測定を実行するための命令をさらに備える、
　［Ｃ１０６］に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ１０９］
　前記同期信号は、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）、セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）、セ
ル固有基準信号（ＣＲＳ）、およびチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）からなる
グループのうちの１つを備える、
　［Ｃ１０６］に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ１１０］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　基地局において、免許不要の無線周波数スペクトル帯域に対していくつかのクリアチャ
ネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行することと、
　前記ＣＣＡのうちの少なくとも１つの結果に少なくとも部分的に基づく送信時間に、前
記免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて同期信号を送信することと
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　を備える、方法。
　　［Ｃ１１１］
　前記同期信号を送信することは、タイミング情報とともに前記同期信号を送信すること
を備える、
　［Ｃ１１０］に記載の方法。
　　［Ｃ１１２］
　前記タイミング情報は、前記基地局の現在のフレームおよび前記基地局の現在のサブフ
レームのインジケーションを備える、
　［Ｃ１１１］に記載の方法。
　　［Ｃ１１３］
　前記タイミング情報は、前記基地局の現在のフレーム、前記基地局の現在のサブフレー
ム、および現在のシンボルのインジケーションを備える、
　［Ｃ１１１］に記載の方法。
　　［Ｃ１１４］
　前記免許不要の無線周波数スペクトル帯域に対して前記いくつかのＣＣＡを実行するこ
とは、
　前記ＣＣＡのうちの最初の成功したものを識別することを備え、
　前記送信時間は、前記ＣＣＡのうちの前記最初の成功したものに後続する、
　［Ｃ１１０］に記載の方法。
　　［Ｃ１１５］
　前記免許不要の無線周波数スペクトル帯域に対して前記いくつかのＣＣＡを実行するこ
とは、
　前記ＣＣＡのうちのいずれも成功しなかったと決定することを備え、
　前記送信時間は、前記いくつかのＣＣＡのうちの最後の不成功のものの実行に後続する
、
　［Ｃ１１０］に記載の方法。
　　［Ｃ１１６］
　前記いくつかのＣＣＡは、複数のＣＣＡを備える、
　［Ｃ１１０］に記載の方法。
　　［Ｃ１１７］
　前記同期信号とともに前記基地局に関するシステム情報を送信することをさらに備え、
前記システム情報がシステム情報ブロックまたはマスタ情報ブロックにおいて送信される
、［Ｃ１１０］に記載の方法。
　　［Ｃ１１８］
　前記同期信号は、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）、セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）、セ
ル固有基準信号（ＣＲＳ）、およびチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）からなる
グループのうちの１つを備える、
　［Ｃ１１０］に記載の方法。
　　［Ｃ１１９］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　基地局において、免許不要の無線周波数スペクトル帯域に対していくつかのクリアチャ
ネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行するための手段と、
　前記ＣＣＡのうちの少なくとも１つの結果に少なくとも部分的に基づく送信時間に、前
記免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて同期信号を送信するための手段と
　を備える、装置。
　　［Ｃ１２０］
　前記同期信号を前記送信するための手段は、
　タイミング情報とともに前記同期信号を受信するための手段を備える、
　［Ｃ１１９］に記載の装置。
　　［Ｃ１２１］
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　前記タイミング情報は、前記基地局の現在のフレームおよび前記基地局の現在のサブフ
レームのインジケーションを備える、
　［Ｃ１２０］に記載の装置。
　　［Ｃ１２２］
　前記タイミング情報は、前記基地局の現在のフレーム、前記基地局の現在のサブフレー
ム、および現在のシンボルのインジケーションを備える、
　［Ｃ１２０］に記載の装置。
　　［Ｃ１２３］
　前記免許不要の無線周波数スペクトル帯域に対して前記いくつかのＣＣＡを前記実行す
るための手段は、
　前記ＣＣＡのうちの最初の成功したものを識別するための手段を備え、
　前記送信時間は、前記ＣＣＡのうちの前記最初の成功したものに後続する、
　［Ｃ１１９］に記載の装置。
　　［Ｃ１２４］
　前記免許不要の無線周波数スペクトル帯域に対して前記いくつかのＣＣＡを前記実行す
るための手段は、
　前記ＣＣＡのうちのいずれも成功しなかったと決定するための手段を備え、
　前記送信時間は、前記いくつかのＣＣＡのうちの最後の不成功のものの実行に後続する
、
　［Ｃ１１９］に記載の装置。
　　［Ｃ１２５］
　前記いくつかのＣＣＡは、複数のＣＣＡを備える、
　［Ｃ１１９］に記載の装置。
　　［Ｃ１２６］
　前記同期信号とともに前記基地局に関するシステム情報を送信するための手段をさらに
備え、前記システム情報がシステム情報ブロックまたはマスタ情報ブロックにおいて送信
される、
　［Ｃ１１９］に記載の装置。
　　［Ｃ１２７］
　前記同期信号は、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）、セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）、セ
ル固有基準信号（ＣＲＳ）、およびチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）からなる
グループのうちの１つを備える、
　［Ｃ１１９］に記載の装置。
　　［Ｃ１２８］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたメモリと
を備え、前記プロセッサは、
　基地局において、免許不要の無線周波数スペクトル帯域に対していくつかのクリアチャ
ネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行することと、
　前記ＣＣＡのうちの少なくとも１つの結果に少なくとも部分的に基づく送信時間に、前
記免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて同期信号を送信することと
　を行うように構成される、装置。
　　［Ｃ１２９］
　前記同期信号を送信するように構成される前記プロセッサは、
　タイミング情報とともに前記同期信号を送信するように構成される前記プロセッサを備
える、
　［Ｃ１２８］に記載の装置。
　　［Ｃ１３０］
　前記タイミング情報は、前記基地局の現在のフレームおよび前記基地局の現在のサブフ
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　［Ｃ１２９］に記載の装置。
　　［Ｃ１３１］
　前記タイミング情報は、前記基地局の現在のフレーム、前記基地局の現在のサブフレー
ム、および現在のシンボルのインジケーションを備える、
　［Ｃ１２９］に記載の装置。
　　［Ｃ１３２］
　前記いくつかのＣＣＡは、複数のＣＣＡを備える、
　［Ｃ１２８］に記載の装置。
　　［Ｃ１３３］
　前記プロセッサは、
　前記同期信号とともに前記基地局に関するシステム情報を送信するように構成され、前
記システム情報がシステム情報ブロックまたはマスタ情報ブロックにおいて送信される、
　［Ｃ１２８］に記載の装置。
　　［Ｃ１３４］
　前記同期信号は、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）、セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）、セ
ル固有基準信号（ＣＲＳ）、およびチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）からなる
グループのうちの１つを備える、
　［Ｃ１２８］に記載の装置。
　　［Ｃ１３５］
　プロセッサによって実行可能な命令を記憶するための非一時的コンピュータ可読媒体で
あって、
　基地局において、免許不要の無線周波数スペクトル帯域に対していくつかのクリアチャ
ネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行するための命令と、
　前記ＣＣＡのうちの少なくとも１つの結果に少なくとも部分的に基づく送信時間に、前
記免許不要の無線周波数スペクトル帯域を通じて同期信号を送信するための命令と
　を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ１３６］
　前記同期信号を送信するための前記命令は、
　タイミング情報とともに前記同期信号を送信するための命令を備える、
　［Ｃ１３５］に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ１３７］
　前記いくつかのＣＣＡは、複数のＣＣＡを備える、
　［Ｃ１３５］に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ１３８］
　前記同期信号は、プライマリ同期信号（ＰＳＳ）、セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）、セ
ル固有基準信号（ＣＲＳ）、およびチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）からなる
グループのうちの１つを備える、
　［Ｃ１３５］に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
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